
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　唐突だけど、僕は〝先生〟が好きじゃなかった。

　まだ幼稚園児だった頃、担任の先生に指輪を渡して告白したら──

　その直後に、先生が結婚を発表しやがったのがきっかけだ。

　うん、しょうもないきっかけだというのは認めますとも。

　ただ、しょうもなくてもどう受け止めるかは本人次第なんだし。

　僕は自分でも意外なくらいショックを受けちゃった。

　高校二年生になっても未いまだに教師嫌いが続いているくらいだ。

　たぶん、幼児の時期は、なんでもないようなことが人格形成に影響するとかナントカ。

　心理学的に分析すれば、なにか答えも出てくるんだろう。

　もちろん、今となってはその幼稚園の先生が悪くないのはわかってる。

　幼稚園の先生を恨うらんでるかって言われたら、そんなことも全然ない。

　心からそうだと言い切れるようになったのは、たぶん──

「あっ」

　休み時間、体育のために更衣室に向かっていると。

　廊下の向こうから、よく見慣れた姿が現れた。

　長い茶色の髪、白い長袖ブラウス、紺のミニスカート。

　我が校で一番の美人教師、高たか嶺ねの花はなと呼ばれる藤ふじ城き真ま香か先生──

「なにしてるの、彩さい木ぎくん。次は体育なんでしょう？」

　真香先生は、モデルのような歩き方で近づいてくると、僕が手に持っている体操着の袋に目を向けてきた。

「早く行きなさい。体育の竹たけ井い先生、遅刻には厳しいんでしょう」

「ええ……失礼します」

　僕はぺこりと一礼して、真香先生の横を通り抜ける。

　はぁ、と思わずため息が漏れてしまう。

　六月に入って──既に衣替えも済んでいる。

　身も心も軽くなる季節だというのに、気分は重い。

　いや、落ち込むようなことでもないんだけどさ。

　先日の英語科準備室でのアレ以来、ずっとこんな感じだからなあ……。

「……あ」

　ズボンのポケットに入れていたスマホが振動してる。

　スマホを取り出して、受信したメッセージを確認。

《あーんもう！　いったいいつになったら、彩木くんと愛を確かめ合えるの!?》

「…………」

《まったく、教頭先生ったらわたしたちになんの恨うらみがあるのかしら！　Ｈｅｒなん　ｆａｃｅなの、　ｉｓあ　ｍａｄｅの　ｕｐ厚　ｌｉｋｅ化　ａ粧　ｃａｋｅ！は》

「……だから、英語はやめてくれないかな」

　教頭をめっちゃディスってるっぽい。普段、キツい悪口はあまり言わないのにね。

　最近、真香先生はずっとこんな感じです……。

　表向きは、怖いくらいクール。

　でも、僕にクールな態度を取ったら、即座にＬＩＮＥで本音をぶっちゃけてくる。

　もしこのスマホを落として、誰かにＬＩＮＥを見られたらと思うと恐ろしい。

　さっきのメッセージだって、絶対に口には出せないような暴言だろうし。

　僕のスマホは居場所を探る怪しいアプリを入れられてるみたいなんで、川にでも不法投棄しようと思ってたんだけどなあ。

　残念ながら、迂う闊かつに手放せなくなっちゃった。

《ついでだけど、これは今日の分ね。楽しんで♡》

「…………っ！」

　今度は、数枚の画像が送られてきた。

　お風呂上がりと思おぼしき、真ま香か先生のお姿──

　華きや奢しやで、一部が大きく盛り上がった身体からだにはバスタオルが巻きつけられている。

　ただし、お胸は半分ちかく見えていて、太もももほとんど丸見え。

　きわどいところがギリギリ隠れているのが、逆にエロいというか……。

「わざわざ演出して自撮りしてるな、この人……」

　お美しい顔に子供みたいなイタズラっぽい表情を浮かべ、思いっきりカメラ目線。

　他にも、前屈かがみで胸を強調したり、腰をひねってしなをつくったりした写真が……。

「……この人、健全な男子高校生を挑発しすぎだよ」

　本音の暴露とともに、こういう写真を送ってくるのも最近の先生の日課。

　これも他人に見られたらヤバすぎるよね……。

　先生は、〝教育〟ができなくなった代わりと称してる。

　もはや、教育とかそんなことどうでもよくて、ただの見せたがりと違うんかと疑い始めてる僕です。

《体育に遅刻しそうなので、愚ぐ痴ちに付き合うのはまた今度で》

　と、お返事しておく。写真についてはスルー。

　実際、体育に遅刻すると担当の竹たけ井い先生はうるさいからなあ。

　真香先生もそう言われると愚痴は続けられないようだ。
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　下へ手たをすると休み時間いっぱい、メッセージが送られてくるけど、今日はぴたりと止やんでくれた。

「しかし、参ったなあ」

　ＬＩＮＥや写真のことも問題だけど──

　まずなにより、真ま香か先生がイライラしてるのが大問題だ。

　あれは、ほんの数日前のこと。

　真香先生が珍しくカジュアルな服装で出勤してきて。

　放課後に、いつもの〝教育〟を受けていたときのこと──
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「申し訳ありません、教頭先生。見なかったことにしていただけないでしょうか」

　真香先生は、ぱっとスカートを下ろすといきなり言った。

　毎度お馴な染じみ、真香先生の〝教育〟の現場として使われている、英語科準備室。

　僕は今日も呼び出されて、先生がカジュアルなロングスカートをたくし上げて見せつけてくるという──

　まさに露出狂を疑うレベルの教育を受けていた、そのとき。

「ふ、藤ふじ城き先生……」

　わなわなと身体からだを震わせているのは、高等部の教頭先生。熟年女性。

　僕はあまり接点はないけど（ないほうがいいけど）、めっちゃお堅い人物として生徒どころか教師にまで恐れられている。

　真香先生がロングスカートをたくし上げ、下着が見えかけたところで──

　突如、教頭が準備室に入ってきた。

　別に真香先生のアホな教育の現場を押さえるためじゃない。たぶん。

　教頭の後ろには、保ほ科しな椎しい子こ先生がいる。

　保ほ科しな先生は聖せい華か台だい学院中等部の先生で、中二のときの僕の担任でもある。

　先日の天あま無なし縫ぬいのグラビア撮影を巡るドタバタのときに、ちょろっと揉もめた相手だ。

　さっき、教頭が準備室に入ってきたときの台詞せりふから察するに。

　どうやら、保科先生がそのドタバタのことを真ま香か先生に謝るつもりで、教頭は案内役として一緒に来たみたいだ。

　特におかしな展開ではないんだけど──なんというバッドタイミング。

　いや、頻繁に危ない教育をしてるんだから、いつこうなってもおかしくなかったかも。

　というか、真香先生はなにを言ってるの？

　お堅い教頭が「ハイそうですか」と見逃してくれるわけない。

　あ、そうだ──僕は、貴き宗そうさんに真香先生を守るように言われてる。

　今こそ、あの言いつけを守るべきとき──

　ここはオーソドックスに僕がワルモノになる流れだろうか？

『壁ドンなんかじゃ物足りねぇんだよ、せっかく真香先生のたくし上げを拝めるところだったのに邪魔すんじゃねぇよ、ババァ！』

　よし、台詞シミュレーション完了──こんなところか。

　僕のキャラに合わない乱暴な台詞だけど、インパクトは必要だよね。

「……藤ふじ城き先生、説明を」

　しまった、教頭に先を越された。

　身体からだを震わせてた教頭が、冷静になってるのが逆に怖い。

　まずいよ、これは！　真香先生がいらんことを言う前に──

「その、お恥ずかしい話なんですが……虫です」

「……虫？」

「はい、はっきりは見えなかったのですけど、ハチじゃないかと……スカートの中に入ってきたので、つい慌ててめくり上げてしまって……」

　は、はあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?

　こらこら、なんだその言い訳は！

　さすがに何年も高たか嶺ねの花はなキャラを演じてきただけあって、真香先生は演技派だ。

　でも、いくら自然に言えたって、その言い訳は苦しすぎるよね……！

「ああ、今そこの窓からなにか出て行きましたけど、ハチだったような……」

「…………!?」

　僕は、ばっと横を向いた。

　そう言って、わずかに開いた窓を指差したのは保科先生だった。

　なんだなんだ、保科先生まで真香先生のお芝居に乗っかるの!?

　というか、そこの窓って開いてたっけ……？

　声が漏れないように、真ま香か先生は教育のときは窓を閉め切ってたような。

　保ほ科しな先生が、いつの間にか開けてたの……？

「す、すみません。教師としてお恥ずかしいとは思うのですが、わたし虫だけはどうしてもダメで……特にハチは昔刺されたことがあるので……」

「ハチ……ハチですか」

　当然だけど、教頭は渋い顔つき。間違いなく、お疑いでいらっしゃる。

　なんで保科先生が協力してくれたのかわかんない……ああ、わかる気もするけど。

　この前の縫ぬいのグラビア撮影のとき、妙に真香先生に好意的だったもんね。

　同じ教師としての好意って感じでもなかったが、深くは追及すまい。

「やっほーう、おまたせ、彩さいくん、真香ティー！　今日も元気にまなっしー参上……って、あれれ？」

　と、空気などまったく読めない爆弾グラドルがご登場。

　赤毛っぽくも見えるセミロングの髪。

　胸が大きすぎて、ブレザーのボタンが留とめられないという理由でスクールベストだけを着た服装。

　ミニスカートの下の脚は、すらりと細い。

　天あま無なし縫、グラビアアイドルにして、僕のクラスメイトで、真香先生の教え子。

　そういえば、今日は縫にも〝教育〟するとかいう話だっけ。

「教頭先生と……ほしティー？　なんじゃ、この組み合わせは？」

　そのグラドルさんは、準備室に集まった珍しい顔ぶれにきょとんとしてる。

「天無さん……でしたね。あなた、どうしてここに？」

「もちろん、真香ティーに呼び出しをくらったからです！　たぶんお説教！　でもあたし、今日はそんなに居眠りしてないですよ！」

　教師にタメ口をきく縫も、教頭には敬語を使うらしい。

　それに前は〝保科先生〟って呼んでたのに、〝ほしティー〟に変わってるな。

「そんなに、ではなくて居眠りはしてはいけません。そうですか、あなたも呼び出されてたんですか……」

　教頭は、なにやら考え込み始めた。

　縫が来るのがわかってるのに、真香先生が男子生徒におかしなマネをするかどうか。

　そのあたりが気になってるんだろうな。

「ヘイ、彩くん、彩くん、どうなってるんじゃらほい？」

「うん、まあちょっと誤解がね……」

　誤解じゃないんだけど、そういうことにしておかないと。

　実は、縫が来るのは二十分後の予定だった。

　その前に、真ま香か先生は僕に〝教育〟しようとしていたわけだ。

　おそらく、縫ぬいは時間を間違えてる。

　もしくは時間のことなど一ミリも考慮してない──たぶん、後者。

「…………誰にでも苦手なものはありますけどね。ただ、本当におっしゃるとおりですよ。藤ふじ城き先生、教師たる者、いかなる場合でも生徒の前で醜しゆう態たいをさらしてはいけません」

　おお、教頭まで芝居に乗っかった……？

　いや、真香・保ほ科しなの連合軍の欺ぎ瞞まん作戦に騙だまされてる？

　縫の唐突な登場のおかげでもありそうだ。

「特に、この彩さい木ぎ慎まこと君は──以前にもあなたと問題を起こしたことがあったでしょう」

　と、じろりと教頭が僕を睨にらんでくる。

　あれ、僕って話したこともないはずの教頭にフルネームを覚えられちゃってる？

「彩木くん、あなたはもう帰りなさい。私と保科先生は、藤城先生とまだお話がありますので」

「は、はい」

　僕は、ちらっと真香先生のほうを見そうになって、かろうじて自重する。

　ここで意味深なアイコンタクトなんか送ったら、お芝居が無駄になる。

　今は、いらんことをしないほうがよさそうだ。

「およ？　あたしは？」

「いいから行こう、縫。先生方のお話を邪魔しちゃダメだよ」

「そらまた、彩さいくんらしくない台詞せりふだね。先生方の話とか、めっちゃ邪魔したがりそうなのに」

　とんでもない誤解だ、僕は積極的に先生にイヤガラセとかしない。めったに。

　僕は縫の背中を押して、準備室を出て行く。

「えぇー、なにがどうなってるのかさっぱりじゃわい！」

　状況が呑のみ込こめていない縫と一緒に廊下に出た。

　どうやら、最大の危機は乗り越えられた……か？

　あの状況は、僕より真香先生のほうがはるかにリスクが大きい。

　余計な火種を放り込まずに、撤退するのが賢明だろう。







　──ということがあってから、数日。

　僕はもちろん、真香先生にも特にお咎とがめはなかった。

　ただ──教頭からは、先日の〝僕と真香先生が怪しい関係〟という噂うわさもあったので、自重するようにと真香先生にお達しが下ったそうだ。

　当然といえば当然、むしろ軽すぎるくらいの処置だろう。

　真ま香か先生は、そのお達しどおり、僕への接触を最小限にしている。

　どんなに真香先生の本性がメチャクチャでも、一応まっとうな社会人。

　上司の指示に表立って逆らうほどヤンチャではないらしい。

　結局、カジュアルな服装をやめたのも、その自重の一環だろうか。

　お嬢様っぽい服装、かなりツボだったんで残念……なんてことはないよ？

「二人が自重するのは悪いことではないと思う。いつも危ないイチャつき方をしてて私、ヒヤヒヤ。二人、ニヤニヤ」

「別にニヤニヤはしてないよ……少なくとも僕は」

　昼休み、学食で昼食をとっていると、隣に貴き宗そうさんが座ってきた。

　貴宗天てん華かさん。僕のクラスメイトで──真香先生の実の妹。

　真香先生と貴宗さんの両親は離婚して、先生は父親、貴宗さんは母親に引き取られたので苗みよう字じは違ってる。

　縁の薄い姉妹らしいが、貴宗さんはかなりのシスコ──いや、お姉さん思いだ。

「……貴宗さん、小食なんだね」

　僕はいつもの日替わりランチ。今日はアジフライ定食。お魚、美お味いしい。

　貴宗さんのほうは、ミニカレーとエッグサラダだけだ。

「あまり動かない、私。たくさん食べると重い、身体からだ」

「もしかすると、意外と食べるのかと思ってたよ」

　貴宗さんは、とても小さい。

　長い茶髪のツインテールという可愛かわいらしい髪型もあって、子供みたいにも見える。

　聖せい華か台だい学院高等部の女子の夏服は、ブラウスの上に薄手のサマーニット。

　貴宗さんは長袖のサマーニットを着ていて、サイズが合っていないのか、袖が余ってる。そこがあざといほど可愛い。

　小さい彼女には似合ってるんだけど──一部だけ、とても大きいところがある。

　サマーニットの胸元の自己主張が激しすぎる。

　冬服から薄手の夏服に替わったせいで、余計にすんごく見える。

　見た目は、巨乳グラドルの縫ぬいにも負けてないほどだ。

「……なにか文句？　私の体たい躯く？」

「い、いえ。別に……」

　貴宗さんは超然としてるけど、小柄な身体はコンプレックスらしい。

「だったらいい。それより、聞いて」

　貴宗さんはミニカレーに手をつけず、フォークでエッグサラダをつついてる。

「秘密は、慣れた頃が一番危ない。彩さい木ぎはお姉ちゃんのセキュリティホール。いつかなると思ってた、こういうこと」

「…………容赦ないね」

　僕と真ま香か先生には秘密が多いけど、貴き宗そうさんは多くの事情をご存じだ。

　前に、僕と先生がキスしてるところを見られちゃったしね……。

　秘密を抱えた僕には、一番話しやすい相手かもしれない。

「一応助かった、今回。でもまだ疑ってる、教頭。もう一度なにかあったら、おしまい。お姉ちゃん終わったら、彩さい木ぎもおしまい。私がそうする」

「な、なにをやる気なの……？」

　貴宗さんは、見た目はお人形のように可愛かわいいのに、中身はかなり過激。

　以前、僕と真香先生が噂うわさになったときに新聞部を締め上げたこともあるとか。

「なにもされたくないならおとなしくしてて、しばらく。彩木、いつもみたいに教頭に逆らったりしたら退学」

「退学!?」

　反抗的な僕でも、停学すらくらったことないのに！

　貴宗さんは、僕を退学に追い込めるネタを持ってるの？

　それとも、これからネタをでっち上げるの？

　僕が驚いてると、貴宗さんは澄ました顔でエッグサラダを食べ始めた。

　お堅い教頭より、過激なクラスメイトのほうが怖いです……。

「ま、まあ退学はともかく……ちょっとモヤモヤするかなあ」

「モヤモヤ？」

「僕と真香先生に問題があったのはわかってるけど、教師の指示で自重するのってちょっと納得できないというか」

「……思ってた以上に彩木は教師に反抗的。自分が悪くても理由なき反抗？」

「理由はある……いや、ないか。もはや、本能的なものかもね……」

　我ながら、なんという性分が本能に刻まれてるのか。

　高校生活だけでもまだ丸二年近く残ってるというのに。

　果たして、僕は学校生活をまっとうできるのかな？







「彩木くん、わたしたち別れましょう……」

「付き合ってないでしょ!?」

　実は、真香先生がお住まいの藤ふじ城き家は、我が彩木家のお隣。

　築二十年、八階建て賃貸マンションの部屋が彩木慎まことと藤城真香の愛の巣──

　というのは先生の世よ迷まい言ごとで、別に愛ははぐくんでない。

　もちろん、同居してるわけでもない。本当にただのお隣さんだ。

　ともかく、さすがに教頭の権力も僕や真ま香か先生の自宅にまでは及ばない。

　僕は夕食を終えると、ＬＩＮＥで真香先生から呼び出され、徒歩三秒の藤ふじ城き家を訪ねた。

　先生はＴシャツとショートパンツという部屋着に着替え済みだった。

　同じような服装を前にも見たし、本人は特に意識してないみたいだけど……。

　胸元の緩ゆるいＴシャツと太ももがまぶしいショートパンツは、めっちゃ刺激的なんだよね。

　真香先生は、男子高校生のチョロさを甘く見てないだろうか。

「真面目まじめな話よ、わたしは真面目な話をしてるのよ、彩さい木ぎくん」

「僕も真面目に突っ込んでるんですが」

　ちなみに僕ら、藤城家のリビングで向き合って座ってる。

　ソファもあるのに、なぜか互いに正座して向き合ってるのがシュール。

「何日か様子を見てきたけど──残念ながら、教頭先生の監視の目は緩んでないわ。最近はよく話しかけてくるのよ。わたしが教員になって一年、ほとんど話したこともなかったのに。ずっと〝新人ごときがわらわに直じき答とうすること、まかりならん！〟みたいな態度だったのに」

「時代劇のお局つぼね様さまじゃないんですから……」

　いつから教頭の一人称が〝わらわ〟になったの。

「わたしがいつか管理職に就いたら、和わ気き藹あい々あい、笑いの絶えない職員室にしてみせるわ」

「そうかなあ……絶対に独裁者になって、ファッショな冬の時代が来そうな……」

「彩木くんはわたしをなんだと思ってるの？」

　ぷくー、と真香先生は頬ほおをふくらませる。可愛かわいい。

「僕はかなり先生の正体に肉薄してませんかね。貴き宗そうさんほどじゃないでしょうけど」

「そういえば、天てん華かとよく話してるみたいね。姉とダメになりそうになったら、すぐに妹に手を出すとはいい度胸だわ」

「人聞きの悪いことを！　真香先生、さっきから怖いですよ！」

「……ああ、ごめんなさい。最近、凄すごくイライラしてて……彩木くん、いつもの手て管くだで教頭を追い落とせないの？」

「ますます人聞きの悪い……」

　僕が普段から人様を足あし蹴げにしてるみたいに。

　あと、僕と貴宗さんとの接触が増えてることも知られてるとは。

　もう今さらすぎるけど、僕の行動のすべてが筒抜けになってる。

「話が逸それてるわ。えーと、妹といえども容赦しないって話だったわよね」

「違わない……けど、違います！　本当に先生たち、仲良し姉妹なんですか!?」

　そういえば、真香先生と貴宗さんがちゃんと話してるところ、あまり見てない。

　前にキスの現場を目撃されたときくらいか。

「変なことを疑うわね。学校じゃ姉妹ということは秘密にしてるんだし、親しげに話すわけにもいかないだけよ」

「そりゃそうですが……って、話が行ったり来たりしてますよ。別れるっていうのはともかく、もっと自重ってことですか？」

「ええ、教頭先生はしつこく疑ってるのよ。早く、若手に無関心な〝わらわモード〟に戻ってほしいわ」

「教師ってみんな〝モード〟を持ってるんですかね……」

　モードの話はともかく、聖せい華か台だい学院は世間でも名の通った学校。

　校内の風紀を取り締まる立場の教頭が、いい加減な仕事で済ませてたら問題だ。

「あのときは、天あま無なしさんが時間にルーズなおかげと──あと、保ほ科しな先生のおかげで助かったけど、あんなラッキーは続かないでしょうしね。どうして保科先生は助けてくれたのかしら？　お礼を言おうとしたら、なぜか顔を真っ赤にしてどこか行っちゃったのよ」

「ま、まあ、悪い人ではないんでしょう」

　やっぱり、保科先生は真ま香か先生にある意味での好意を持ってるっぽい。

　想おもいを告げるなら本人からがベスト。

　僕は黙っておこう。真香先生に伝えて、ややこしいことになっても困るし。

「ふーん、そうかもしれないわね。方向性は少しおかしかったけど、保科先生も熱心な教師ではあるみたいだし。一度、お酒でもおごったほうがいいかしら」

「真香先生は呑のんじゃダメです！」

　この人はお酒に弱い体質で、すぐに眠くなってしまう。

　日本酒を呑んで眠り込んだ真香先生と一晩をともに過ごした記憶が……！

「わ、わかってるわよ。もうあんな失敗はしな──あら？」

　床の上に投げ出されていた先生のスマホが振動する。

　真香先生は、スマホを手に取って画面を確認すると、なにか面倒そうな顔をした。

「もうっ、こんなときに。知らんわー！」

「な、なんなんですか？」

「パパからよ。猫カフェのことで相談があるって……今はそれどころじゃないのよ！」

「……真香先生、お父さんをパパって呼んでるんですか？」

「しっ、しまっ……！」

　真香先生の顔が、かーっと真っ赤に染まる。

「ち、違うの！　子供の頃はそう呼んでたから、油断するとたまに出るだけなの！」

　確かに、前は〝お父さん〟とか〝父上〟とか呼んでたような。

　真香先生はよほど恥ずかしいのか、耳まで赤くなってしまった。

　二十四歳さいのきりりとした女性教師が、父親をパパと呼ぶ。あざとい可愛かわいさだな。

「先生、いくらなんでも僕の前で油断しすぎでは？　それがこの前みたいな事件を生んだ原因ですよ、きっと」

「ああっ、彩さい木ぎくんがまた反抗モードに！　君への態度は油断とかではないわよ。いくら油断したって他の人の前ではスカートなんてたくし上げないわ！」

「偉そうに言われても……普通は誰の前でもたくし上げたりしませんよ」

「死んでもいいわ同盟ＳＩＤのみんなならやるわ！」

「や、やるかなあ……？」

　ちなみに、ＳＩＤシドとは僕のことを好きな女の子四人が結成してる組織のことだ。

　天あま無なし縫ぬいもそのメンバーの一人。

「あっ、ＳＩＤで思い出しましたよ。別れましょう……って一旦距離を置くってことですよね？　その、恋人関係の偽装はどうするんです？」

　ＳＩＤの四人から同時に告白された僕は、真ま香か先生と付き合っている体ていにして、逃げているのだ。

「それがあったわね。でも、いいんじゃない？　どうせ信じてないわよ、あの子たち」

「身も蓋もないですね！」

「牽けん制せいになればいいのよ。素直すぎる天無さんや神しん樹じゆさんには効果はあるでしょう」

「まあ、くーは特に素直ですからね……」

　縫はあれで意外と疑うたぐり深ぶかいことがわかってる。

　カレン会長は有能で頭がキレる人だし、妹の美み春はるは僕のスマホのＧＰＳ信号をキャッチしてたりして油断ならない。

　あの二人は、果たして騙だまされてるかどうか。

「とにかく、今は教頭先生を刺激しないことを最優先にしましょう。本格的な夏を前にして、これ以上状況を悪化させられないわ」

「ああ、夏ですからね……って、もしかしてなにか企たくらんでます？」

　教育という名目で、何度となくとんでもないお色気イベントを起こしてきた人だ。

　解放的になる夏ともなれば……いったいなにをやらかすか。

「それはあとのお楽しみよ♡」

「た、楽しいかなあ。ちょっと、いやだいぶ不安が……」

「彩木くんもせっかく夏服になったのに。さっさとほとぼりが冷めてもらわないと」

「相変わらず、他人にはなんの価値もないものに興味津々ですね……」

　僕の制服姿なんて、どこに需要があるのか。

　聖せい華か台だい学院高等部の男子夏服は半袖ワイシャツに薄手のズボン。

　それに、ネクタイとノースリーブのサマーニット。

　ニットは着ない生徒も多いけど、僕は着用する派。

　ここまでどうでもいい情報も珍しいだろうな……。

「実は、密ひそかに撮ってはいるんだけどね」

「あっ!?」

　と、真ま香か先生がこちらに向けてきたスマホには、夏服の僕の写真が！

　場所は教室みたいだけど、僕はまったく気づかず間抜け面をしてる。

「い、いったいいつの間に……」

「わたしはチャンスを逃がさない女なのよ、知ってるでしょ？」

　真香先生は得意げにスマホをかざしたまま、ばちーんとウィンクする。

　う、うーん……。

　一旦、距離を置くというのは僕にとってもいいことかも。

　この油断ならない先生への対策をじっくり考えたほうがいいな……。







　聖せい華か台だい学院では、六月はこれといってイベントはない。

　ウチは三学期制で、期末試験は普通に七月。

　六月に体育祭を行う学校も多いらしいけど、聖華台では昔ながらの秋開催だ。

　ついでに祝日も連休もないのが残念だね、六月。

「はー、疲れたー」

　駅を出て、自宅への道を歩きながらため息をつく。

　イベントがないからといって、高校生はおとなしくしてない。

　今日はクラスの連中と放課後にカラオケに行ってきた。

　僕は基本的に学校外で友達付き合いはしないけど、たまに遊ぶことはある。

　縫ぬいの友達グループが中心になって、クラスの三分の一ほどが参加してた。

　貴き宗そうさんは参加してない。あの人こそ、学校外で遊ばないよね。

　可愛かわいくておっぱい大きい貴宗さんは、クラスで密かに人気があるので、男子たちは常に彼女の参加を望んでる。

　ああ、だから貴宗さんは参加しないのかもね。

　特に人気はない僕だけど、けっこう楽しかった。

　真香先生との悲しくせつない離別があろうと、日常は続く。

　たまには遊んだってバチは当たらないだろう。

　時刻は、夕方の六時ちょい前。

　他の連中はまだ遊んでるけど、僕は先に切り上げてきた。

　たぶん、美み春はるはとっくに帰宅してるだろう。あいつも外で遊ばないタイプだね。

　さっさと帰って夕食をつくってやらないと、ご機嫌を損ねて厄介なことになる。

「ん……？」

　僕が住むマンションの前には、ギャラクシーマート、略してギャラマというコンビニがある。

　マイナーなチェーン店だったけど、変なテーマソングで一躍有名になったコンビニだ。

　スイーツが美お味いしくて、美み春はるがドハマリしている。

　これまでに、ギャラマのスイーツに僕がいくらつぎ込んできたことか……！

　ああ、いや、そんなことは今はよくて。

「くー……？」

　ギャラマの店内に、見覚えのある幼女の姿が。

　薄手の上着に、ふわっと広がった可愛かわいらしいミニスカート。

　もう初夏だけど、春の装よそおいにも見える、ちょっとあったかそうな服装。

　紺色っぽい髪は、横でちょこんと結んでる。

　目が大きく、幼いながらも整った顔立ち。

　なにやら真剣そうな表情を浮かべて、コンビニの棚をじっと見てる。

　神しん樹じゆ無む垢く──通称、くー。

　聖せい華か台だい学院初等部の五年生。

　ＳＩＤシドの一員でもあり、以前に僕にラブレターで告白してきたこともある。

　その可愛い幼女が、ちょこちょことコンビニ内を歩いてる。

　コンビニ用の小さなカゴに、お菓子をぎっしり詰め込んでるみたいだ。

　くーは小学五年生にしては小柄で、見慣れたカゴが大きく見える。

　ついでに、なぜかくーは登山でもできそうな大きなリュックを背負ってる。

　もはや、リュックがくーを担いでるみたいだ。

「なにしてるんだろ……？」

　まさか、こんな時間から山登りじゃないだろう。

　というか、何時だろうと山に登るなんて危なっかしい。

　おっと、考え込んでてもしょうがないな。

　とりあえず──

「くー、なにしてるの？」

「ご、ごめんなさー！」

　コンビニ内に入って後ろから声をかけると、くーはぴょこんとその場で跳びはねた。

「あっ……せんせー？」

「別に謝らなくても……って、謝っちゃダメ」

「そ、そうなんですか？　急に声をかけられたから、びっくりして……」

　周りのお客さんや店員さんが、ゴミを見る目を向けてきてる。

　いや、可愛かわいいロリ少女にイタズラをしてるクズを見る目だ。

　ネットでありがちな事案が現実に起ころうとしてる！

「せ、せんせー、どうしたんですか？　この世の終わりを見たような顔ですよ？」

「ああ、この世というか、僕という人間が一回終わるなんて簡単なことだと思って」

「わ、私は小学生なので、難しいお話は……」

「そうだったね……」

　くーはロリコン殺しの恐るべき美幼女だが、冤えん罪ざいでロリコン扱いされた男の悲しい末路については知らない。

　知らなくていいけど。

「話はあとにしよう、一時撤退だ。そのお菓子、全部買うの？」

「は、はい。美み春はるおねーちゃんへのワイロ……じゃない、ソデノシタ……？　じゃなくて、えーと貢ぎ物です！」

「難しい言葉を知ってるね……」

　意味はよくわかってないみたいだが。誰が吹き込んだんだよ。

「そんなもの差し出さなくても家に入れてあげるから。くーがほしいものだけ買うといいよ」
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　事情はわからんけど、くーの目的地は我が家だろう。

　神しん樹じゆ家は遠くはないが、すぐ近くでもない。

　たまたま、このコンビニに来たってことは考えにくい。

　客や店員さんの目がまだ厳しいままだし、さっさと撤退しよう。

　そういや僕、この店の常連だけど、今後店に入ったら通報されたりしないよね……？







「くーちゃん、もうウチの子になっちゃいなよ。ウチ、便利だよ。ゴロゴロ寝転んでるだけで、食う寝る遊ぶのすべてがオートマチックだから」

「お、おーとまちっくってすごいんですね……」

「…………」

　というわけで、くーを我が家に連れ込ん──じゃない、ご招待した。

　くーが持ち込んだお菓子は少しだったけど、美み春はるが追い返すなんてこともなく。

　しかし美春、小さい子になにを教えてるんだ、なにを。

　彩さい木ぎ美春──僕の妹、一つ年下で聖せい華か台だい学院高等部の一年生。

　ややクセのある長い黒髪を適当にポニーテールにまとめてる。

　我が妹ながら可愛かわいいんだけど、ぼーっとした印象のほうが強い。

　学校から帰ってだいぶ経たってるだろうに、まだ制服姿のままだ。

　夏用の薄いパーカーに、ミニスカート。

　校則違反ギリギリどころか、完全に違反だけど、本人は平然とした顔で登校してる。

　スレンダーなスタイルで、スカートから伸びる脚もすらりと細い。

　リビングのソファに寝転んで、その美脚を惜しげもなくさらしてる。

　それどころか、さっきからちらちら白いパンツが見えてる。

　とはいえ、僕は美春のパンツなんか見慣れてるので気にならない。

「くーも晩ご飯まだだよね？　さっさとつくっちゃうよ」

「あ、ありがとうございます、せんせー。ごちそうになります」

　くーが申し訳なさそうに言う。

　最近、押しの強い女性陣と接してるせいか、この慎つつましさがありがたい。

「僕もこういう妹、ほしかったなあ」

「妹なら美春がいるけど？」

　ちぇ、聞こえてたか。

「お兄ちゃんは贅ぜい沢たくだ。こんな可愛い妹が自宅に常備されてる家なんて、めったにないよねー」

「ふええ、美春おねーちゃん……」

　美み春はるは、隣に座ったくーの頬ほおを、楽しそうにぷにぷにつまんだり引っ張ったりしてる。

「こら、美春。くーで遊ぶのは夕食のあとにしなさい」

「じゅ、順番の問題じゃないですー」

　くーは文句を言ってるけど、こっちも楽しそうだ。

　このくらいは、彩さい木ぎ家ではよくあるじゃれ合いだしね。

　さて、妹と幼女はお腹なかを空すかせてるだろうし、ささっと夕食をつくろう。

　我が家は、僕たち兄妹きようだいの二人暮らしだ。

　両親は貿易の仕事をしていて、怪しいほど海外を飛び回りまくってる。

　ワシントン条約違反の動物とか密輸してないだろうな？

　それはともかく、両親はお金は充分稼いでくれてるが、家のことは僕がやってる。

　夕食は、くーの好物のクリームたっぷりカルボナーラにしようか。

　あとはカリカリに焼いたトースト、サラダでも添えよう。

　というわけで、部屋着に着替えてから手早く調理。

　妹と幼女の前に、料理を並べて夕食開始だ。

「はう……せんせーのご飯、やっぱり美お味いしいです」

「そんなたいしたもんでもないけどね」

　くーは、カルボナーラをなんだか一生懸命に食べている。

　顔はほころんでいて、お世辞じゃなさそうなのが嬉うれしい。

　美春も美味しいとは思ってるみたいだけど、今さらリアクションは取らないからね。

「まあ、くーちゃんはお兄ちゃんの味で育ったみたいなもんだしね」

「僕は何者なんだよ。そこまでではないでしょ」

　確かに、昔からくーに手料理を振る舞うことは多かった。

　一時期、くーはほとんど彩木家に住み込んでたからなあ。

「あはは……せんせーのお家うちは楽しいです。ご飯も美味しいし、パラダイスみたいな家です。家パラですね」

「だよね、くーちゃん！　いえーい、家パラ！」

「いえぱらー！」

「…………」

　この二人、昔から気が合うんだよね……。

　くーは、あまり美春の悪影響を受けないようにしてほしいが。

　とまあ、こんな感じで夕食は和なごやかに終了。

　妹は、すぐにソファに寝転がって、いつものようにソシャゲを始める。

　惜しげもなくスカートからパンチラさせてる妹を見てから、僕はこほんと咳せき払ばらいした。

「さてと……」

「あ、私は猫動画を観みる日課が」

「待った。くーで遊ぶのは夕食のあとだって言ったでしょ？」

「遊ばれちゃう、遊ばれちゃうんですか、私!?」

　これまた人聞きの悪い。

　くーは、何食わぬ顔でリビングから逃げようとしてたし。

「今日はいったいどうしたの、くー？」

「理由なんてどうでもいいじゃん、お兄ちゃん。可愛かわいい幼女がそこにいる生活に、なにか不満？」

「幼女だから理由もなく家にいられちゃまずいでしょ」

　下へ手たをしたら誘拐、ロリコン確定、報道でオモチャにされるコンボが決まる。

「あ、あうあう……ごめんなさい……」

「謝らなくていいから。理由があればウチにいていいんだよ、くーは」

「は、はい……」

　くーが、しょぼーんと肩を落としてる。

　可哀かわい想そうだけど、事情くらいは聞いておかないと。

「実は……隠していたんですが、家出してきたんです……」

「それはわかってるよ」

「す、すごい！　さすがせんせー、私のお師匠様です……！」

「……まあね」

　なんとなく馬鹿にされてる気もするが、くーにはそんな意図はないだろう。

　小学五年生が、夜に人の家に転がり込んできてるんだから、家出に決まってる。

「わ、私、お家のお手伝いもします！　せんせーにごほーしします！　こんなこともあろうかと用意してたものがあるんです！」

「へ？　用意？」

「これです！」

　くーは、担いできた巨大なリュックから、ビニールに包まれたなにかを取り出す。

　そして、僕の目の前でいきなり服を脱ぎ始めた。

　上着とブラウスを脱ぐと、下にはキャミソール。

　ミニスカートも床に落とすと、可愛い白いパンツが現れる。

　なんのためらいもなく、僕の前で着替えを見せる小学五年生。

　今さらだけど、くーも少しは恥じらったほうがいいかな──なんて思っていると。

「ん？　くー、どうかしたの？」

「あっ……ご、ごめんなさい。最近……ちょっとおっぱいが……その……」

「へぇ……」

　僕の視線に気づくと、くーは顔を赤くして、手で胸を隠そうとする。

　当然ながら、今年十一歳さいになるくーの胸はぺったんこだ。

　ぺったんこだったはずなのに──キャミの上からでもわかるくらい、ふくらみ始めてる。

　わずかだけど、はっきりと確認できるおっぱいがある──

　ついこの前、風呂に入れてやったときは気づかなかったなあ。

「むう……み、美み春はる、もしかして追い抜かれる……？」

「もはや時間の問題だね」

　僕が答えると、妹は半目で睨にらんでくる。

　今年十六歳の美春は、かなりなだらかなおっぱいの持ち主だ。

　現時点で、既にくーと大差ないサイズと言ってもいいかも。

「美春おねーちゃん、おっぱい追い抜いちゃったらごめんなさい……」

「謝られると、美春ってばめっちゃせつない」

　ぐぬぬ、と美春が悔しそうにしてる。

　いつも無表情な妹が、こんな顔をするのは珍しい。

「あ、でも、これくらいならまだブラジャーとかいらないですよね？」

　くーがキャミソールの胸元を引っ張って、おっぱいを見せてくる。

　恥ずかしそうにしてたくせに、わざわざ見せなくても。

　ごく一部の特殊な趣味の方々なら泣いて喜ぶ場面だね。

「ど、どうでしょうか、せんせー？」

「わからないよ。僕はブラジャー着けたことないからね」

「美春おねーちゃんのを試しに着けてみたこととか、ないですか？」

「あったらヤバいでしょ！」

　なんて恐ろしい質問をするんだ、この幼女。

「美春のブラはお兄ちゃんが洗濯してるから、ブラの匂いをくんかくんかしてるよ」

「おまえも想像でものを言わない！」

　ウチの妹も負けてない──ていうか、くーの恐ろしい発想は美春の影響じゃないか？

「洗濯物っていい匂いしますよね。わかります」

「そういう話じゃないんだけど……くー、脱いでどうする気なの？」

「あ、そうでした。お着替えをしないと」

「ん……？」

　くーがさっきのビニール袋から取り出した服を、いそいそと着ている。

　おいおい、それって……。

「じゃん、です！」

「……なにしてんの、くー」

「おー、くーちゃん可愛かわいい！　写真撮っていい？」

　美み春はるはのんきにスマホをくーに向けてるけど、これはマジで事案発生じゃないの？

　くーが着たのは──メイド服だった。

　やたらとヒラヒラしていて、肌色が多い。

　スカートはよくあるロングじゃなくて、太もももあらわなミニだ。

「……最近は、小学生用のメイド服も売ってるの？　ド●キとか？」

「ずっと昔からあるみたいですよ。これは売ってるヤツを私が手直ししました！　家庭科は得意です！」

　くーは、ふくらみの薄い胸を張る。

　子供も着られるメイド服なんて売ってるのか。世も末だね。

「せんせーのお家うちにお世話になるときのために、用意してたんです。なんでもめーれーしてください！」

「いや、あのね……」

　小学五年生、メイド服姿の可愛い女の子に好きに命令できる。

　うん、ドリームかもしれないけど、その夢は見ちゃダメなやつだろう。

「お料理もお掃除もお洗濯もできませんけど……お風呂でお背中流したり、一緒に寝て抱き枕になったりとかはできます、せんせー……じゃない、ごしゅじんさま！」

「誰だよ、くーにいらんこと吹き込んだの!?」

「なんでもします、なんでもします、ごしゅじんさま！」

　くーは、無意味にぴょんぴょん跳びはねてる。

　ミニのスカートがひらひら揺れて、パンチラしまくってるし。

「あ、実はギャラマの昔のテーマソング、振り付けと一緒に覚えました。よーつべの動画で！　踊りましょうか!?」

「いえーい、幼女メイドのダンス、見たい見たい。くーちゃん、いってみよう！」

「いってみなくていい！　美春、焚たきつけないように！」

　幼女のダンスは別にいいけど、ミニスカメイドでやられると話が変わってくる。

「せ、せっかく覚えたのに……せんせーは、私のダンスを見たくないんですか……」

「あ、いや、見たいなあ。そ、そうだ、僕と美春も一緒に歌うから！」

「えー、せんせーにそんなに言われたら……踊っちゃいます、私！」

　くーは、照れて顔を赤くしながら、フリ付きでギャラマのテーマソングを歌い始める。

「ギャラギャラ～ギャ～ラ～、ギャラクシ～♪　宇宙で一番、ギャラクシーマート♪」

　あざとく腰を振りながらの、可愛らしい振り付けで幼女メイドが踊ってる。

　本当に、なにをやらせてるんだろう、僕……。

「お兄ちゃん、くーちゃんに甘いのもいい加減にしないと、そろそろ逮捕だよね」

「おまえ、わかってるなら止めてくれよ……！」

　ボソボソ話しながら、歌に合わせて手拍子してる彩さい木ぎ兄妹きようだい。

　僕だけじゃなくて、美み春はるもくーには甘あま々あまなんだよね……。

「ありがとうございましたっ。えへへ、なんだか恥ずかしいです……」

　くーは、一通りダンスを終えると、照れながら笑って、ぺこりと一礼する。

　でも、ほら……こんな可愛かわいい笑顔を見せられて、甘くならない奴やつは人間じゃないよね。

「……ん？」

　拍手してると、テーブルの上に置いてあった僕のスマホが振動した。

　電話の着信みたいだ。相手は──ああ、やっぱり奴か。

　来ると思ってたよ。

　来なきゃいけないしね──

　くーの母親、神しん樹じゆ香こう子こ。

　旧姓は清きよ路じ。

　かつて、幼稚園児だった僕が指輪を贈った相手でもある。







　コーコ先生──と、みんなに呼ばれていた。

　若くて美人で、明るくて元気で、いつも冗談とも嘘うそともつかない適当なことを言って笑いを取ってた。

　さすがに僕も、幼稚園時代の記憶はおぼろげだ。

　それでも、コーコ先生が子供の扱いが上う手まかったことは覚えてる。

　もちろん、指輪を贈ったときのことも──

「……コーコ先生」

『こんばんは、慎まことくん。無む垢く、そっちに行ってるよね？』

　スマホの向こうから聞こえてくるのは、幼い頃から変わらない心地ここちのいい声。

「こんばんは。ええ、来てますよ。夕飯も食べさせました」

　いろいろあったとはいえ、僕ももう高校二年生。

　奴への──コーコ先生へのわだかまりは特にない。本当だよ？

『おっ、さすが慎くん。これで一食分、浮いたね』

「娘の食費を元教え子の飯で浮かせないでくださいよ……」

　気さくというより、無駄に軽すぎる。

「くーからも話を聞いてたところです。いったい、なにがあったんです？」

『猫だよ』

「猫？」

　くーのほうをちらっと見ると、彼女はすいっと目を逸そらした。

『無む垢くが猫を飼いたいって言い出して。最近通ってる猫カフェでお気に入りがいて、里子としてもらうこともできるらしくて』

「は、はぁ……」

　くーが猫カフェに通っているのは知ってる。

　その猫カフェの経営者、実は真ま香か先生の父上だし。

　猫カフェって猫と戯れるだけかと思ってたけど、猫を引き取ることもできるのか。

『でもウチのマンションはねえ……ペット禁止じゃないけど、旦那が猫が苦手で』

「ええ、そうでしたね」

　くーの家庭の事情も、僕は多少知っている。

　コーコ先生を寝取った男──じゃない、くーのお父さんは子供の頃に猫によくいじめられてたそうだ。

　どんな少年時代だよ。

『旦那は、無垢がどうしてもって言うならいいよって感じなんだけど、私としては無垢には我慢することを覚えさせたい。あと、猫を飼ったら夢中になっちゃうでしょ。私や旦那にかまってくれなくなっちゃう』

「親の威厳とは」

『あと、猫さえいればせんせーもいらないって言ってる』

「ええええええぇっ!?」

　あんなにもなついてくれた幼女が、猫一匹で態度を急変させちゃうの!?

　親子二代で僕を捨てるというのか、神しん樹じゆ家の女たち!?

『というのは嘘うそだけど』

「おい」

　そうなんだよ、この人は嘘のまぜ方がタチ悪いんだよ……。

　虚きよ実じつ混こん交こう、本当か嘘かわからないことばかり言う……。

『それは置いておくとしても、私としては猫は飼えないの。無垢のためにも、旦那のためにもね。というわけで、こっちは一歩も退ひかない』

「わ、私も一歩も退かないです。お、おかーさんのばかぁー……」

　くーにも電話の会話が聞こえてるらしい。

　ばかぁー、はえらく弱々しかった。

　母親と喧けん嘩かしても、悪口を言うのはためらわれる性格なのだ。

『ふーん、馬鹿って言うほうが馬鹿なのよ、無垢』

「あんた、そんな子供みたいなことを……」

　僕のスマホ越しの口くち喧げん嘩かに、思わずツッコミを入れてしまう。

『ま、いいや。慎まことくん、悪いけど無む垢くが飽きるまでそこに置いてやってくれる？』

「いつものことだし、それはいいですけど。喧けん嘩かしないようにしたらどうですか」

『たとえ血が繋つながった母と娘といえど、譲れないことはあるんだよ。そんじゃ、あとはよろしくー。あ、無垢に手を出してもいいけど、責任だけは取ってね？』

「さようなら！」

　ぶちっ、と通話をオフにする。

「せ、責任？　どういうことでしょう……？」

「つまりだね、くーちゃん。おしべとめしべが──」

「はい、美み春はる！　ちょっと口を閉じようか！」

　コーコ先生も美春も、純粋な幼女になにを吹き込んでるんだ。

　メイドのご奉仕がどうこうを吹き込んだ犯人は、二人に絞られたな……。

「それより、事情はよくわかったよ。要するに──いつものアレだね」

「は、はい。いつものアレです」

　くーは、こうやって母親と喧嘩しては家出して、彩さい木ぎ家に転がり込んでくる。

　頻度は数すうヶか月げつに一度くらいだ。これを多いと見るかどうかは微妙。

　まあ、普通の小学生は家出なんかしないか。

　僕は、くーよりも母親のほうに問題があると見てる。

「ご、ご迷惑なら帰ります……帰って、なんとかおかーさんのほうを追い出して──」

「くーも母親には強硬だね。いや、もちろんいていいよ。美春もいいでしょ？」

「もちろん。よし、今日からくーちゃんは、神しん樹じゆ無垢あらため彩木くー」

「名前、総そう取とっ替かえなの!?」

「彩木くー……あと五年は先だと思ってました……！」

「時間の問題でもないから！」

　ああ、ツッコミが追いつかない。

　女性の結婚可能年齢も変更になるんじゃなかったっけ……って、それはいいとして。

「五年経たったら、くーちゃんのおっぱいもどれだけ成長するか……とりあえず、今のおっぱいをじっくり確かめておこう。くーちゃん、美春と一緒にレッツ・バスタイム」

「え、ええぇ……私、お風呂は……」

「ダメだよ、くー。ちゃんと入ってきなさい」

　基本的に素直なくーも、入浴にはだいたい一度抵抗する。

　くーは猫のように風呂が嫌いなのだ。

「わ、わかりました。美春おねーちゃん、お背中流しますね。くーのお風呂テクニック凄すごいって、おかーさんにもよく褒められます」

　……お風呂テクニック。

　いかがわしい想像をしてしまうのは、僕が健全な男子高校生だからかな？

「お兄ちゃんはダメだから。ＪＫとＪＳの全裸をセットで楽しむのは贅ぜい沢たくすぎるよね」

「いらんこと言ってないで、二人ともさっさと入ってきなさい！」

「わー、お兄ちゃんが怖いぞ、くーちゃん」

「きゃー、せんせーに怒られちゃいましたよ」

　別に、くーには怒ってないんだけど、まあいいや。

　妹と、妹みたいな幼女は、はしゃぎながらリビングを出て行った。

　くーはおとなしい子なのに、あの子が来ると家が明るくなるな。

「……女の子が、好きな男の子の家に転がり込んでくる。ラブコメの匂いがするわ」

「ラブコメって相手は小学生──って、真ま香か先生っ!?」

　いつの間にか、我が家のリビングのソファに長い美脚を組んで座ってる美女が。

　お隣さんにして、聖せい華か台だい学院自慢の高たか嶺ねの花はな、藤ふじ城き真香教諭！

「こんばんは、彩さい木ぎくん。浮気の匂いがしたから来てみたわ」

「ラブコメの匂いって言いませんでした!?」

　ああ、ツッコミが追いつかない第二弾！

「いやいや、別れましょうって言いませんでしたっけ!?　だいたい、どうやって入ってきたんですか！」

「わたしは別れたあとも束縛するタイプの女なのよ」

「死ぬほど面倒くさいタイプですね！」

「鍵はこの前、美み春はるさんを買収──いえ、お願いして合い鍵をいただいたじゃない」

「貸しただけでしょ！　美春、返してもらってなかったんですね！」

「ところで、そこに初等部の制服が脱ぎ捨てられてるんだけど、神しん樹じゆさんよね？　良識ある大人として、通報したほうがいいのかしら？」

「ち、違っ……違いますよ！　僕は無実です！」

　なにを叫んでるんだ、僕は。

「ああ……わたしを捨ててすぐに若い女に走るなんて。屈辱、屈辱だわ……高嶺の花なんて幻想だったのよ、儚はかない夢だったのよ」

　よよよ、とソファに突っ伏して泣き始める真香先生。

　嘘うそ泣なきなのは明白だけど……なんというか、真面目まじめに面倒くさい。

「年齢差十三の乗り換えなんて、とんだジェットコースターラブロマンスだわ。今時の男の子は、スマホのキャリア感覚で女を乗り換えちゃうのよね……ううう」

「いやいや、なにがなんだか」

　先生、自分でもなにを言ってるかわかってないのでは。

「それで、彩木くん？」

「いきなり立ち直りましたね」

　起き上がった真ま香か先生の顔に、涙の跡はない。やっぱり嘘うそ泣なきやん。

「言い訳を聞かせてもらおうかしら。たとえ真実でも、わたしが納得できなければ何度でも説明してもらうから」

「な、なんて理不尽な……」

　でも、納得するまでマジで居座るだろうな、真香先生。

　ここで真香先生と美み春はる、くーが鉢合わせするとまた大騒ぎになりそう。

　特に隠し立てはせず、くーが転がり込んできた経緯をささっと説明する。

　くーの母親のことも。

「……なるほど、神しん樹じゆさんの家庭もいろいろあるのね。ウチほどじゃないけど」

「ツッコミ入れづらいコメントですね」

　真香先生は幼い頃に父親が破産して、両親が離婚。

　生まれたばかりの妹とは離ればなれになった。

　破産して、人間不信に陥った父親との生活は苦難も多かった──

　と、リアルにシャレにならない少女時代を過ごしてこられたのだ。

「……って、ちょっと待って！　神樹さんのお母様って!?」

「あれ？　真香先生ならとっくに調べがついてるのかと」

「君はわたしをストーカーかなにかと思ってない？」

「と、とんでもないですよ」

　ストーカーだったらまだ可愛かわいいものだと思ってるくらいで。

「そういえば、真香先生にちゃんと話したことはないかも……？」

「ええ、ちゃんと聞いてはいないわ。あらましくらいは知っているけれど」

　僕の先生嫌いの発端になった、例の件──

　初等部の頃はたまに友達に話すこともあったから、昔のクラスメイトは知ってる。

　僕の教師嫌いは職員室でも有名らしいから、その原因についても先生方だって多少は知ってるとか。

　つまり、担任である真香先生の耳に入ってるのも当然というわけだ。

「今になって、すべての元凶が登場してくるなんて。これは、のんきにお別れゴッコなんかしてる場合じゃないかも……」

「ゴッコ!?」

「まさか神樹さんの家庭にそんな秘密が……彩さい木ぎくんを地獄へと引きずり込んだ魔性の女の血を引いていたなんて……」

「見知らぬ他人をえらくディスりますね！」

　表現が大げさすぎるし。

「ああ、わたしとしたことがお行儀悪かったわね」

「先生にお行儀いいイメージはまったくないですよ、既に」

　高たか嶺ねの花はなの幻想を持っていた頃は、もはや遠い思い出です。

「ま、ましょーの女……藤ふじ城きせんせーにまでおかーさんの悪口言われてます……」

「あれ、くー？　もう出てきちゃったの？」

　リビングのドアのところで、くーが真ま香か先生に不審そうな目を向けてる。

「お風呂はやっぱりダメです。美み春はるおねーちゃんは、私のお風呂テクニックでは満足できないみたいですし……せんせーに洗ってもらうのがクセになってるって」

「くーも美春もホントにお風呂ダメだよね」

　つい一年ほど前まで、美春は僕が風呂に入れて、隅々まで洗ってやってた。

　今でもたまに一緒に入ることはある。

　どうやら、高校生の兄妹きようだいが一緒に入浴するのはだいぶ異常なことらしいけど。

「ちょ、ちょっと！　神しん樹じゆさん、服着てないじゃないの！」

「はい？　お風呂上がりですから、着てませんよ」

　くーは、くいっと首を傾かしげる。

　髪は濡ぬれたまま、タオルとかも巻いてない小柄な身体からだは、すっぽんぽんだ。

　細いけどまだくびれのない腰、ほのかにふくらんだ胸、その頂点にあるピンクの──

「見ちゃダメ、彩さい木ぎくん！　目覚めちゃったらどうするの！」

「わっ！」

　真香先生が慌てて僕に目隠ししてくる。

「め、目覚める？　だ、大丈夫ですよ。僕、くーの裸なんて見慣れてますし……」

「見られ慣れてますし」

「余計にダメでしょ！　ああ、もしかして親子揃そろって魔性!?　魔性の女なの!?」

「くーはましょーの女……意味はわからないけど、凄すごそうです」

　真香先生とくーが、意味不明な会話を交わしてる。

「あれ？　そういえば、なんで藤城せんせーがせんせーのお家うちに？」

「くー、今さらそこに突っ込むの？」

　そういえば、くーは──というか、美春以外のＳＩＤシドメンバーは彩木家と藤城家がお隣同士だって知らないんだった。

「藤城先生は教育熱心だから、たまに生徒の家も訪ねるのよ」

「ふ、ふぇー……初等部でも春に一回、家庭訪問があるだけなのに」

　即座に適当なデタラメをほざく真香先生、即座に素直に信じるくー。

「まったく、次から次へと問題発生ね……癒やしが必要だわ……」

　真香先生が、やっと目隠ししてた手を外して、こっちを意味ありげに見てくる。

　先生は教育をご所望なんだろうけど、〝別れた〟ところだしなあ。

「あ、癒やしですか。オススメの癒やしがありますよ！」

「え？　オススメ？」

　くーが嬉うれしそうに言い、真ま香か先生が戸惑いの声を出す。

「はい、私に任せてください！」







　あたりは、もうすっかり暗くなっていた。

　季節は初夏、まだ暑くもなく、夜風が気持ちいい。

「くー、大丈夫？　湯冷めしちゃわないかな？」

「へいちゃらです。全然寒くないですよ」

　隣を歩いているくーは、にっこり笑って頷うなずいた。

　くーは、もちろんメイド服じゃなくて、普通の私服を着ている。

　ちゃんと上着も羽織ってるし、これなら大丈夫かな。というか、僕って過保護？。

「ふむふむ、彩さい木ぎくんと幼女が夜中に出歩いているのを見つけたから保護した──よし、偽装工作は完璧ね」

　僕らの前を歩いているのは、もちろん真香先生。

　学校関係者に見つかったときの言い訳を考えてるらしい。

　その場合、幼女を夜に外へ連れ出した僕が叱られそうだ。

「ああ、憧れだった夜のお散歩！　夜は猫がたくさん出歩いてるって聞きます！　でも、おかーさんどころか、おとーさんすら絶対にダメだって言うんですよ！」

「そりゃ言うでしょ」

　くーは、目をキラキラさせてあちこち見回してる。

　ここは、ウチのマンションから徒歩五分ほどのところ、細い道が入り組んだ住宅街だ。

　まだ八時くらいなので、どの家の窓も灯あかりがついてる。

　小学生が出歩くのは、そろそろ望ましくない時間かなあ。

　くーは、猫を見れば癒やされると言い張って、僕ら二人を夜の散歩に誘ってきた──

　というより、僕ら二人に付き添ってもらって、念願だった夜の猫探しに出てきたというわけだ。

　一応、コーコ先生にはＬＩＮＥで許可を取ってある。

　今夜は特別、僕が付き添うならいいだろうって反応だった。

　ついでに言うと、お家うちが大好きな美み春はるはお留守番だ。

「神しん樹じゆさんのお父様は優しい人なのかしら？」

「あ、はい。お小遣いのおかわりも無限にくれるようなおとーさんで……」

「それはダメでしょう。ダメな意味でダメでしょう」

　変な言い回しだけど、真ま香か先生が言わんとしてることはわかる。

　僕はくーの父親とも面識がある。あの人、一人娘のくーにデレデレなんだよね。

「でも、そんなおとーさんでも夜に出歩くのはダメって……私、もう十一歳さいになるのに。年齢、二桁なんですよ！」

「わたしだって二桁よ。まだまだ負けてないわ」

「…………」

　先生、小学生と張り合わなくても……年齢の話は聞き流せないのかな。

　学校じゃないからだろうけど、高たか嶺ねの花はなモードがだいぶ解けてるよね……。

「藤ふじ城きせんせーも二桁ですか……互角ですね。いえ、そんなことより、猫です。このあたりは昼間でも猫が多いんです。きっと夜になれば猫だらけのパラダイス、猫パラですよ」

「そ、そんなこと……？」

　真香先生はショックを受けてるみたいだが、くーは猫探しに夢中だ。

　今のくーなら、高嶺の花モードが解けても気づきもしないな。

「猫は夜行性じゃないけど、夕方からカツドー的になるんです。猫友達の情報だと、このあたりはエンカウント率高いみたいですよ」

　くーは、興奮しながら語ってる。

　猫友達って。いつの間にやら、くーも自分の社会を築きつつあるんだな……。

「今日はせんせーだけじゃなくて、藤城せんせーも一緒だから、大丈夫ですよね。二桁で大人で背も高いですからね」

「身長はあんま関係ないんじゃないかな」

　真香先生が、女性としては背が高いのは確かだけど。

　少なくとも、ちゃんとした大人に見える人だ。見た目的には。

「……一応、ライバルのわたしも利用するとは、神しん樹じゆさんも抜け目がないわね」

「くーは猫のこととなると頭脳がフル回転するんですよ。元々、頭はいいですし」

「さすが〝せんせー〟、よくご存じね」

　じとーっ、と真香先生が半目で睨にらんでくる。

　察するに真香先生は、僕がくーと昔からの馴な染じみなのがお気に召さないらしい。

　それを言ったら、美み春はるなんて生まれたときからの付き合いだ。

　縫ぬいだって、実は初等部から一緒だった事実が明らかになったし。

　カレン会長は──初対面はいつだったかな？

「ま、いいわ。わたしも幼女の楽しみに水を差すほど野や暮ぼじゃないわ」

「そ、そうですね」

　今こ宵よいの真香先生は、攻撃を控えてくれるらしい。

「くー、猫を探すのはいいけど、車とか自転車にも気をつけてね」

「はい、わかってますっ」

　わかってるのかなあ。くーにリードをつけておきたいくらいだよ。

　くーの猫好きはよく知ってるけど、もはや猫バカの域に達してるからね……。

「……彩さい木ぎくん、君も気をつけなさい」

「え？　そりゃ、男でも夜道なら少しは気をつけますよ」

「そういうことだけど、そういうことじゃなくて。彩木くんは普通の人より気をつけなきゃいけないことが多いってことよ」

「？　なんでです？」

　僕が弱そうに見えるってこと？　実際、腕力はショボいから反論できないけど。

「いえ、ほら……美み春はるさんと神しん樹じゆさんは大丈夫でしょうけど、陣じん所しよさんと天あま無なしさんが夜道であなたに襲いかかるかもしれないでしょう？」

「先生は、会長と縫ぬいをなんだと思ってるんです!?」

「二人を甘く見ないで。いい、彩木くん。犯罪者はめったに見知らぬ誰かを襲わないの。いつだって、危険はそばにあるのよ？」

「教育者の発言としては偏見が過ぎるかと！」

　僕が素直に信じちゃったらどうするの。疑うたぐり深ぶかい彩木くんでよかったよ。

　そういうデータがなくもないけど、みだりに周囲の人を疑ってはいけません。

　僕が言っても説得力はないから、口には出さないよ。

「極端な意見だとしても、陣所さんと天無さんには心構えをしておいたほうがいいのよ。彩木くんが手込めにされたら困るわ……」

「手込めって！　僕もそこまで無抵抗じゃ──」

「そこの二人、おしゃべりしてたら猫が逃げます！」

　と、幼女に注意される高校生と社会人（教師）。

　くーの声こそ、猫が聞いたら逃げ出しそうだけど。

「ごめん、気をつけるよ、くー。でもまだ猫、見つからないね」

「焦じらすのが上じよう手ずなんですね。ここらの猫たちはレベルが高そうです……」

「焦らし上手の猫なんて存在するのか……」

　世の中には、僕が知らないことがまだまだたくさんあるようだ。

「あっ、いました！　猫ぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

「こら、くー！　そんなに興奮しないで！」

　キャラが違うよ、キャラが！

　くーは、道端に現れた白い猫に一目散に駆け寄ろうとして──

　当たり前だけど、逃げられてしまう。

「あああ……どうして逃げるんですか？　私が好きだって気持ちは迷惑なんですか？」

「…………」

　なぜだろう、僕が言われてるわけじゃないのに、ずきりと心が痛む。

「せんせー、逃げられちゃいました……」

「うん、もっと穏やかに近づかないと。しかし、真ま香か先生が一緒だと、〝せんせー〟って呼び方がまぎらわしいね」

「私のせんせーは、せんせーだけですけど……じゃあ、〝真香ちゃん〟でいいですか」

「よくないわ」

「あ、またいました！　今度こそ、抱っこから写真までキメてみせます……！」

　真香先生の反論はスルーで、コソコソと新手の猫に近づく幼女。

　さっきは我を忘れただけで、くーは猫の扱いには慣れてる。

「あ、可愛かわいいです。首輪してますね、どこの子でしょう？」

　くーは、にこにこ笑って、道端にしゃがみ込み、現れた猫を撫なで始めた。

「……神しん樹じゆさんが彩さい木ぎくんをせんせーって呼ぶのは、昔あの子の勉強を見てあげたからなのよね？」

「その話、真香先生にはしてないと思いますけど……相変わらず謎の情報網が活用されてますね」

　真香先生とＳＩＤシドは対立関係にありながら、情報の共有もしてる。

　おかげで僕の個人情報はダダ漏れです。法による保護を求めたい。

「じゃあ、そのあたりも含めて、神樹家と彩木くんの因縁を教えてもらおうかしら」

「拒否権はなさそうですね……」

　僕は真香先生の重大な過去を聞かされてる。

　僕のほうから聞き出したわけでもないんだけど──

　まあ、隠すようなことでもないか。







　くーは夜道の猫探しを心ゆくまで楽しんだようだった。

　帰りにギャラマに寄り、飲み物を買って、店の前でいただくことにした。

　僕はミルクティー、くーはココア、真香先生はブラックコーヒーだ。

　当然のように、真香先生のおごり。

　先生も、ライバルのくーにお金を出さないほど子供じゃない。ちょっと疑ったけど。

「はー……猫、たくさんいました……昼間は散歩しても一匹も会えないこともあるのに。夜の世界は猫で満ちてますね」

「くー、一人で猫探しに行っちゃダメだからね？　特に夜は絶対にダメだから」

「うう……あと三年は待たなきゃダメでしょうか……」

　三年後だと、さらに危険が増してるような気がする。

　十四歳さいになったくーに、夜道を歩かせたくないなあ……。

　その頃には、またとんでもなく可愛かわいくなってるだろうしね。

「まあ、昼のほうが見やすいでしょ。写真も撮りやすいし。僕も放課後なら、付き合ってあげるから。最近、一緒に散歩してなかったしね」

「本当に彩さい木ぎくん、神しん樹じゆさんには甘いわよね……」

　真ま香か先生がコーヒーをすすりながら、ジト目を向けてくる。

「ふふー、私はせんせーとは生まれたときからのお付き合いですから」

「生まれたときから……？」

「はい、私のこの身体からだは、ずっと昔からせんせーに抱かれてきましたよ」

「…………」

　なんだろう、僕の心が汚れてるのかな……いやらしい言い回しに聞こえる。

「えーと……あ、これです、これ」

　くーはスマホを取り出して操作してから、真香先生の前に掲げてみせた。

　キッズ用じゃなくて普通のスマホを持たされてる。機能制限はついてるけど。

「写真……？　えっ、神樹さん、もしかしてこれは！」

「いいでしょう、私の宝物なんです」

　くーがスマホに表示させた写真には、赤ちゃんが写ってる。

　まだ生まれて間もない感じなのに、目がぱっちりしていて可愛らしい。

　その赤ん坊を、幼い男の子が危なっかしい感じで抱っこしてる。

　というか──子供の頃の僕と、赤ん坊の頃のくーの写真だ。

「さ、彩木くんなの!?　ショタ彩木くん、可愛い！　なにこれ、こんなショタ時代があったのね！　ショターっ！」

「先生、ショタショタ連呼しないでください！」

　くーは、「ショタ？」と首を傾かしげてる。

　ああ、よかった……くーにはショタの意味はわからないんだ。

「あの、神樹さん？　この写真、わたしのスマホに送ってもらえないかしら……？」

「ダメです」

「…………くっ」

「待った、待った、先生！　財布から万札引っ張り出さないでください！」

　幼女に金を握らせてまでほしいんかい、その写真！

「い、意地悪で言ってるんじゃないんです。この写真は私の宝物だから、簡単にはあげられないんです！」

「むう……そうなると、美み春はるさんの出番ね……」

「こらこら、新たな仕入れ先を瞬時に思いつかないでください」

　美春は、僕の子供の頃の写真なんて持ってるだろうか？

　アルバムは家にあるだろうけど、僕もどこにあるのか知らないぞ。

「それにしても……神しん樹じゆさん、まだ一歳さいにもなってないくらいでしょう。こんな頃から、二人は知り合いだったの？」

「ええ、まあ……」

　僕は、ずずっとミルクティーを飲む。

「さっきもちらっと言いましたけど、くーの母親は僕が通ってた幼稚園の先生だったんですよ。結婚するからって辞めちゃいましたけど」

　幼い僕がプロポーズのつもりで指輪を渡した直後にね！

「それからすぐに、出産──くーを産んだんですよ。僕は全然知らなかったんですけど」

「私が産まれてすぐ、偶然ウチのおかーさんと会ったんですよね」

「そんなこともあったね……」

　いやあ、昔のこととはいえ、決まりが悪い話だ。

　教師嫌いのきっかけになる先生と、偶然再会しちゃうなんて。

　ウチと神樹家が、近所ではないけど、遠くもないって距離のせいなんだが。

「僕もまだ小さかったですけど、覚えてますよ。あの人──コーコ先生が、ベビーカーを押して道の向こうから歩いてきたときのことは」

「うう、私は覚えてないんですよね……」

「そりゃそうでしょ」

　あのとき、くーはまだ一歳にもなってない。記憶があったら怖いぞ。

「コーコ先生と会ったことにも驚いたんですけど、それより……」

　あのとき初めて見た女の子──まだ無む垢くって名前を知らなかったけれど。

　いや、本当に──天使じゃないかと思うくらい可愛かわいかった。

　目がぱっちりしてて、うーうーだーだー言ってて。

　ベビーカーの中で、元気に手足をバタバタさせてたっけ。

「美春は一つ違いだから、僕もあいつが赤ん坊の頃の記憶は全然ないですし。ちゃんと接した赤ん坊ってくーが初めてだったんですよね。あんなに可愛いものだとは」

「あ、あはは……」

　くーが照れて、昔のように手足をバタバタさせてる。

　今も可愛いけど、赤ん坊の頃の可愛さはまた別物だったというか。

　コーコ先生への恨うらみも生々しい時期だったけど、完全にそれを忘れちゃうほどだった。

「僕がくーを気に入ったのがわかったのか、たまにコーコ先生がくーを連れてウチに来るようになったんですよ」

「もう辞めたとはいえ、先生が元教え子の家を頻繁に訪ねていいのかしら……」

　確か、真剣に悩んでるこの女教師さん、教え子の隣に引っ越してますよね。

「くーって呼ぶようになったのも、割とすぐだったかな。くーが言葉を覚え始めて、自分を〝くー〟って呼んでたんですよね」

「あれ、そうだったんですか？　せんせーがつけたあだ名かと思ってました」

「あの頃のくーには、無む垢くって名前が言いにくかったのかもね」

　僕も、くーのほうが呼びやすいから、それを採用させてもらったわけだ。

「美み春はるもくーと仲良くなって……それから、ずっと彩さい木ぎ家と神しん樹じゆ家のお付き合いが続いてるってわけですよ」

「その元先生、上う手まくやったものね……」

　ぼそっ、とくーに聞こえないようにつぶやく真ま香か先生。

　別にコーコ先生は、僕に近づくためにくーをダシにしたんじゃないよ？

「あと私、小学校に入ったばかりの頃、学校にどうしても馴な染じめなくて」

「…………」

　くーが、困ったように笑いながら言う。

　その話、あまり人にするもんでもないけど──本人が言うならいいか。

「学校に行けなかったんです。その頃、ほとんどせんせーたちの家に住むような感じで。学校の勉強とか、せんせーに教えてもらったんです」

「そうだったの……」

　真香先生が、ちょっと神妙な顔になってる。

　不登校の話は、教師にとっては軽く聞き流せないんだろう。

　高校生だって、不登校になることはあるしね。

　くーの場合は──おとなしくて人見知りする性格だったから、小学校という新しい環境に馴染めなかった。

　イジメとかは全然なくて、むしろ周りは可愛かわいいくーによくかまっていたらしい。

　過度にかまわれるのが、くーには余計にプレッシャーだったみたいだけど……。

　一度環境を変えてみよう、ということで通い慣れていた僕らの家に住み始めたわけだ。

　くーが、美春のお下がりのタオルケットを愛用していたのも、その頃の話だ。

「せんせーがね、学校は怖くないよって教えてくれてね、何回も一緒に校門のところまで行ってくれたんだよ。くー、どうしても門の向こうへ行けなかったけど……せんせーが何回も一緒に来てくれて、やっと行けるようになったの」

　くーが珍しく敬語無しで話してる。

　普段は誰にでも敬語だけど、話に集中するとたまに子供らしい口調になるんだよね。

　ほら、〝くー〟って一人称も出てくるし。

「……いい先生ね」

「それほどのことじゃないですよ」

　微笑してる真ま香か先生に、首を振ってみせる。

　僕は学校生活の先輩として、当たり前のことを話した程度なんだよな。

「学校の先生をどういじったらいいかとか、怒られたときは黙って涙目になってればむしろ相手が慌てるとか、ためになることばかり教わりました」

「彩さい木ぎくん、君ねぇ……」

「じ、実戦的なテクニックを教えただけですよ」

　今度は呆あきれてる真香先生に首を振る。

　くーは可愛かわいくておとなしいから、その性質を利用して敵を黙らせる方法を伝授しただけなんだよ。

「ま、まあ、そんな感じでくーと──神しん樹じゆ家との付き合いがずっとあるんですよ。コーコ先生とも普通に接してますよ」

　過去の恨うらみ辛つらみはとっくに忘れたし、だからこそコーコ先生も安心してくーを任せてくれてるんだろうし。

「はい、長いお付き合いです。せんせーは、私の家出にも慣れてます」

「そこは慣れさせなくていいからね……」

　実際、くーは思い出したように家出して、僕ん家ちに転がり込んでくる。

　もはや、くーにとって彩木家は第二の我が家なんだろう。

「ということは……わたしが家出して彩木家に転がり込むのもアリ？」

「ありますか、そんなもん！」

　大の大人が家出して、高校生の兄妹きようだいが暮らす家に転がり込むってどんな展開だよ。

　ていうか、お隣に家出ってめっちゃ近いな！

「ダメです、真香ちゃん。家出は私の特権です」

「な、なんて羨ましい……」

「…………」

　……そろそろ家に帰ったほうがいいかな。

　初夏とはいえ、夜風は身体からだによろしくないし……。

「魔性の女ってことに変わりはないじゃないの。天あま無なしさんに続いて、またとんでもない子が出てきた……って、なによ！」

　真香先生がぶつぶつ言ってから、スマホを取り出して耳に当てる。

「なんなの、今取り込み中なのよ、パ──お父さん」

　どうやら真香先生の電話の相手は、例のお父さんらしい。

「ええ、ちょっとね──って、え？　もう一回言って？」

「ん？」

　真ま香か先生が戸惑ったような声を出して、なぜかくーのほうをちらっと見た。

「……店が危ないって、どういうことなの？」

「え？　お、お店が……？」

　真香先生の言葉に、くーがきょとんとする。

　先生のお父上は猫カフェを経営していて、くーはそこの常連になってるらしい。

　僕も一度、閉店中のお店に行ったことはあるけど……。

　店が危ないっていうのは、経営がおもわしくないってこと？

　なんだか、また厄介なことになりそうな、嫌な予感が……！

　そして、最近の僕の嫌な予感は外れたためしがないのだ。
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　聖せい華か台だい学院はそこそこ有名な私立だけあって、立派な学食がある。

　もちろん昼休みには混み合うので、席を取るのはいつも一苦労だ。

　僕はいつもの日替わりランチ。今日はしょうが焼き定食。

「うーん、今日もメシが美う味まい！　聖華台に入ってよかったよ！」

　当たり前のように、天あま無なし縫ぬいも同席してる。

　縫の前にはカツカレー大盛りにチーズのトッピング、さらにツナサラダに加えて、からあげ（単品）が並んでいる。

「縫、グラビアを頑張るなら、プロポーションを維持しなきゃいけないんじゃ？」

「ん？　あー、食べたらお腹なかぽっこり出ちゃうけど、何時間かで元通りになるし。たっぷり食べないと、みるみるうちに痩せていっちゃうんだよね、あたし」

「……世の女子のみなさんに聞かれたら刺されるね」

「そんな！　あたしをかばって彩さいくんが死んじゃう！　あたしを置いて逝いかないでっ！」

「どんなストーリーができてるの!?」

　感動的なＢＧＭが流れながらスローモーションで倒れていくのか、僕は？

「……実は、生徒会に苦情が寄せられている」

「え？　なんの苦情ですか？」

　並んで座っている僕と縫ぬいの正面に座っているのは、陣じん所しよカレン先輩。

　僕らより一つ年上で、聖せい華か台だい学院高等部の生徒会長。

　生徒のトップであると同時に、ＳＩＤシドのリーダーでもある。

　後者の肩書きは秘密だけど。というか、みんなが知ってちゃ困る。

　長くつやつやした黒髪、凛りんとした美貌。

　夏服に替わって、より強調されるようになったボリュームたっぷりの胸。

　生徒会長らしく毅き然ぜんとしていて、一度見たら目を離せなくなる美少女だ。

「最近、学食で天あま無なし縫と彩さい木ぎ慎まことが騒がしいと。生徒会は学食には関わりがないんだが、校内の苦情は一通りウチに来ることになってるからな」

「騒がしいのは縫だけですよ。僕は無実です」

「あっ、自分だけ！　違うよ、彩さいくんがいるからあたしも騒がしいんだよ！　あたしだって一人のときはそんなには騒がないもん！」

「一人のときは少しも騒がないようにしようよ」

　本当に、一人のときでも無駄に騒いでいそうなのが縫の怖いところだ。

「苦情が事実なのはよくわかった……が、いつの間にか彩木慎は天無縫を下の名前で呼び捨てるようになったんだな」

「あっ、ええ……まあ、なんとなく」

「私のことはカレン会長と役職をつけて呼んでるな。この差別について、ＳＩＤ恒例の吊つるし上あげで議論するか……」

「待ってください、吊るし上げで議論っておかしくないですか!?　いや、そんな問題じゃないですけど！」

「あ、ほら、彩くんもやかましいじゃん」

「そんなツッコミはいいから！　もう吊るし上げは勘弁ですよ……」

「つーかさ、前は彩くん、あたしだけ苗みよう字じで呼んでたし。初等部からの付き合いなのに、まるで他人だったよね、ついこの前まで」

「今は他人じゃない、みたいな意味深な言い回しはやめようよ……」

　初等部から一緒だったのは事実らしいけど、僕は天無縫の存在をあまり認識してなかったしね。

「私とはまだ他人だから呼び捨てにされないのか……主しゆよ、そろそろこの身を汚けがすときが来たようです。お許しいただけますか……？」

「こらこら、そこのシスター見習いさん！　神様になにを質問してるんですか！」

　カレン会長は修道院付属の施設で育ったそうだ。

　今はシスター見習いとして、修道院でも働いてるとか。

　会長のシスター服姿か……それはちょっと見てみたいんだよね。

「藤ふじ城き先生どころか天あま無なし縫ぬいにも遅れを取ってるようなので、ちょっと早まりそうになった。もう少し考えないとな」

「もう少しじゃなくて、たっぷり考えてください……」

　この毅き然ぜんとした黒髪ロング美少女まで、僕のことを好きらしいよ？

　世の中、いったいどうなってるんだろうね？

「それで、なんの話だったか……ああ、神しん樹じゆ無む垢くが彩さい木ぎ家に転がり込んだだけでなく、藤城先生の家も危機なんだったな」

「正確には、真ま香か先生の父親が経営してる猫カフェですけどね」

　くーの家出も、猫カフェのピンチも僕が話したわけじゃない。

　ＳＩＤシドと真香先生が共有する情報網は、伝達速度もなかなかのものみたいだ。

「むうう……くーたん、やるなあ。そっか、家出という手があったか。あたしも無駄にお父さんと喧けん嘩かして彩木ハウスに転がり込むか……」

「無駄にお父さんを傷つけないでやって。ていうか、縫が来ても泊めないからね？」

「なにーっ、差別だ！　彩さいくんはぴっちぴちのＪＫより未成熟なＪＳのほうがいいっていうのかい!?」

「いうのかい、じゃないよ！　大声でなにを口走ってくれてるの！」

　ほら、縫の声が大きいからさすがに周りに聞こえてる！

　ただでさえ、最近の僕は悪目立ちしてるんだから。

　今現在も、美少女生徒会長とグラドルの二人とお昼してて、周りからめっちゃ見られてるのに。

「それで、彩木慎まことは未成熟なＪＳと一緒に寝ているのか？」

「なんですか、その質問……くーは妹の部屋で寝てますよ」

　美み春はるの部屋はゲームのグッズなんかでパンパンなので、一時的に僕の部屋に物を移して、くーは空いたスペースに敷いた布団で寝てる。

　僕の部屋で寝てもいいんだけど、くーは「恥ずかしい……」らしい。

　一緒に風呂に入ったりするのに、同じ部屋で寝るのを恥ずかしがるなんて変な話だ。

「まあ、くーが転がり込んできたのはいいんですよ。慣れてますから」

「となると、問題は猫カフェの経営不振のほうか？　なぜいきなり経営の危機になってるんだ？」

「ああ、近くのライバル店の煽あおりをくらってるとか」

　真香先生からは、簡単な説明しか受けてないけど──

　今年の四月に真香パパ経営の猫カフェのすぐ近くに、別の猫カフェがオープンしていたらしい。

　そのお店がずいぶん繁盛していて、真ま香かパパの店の客もそちらにかなり流れたとか。

　真香先生は、四月から忙しかったのでお店の危機を把握していなかったようだ。

　まあ、把握してたらかき入れ時のＧＷゴールデンウイークに、僕と遊ぶためだけに貸し切りにしたりしないか。

「なるほどな。だが、基本的に彩さい木ぎ慎まことには関係のないことだろう？」

「そうなんですけどね。ただ、くーのお気に入りの猫カフェですし……」

　真香先生のお父さんの苦労話も聞いてるからなあ。

　さすがに、「はいそうですか」と聞き流すほど非情にもなれない。

「私でも猫カフェの経営再建となると手の出しようがないな。彩木慎が必要だというならなんでもくれてやるが、私には金だけはないんだ」

「お、お気持ちだけで……」

　しれっととんでもないことをおっしゃってるぞ、この生徒会長さん。

「あたしも最近忙しくなってきてさあ。スタイルを維持するために専門のトレーナーとかついちゃったし。食べすぎたら殺すぞって脅されてんの」

「縫ぬいは自殺願望でもあるの？」

　おかまいなしで食べまくってるのも問題だと思うけど……。

　殺すぞって、そのトレーナーにもだいぶ問題ない？　大丈夫？

　まあ、縫の仕事が順調なのはいいことだ。

　先日撮影したグラビアの掲載はまだ先らしいけど、事務所のほうは期待してるらしい。

「天あま無なし縫に続いて、神しん樹じゆ無む垢くも動いたか……彩木美み春はるは元からもっとも近いポジションにいるし……私もそろそろだな」

「…………」

　な、なにが〝そろそろ〟なんだろう。

　ＳＩＤシドのリーダーを務めてる生徒会長。

　タイプ的には真香先生に近くて、キレ者だし……この人が本気を出したら僕なんてひとたまりもないぞ。

「……心配するな、彩木慎。猫カフェの成り行きをしばし見ておこう」

「あ、ああ。どうも……」

　カレン会長は、まだ本気を出してくることはなさそうだ。

　ただ、会長の攻撃を考慮しなくてよくても、状況は特に変わりないんだよね……。

　お店の危機なんて、一介の高校生の僕にはどうしようもないよなあ？







　──と思うのだけど、真ま香か先生は容赦なく僕を猫カフェに呼び出してきた。

　ていうか、この前の意味深な別れ話はなんやったんや！

　結局、密会するのが学校の中か外かの違いしかないような？

　とにかく、放課後になって、僕は真香パパ経営の猫カフェへと向かった。

　真香先生はまだ仕事だけど、とりあえずお店の状況を見てみようと思ったのだ。

　くーも学校が終わったら来ることになってる。

「うーん…………どこだ！」

　いけない、すっかり道に迷っちゃったよ。

　そういえば、前に来たときは真香先生に連れられていったんだ。

　地図アプリと照らし合わせてもよくわからん……。

　ウチの最寄り駅から三つ離れた駅から徒歩数分。

　あまり下りたことのない駅なんで、このエリアの地理には詳しくない。

「ん……？」

　ふと、視界に入ったお店に目が留とまった。

　そばのコンビニ前に移動して、スマホを見るフリをしながらその店に目をやる。

　こぢんまりとしてるけど、若い女性が好みそうなオシャレな外観。

　それに、看板に描かれたデフォルメされた猫のイラスト。

　あれってもしかして……真香パパの猫カフェのライバル店じゃないか？

「予定変更して、敵情視察……かな」

　ただ、なんというか──〝男性客お断り感〟がある。

　店の中にはお客さんがだいぶ入ってるけど、見事に若い女の人ばかりだ。

　男一人で入るのは抵抗があるな……くーが来てくれたら入れるのに。

　なんて思っていると──

「こちらジュリエット64。現在、ヒトロクニーマル。これより敵基地への潜入を試みる」

「…………」

　はー、なんかまた面倒くさそうなのを見つけてしまった……。

　同じくコンビニ前に、女の子が一人いる。

　茶髪のボブカット、襟とスカートが赤いセーラー服姿、僕と同い年くらいの女子高生。

　赤いミニスカートはずいぶん短くて、きわどいところまで太ももが見えてる。

　太ももに、なぜかホルスターを着けてる。まさか、拳銃なんて持ってないよね？

　顔もなかなか可愛かわいい……けど、僕はときめいたりしない。

　むしろ、最近は可愛い女子を見ると警戒レベルが上がるくらいだ。

　ボブカット女子は、ぶつぶつと何事かつぶやいてて、通報されそうなほど怪しい。

「やっぱりグラサンかけたほうがいいか？　いや、逆に目立つか？　うーん、うーん……って、そこの人、なに見てんだよ」

「い、いえ……」

　えらく言葉遣いの悪い女子らしい。

　まあ、これくらいが女子高生としては普通とも言えるけど。

「……うん？　もしかして、あの店に入りたいとか？　ああ、男一人じゃ入りにくいよな。うん、うん、それなら利害が一致するか。あそこの猫カフェ、行きたいんだよな？」

「え、ええ。ちょっと気になってる感じで……」

　こういう荒っぽい女子は、ちょっと苦手だ。

　真ま香か先生やカレン会長だって強引だけど、ここまで荒くはないよね。

「だったらついてこい！　悪いようにはしない！」

「…………」

　悪いようにはしないって、悪い予感しかしない台詞せりふだなあ……。

「あ、私は清せ緒お川がわ女子の瀬せ紀き屋や来らい羽は。二年生だ」

「聖せい華か台だい学院の彩さい木ぎ慎まこと、です。僕も高等部の二年生です」

　清緒川は、僕も知ってる。

　聖華台からもそう遠くない──割とご近所にある女子高だ。

「へえ、私とタメか。チューボーかと思った」

「……よく言われます」

　くーもちっちゃいが、僕も高二男子にしては小さい。無念だ。

「聖華台かー。私も知り合いいるけど、あそこって名門だよな。もしかしてお坊ちゃんか。まさか、おごりも可とか？」

「……ただの庶民ですよ」

　彩木家は子供二人を初等部から名門私立に入れてるんだから、裕福なほうだろう。

　とはいえ小遣いは常識の範囲内だし、初対面の人におごるほど余裕はありません。

「冗談だ。私も初対面の人間にたかるほど非常識じゃない。悪いな、貧しい時代が長かったんで、つい節約グセが出るんだ。おお、主しゆよ、罪深い私をお許しくだされ！」

「は、はぁ……」

　僕がＯＫしてたら普通におごらされてたんじゃないの。

　神様にお詫わびするほどのことでもないだろうけど。

　でも、確かに利害は一致してるか。一人で入店するよりマシだよね。

　というわけで──

　さっそく、二人で入店。

「なるほど、確かにいい店だ。猫もみんな、客への対応を心得てる……ここのスタッフは、猫の心が見えているというのか……」

「…………」

　瀬せ紀き屋やさん、僕にはあなたの心が一ミリも見えないんですが。

　怪しまれることなく入店できたのはいいけど、怪しまれるのは時間の問題では？

　とりあえず、追い出される前に敵情視察だけでも済ませておこう。

「うーん……人気店って聞いたけど、普通の猫カフェと大差ないですよね？」

「それは素人しろうと考え。おまえさん、さては猫カフェはあまり来たことないな？」

「ええ、ほぼ初めてで」

　営業中の猫カフェに来たのはたぶん初めてだろう。

「猫カフェの主役は言うまでもなく猫。重要なのは美お味いしい軽食でも飲み物でもなく、もちろん店員の見てくれでもない。店のすべては猫を引き立てるために存在する」

「は、はぁ……」

「お客様には猫と積極的に触れ合いたい方と、猫のいる空間をナチュラルに楽しみたい方がいる。おもちゃで遊んだり撫なでてやったり、あるいはハーブティーでもすすりながら猫のいる光景をのんびり眺めたりな。主な二つの需要を満たせるお店なんだ、ここは」

「そ、そうなんですか……」

　猫カフェの楽しみ方なんて考えたこともなかったよ。

「可愛かわいくて愛想のいい猫を揃そろえればいいってわけじゃない。やるな、この店」

「いや、どこから目線でものを言ってるのかさっぱりわからないんですけど」

「もちろん、私はただの客だ！　よし、お金払ったんだし、楽しませてもらおう！」

　瀬紀屋さんはそう言うと、固まって座っていた数匹の猫の前に座り込む。

「ほら、彩さい木ぎ殿もこっち、こっち。そこが彩木殿のポジション！」

「……はぁ」

　まさか、殿付けで呼ばれるとは。

　僕は猫たちを挟んで、瀬紀屋さんの正面に座る。

　ちなみに、猫カフェは土足禁止で、じゅうたんが敷いてある。

「あー、でも確かに可愛いなあ……」

　実は僕、けっこうな猫好き。

　猫バカのくーの前では霞かすんでしまうけど、夜中の猫探しも割とテンション上がってた。

「さあ、いらっしゃれ、猫たち。私の身体からだを好きにしていいぞ！」

「…………」

　猫たちの前に屈かがみ込こんだ瀬紀屋さんが、ばっと両手を広げると、数匹の猫たちが彼女に身体をこすりつけ始めた。

　おお、凄すごい……猫が瀬紀屋さんに操られているかのように。

　どうやら、猫カフェでは、猫のほうからすり寄っていくパターンもあるらしい。

「おー、人なつっこいな。接客を心がけてる猫たちだ、うんうん」

「最近は猫にもスキルが必要なんですね……」

　……って、おいおい。

　ミニスカートで膝を立てて屈かがんでるもんで、正面にいる僕からは──

　その、パンツが見えちゃってる。

　意外と可愛かわいいエメラルドグリーンのパンツが……。

「ん？　彩さい木ぎ殿、どうかしたのか？」

「あっ、いや……そ、そのホルスターは？　まさか銃とか？」

　ごまかしつつ、気になってたことにツッコミを入れる。

「はっはっは、なにも入ってない。着けてるのは気分を出すためだ！」

「…………」

　なんの気分だろう……ミリタリー好きなのはわかったけど。

「でも、スマホとかお菓子とかも入れられるぞ。ほら──どわあっ、うわったった！」

　瀬せ紀き屋やさんがホルスターに手をかけた瞬間、いきなり猫たちが彼女に飛びかかった。

　床に転がった瀬紀屋さんに、次々と猫たちがまとわりついて──

　セーラー服の裾がめくれ上がって、白いお腹なかがあらわになり。

　猫たちはスカートの中に潜り込み、今度は思いっきりエメラルドグリーンのパンツが丸見えになってる。

「うおお、私ってばなつかれすぎだろ！　ぎゃーっ、こら、おへそ舐なめるなっ！」

　悲鳴を上げてる割に、瀬紀屋さんは嬉うれしそうだ。

　嬉しすぎて、あられもない格好になってることに気づいてないみたいだけど。

「……楽しそうね」

「…………っ！」

　背後から聞こえてきたのは──我が校が誇る高たか嶺ねの花はなの美声。

　振り返らなくても、ゴゴゴゴゴと圧力が放たれているのがはっきりわかる。

「なんとか仕事を早めに切り上げて、敵情視察に来てみれば。グラドルと幼女だけでは飽きたらず、セーラー服女子相手に浮気を……」

「……お、お疲れ様です」

　僕は振り返らずに、背後の美人教師にご挨拶する。

　別れたあとも束縛するタイプって厄介だなあ……。

「あれ？　真ま香かさんだ。なんで、ここにいるんだ？」

「……どうも、来らい羽はちゃん」

　猫にまとわりつかれたまま、瀬紀屋さんがきょとんとして真香先生──らしき人がいる方向を見てる。

　んん……？

　真ま香か先生と瀬せ紀き屋やさん、お知り合いなの？

　それはそれで、余計に厄介な状況になってきたような……？







　ゴゴゴゴゴゴ、と緊張感たっぷりの空気が渦巻いてる。

　真香パパ経営の猫カフェの休憩室。

　中央に置かれた白いテーブルに、僕を含めて四人の人間が集まっている。

「……ええと、お店の名前、〝ねこらにゃ〟っていうんですね。前に来たときは店名は見なかったなあ」

「〝猫は裏切らにゃい〟の略らしいわよ。五十にもなるおじさんがつけた名前にしては、ちょっとアレなのは認めるわ」

　ゴゴゴゴゴゴ、の圧力を放っている一人、真香先生が答えてくださった。

「そうです、猫は裏切りません。だから、私たちもここの子たちの期待に応えてあげなきゃいけないんです、せんせー」

　もう一人、ゴゴゴゴゴゴを放ってるのが、神しん樹じゆ無む垢く。

　くーは、この〝ねこらにゃ〟を守るための使命感でいっぱいらしい。

　普段ののんびりした顔はどこへやら、えらく真剣な顔つきだ。

「領収書もらうとき、ちょっと恥ずかしいけどな！」

　そして、最後の一人は瀬紀屋来らい羽はさん。

　さっきのセーラー服の上に、店名と猫のイラストが入ったエプロンをつけてる。

　そう、瀬紀屋さんは──ねこらにゃのアルバイト店員さんなのだ。

　当然ながら、父親の店をたまに訪れてる真香先生とは面識もあるというわけで。

「彩さい木ぎくんにいろいろ言いたいことはあるけれど……まずは対策会議ね」

　ほっ……。

　さっきの、ライバル店での浮気疑惑は一度置いといてくれるらしい。

　瀬紀屋さんに僕らのややこしい関係を知られるとアレだしね。

「では、〝第一回ねこらにゃ救済会議〟を始めるわよ」

　ねこらにゃは、今日は既に閉店している。

　普段は夜の八時まで営業してるけど、この会議のために繰り上げで閉店したとか。

「ちなみに、店長は既に愛人を抱いて二階に引きこもったわ」

「あの、子供の前で愛人とかは……」

　ちなみに、愛人というのは真香パパお気に入りの猫のことだ。

　真香パパはお店の二階に住み込んでるらしい。

　そういえば、真ま香かパパの話はよく聞くのに、未いまだに顔を合わせたことはないなあ。

「せんせー、子供とかあいじんとか、そんなことはどうでもいいんです」

　キリッとした顔つきで高校生を諭さとす幼女。

「今は、ねこらにゃを守ることを。守ることを第一に考えないと。もちろん、猫カフェ同士が争ってはいけません。でも、どちらかが潰れるのはもっとダメなんです。そこにいる猫たちの居場所を守らなきゃ」

「く、くー、やる気満々だね……」

　こんなに気迫に満ちたくーを見るのは初めてかもしれない。

　猫という存在が、のんびりとおとなしい幼女をここまで駆り立てるとは。

「ははは、無む垢くちゃん、元気だな！　常連さんに協力してもらえるのは、店員としても冥利に尽きるってやつだ！」

「お店とじょーれん、力を合わせて頑張りましょう、来らい羽はおねーさん！」

「…………」

　もちろん、くーは瀬せ紀き屋やさんとも顔見知りだった。

「……そもそも、くーはなんでいきなりこのお店に通ってたの？」

　そういえば、そこが疑問だった。

　ＧＷゴールデンウイークが終わったあたりから、突然猫カフェ通いを始めたんだよね……。

「美み春はるおねーちゃんが真香ちゃんからねこらにゃのことを聞いたって、教えてくれたんです。それで、前から猫カフェには行ってみたかったので」

「美春が情報源か……」

　いや、別に猫カフェのことを教えるくらいはいいんだけどね。

「真香ちゃんの偵察も兼ねて……」

「…………おーい」

　やっぱり、恋敵ライバルの情報収集も目的だったのか。

　真香先生の実家──みたいな店を狙うとは。

　まあ、初等部のくーには、高等部の先生のことを知りたくても探りにくいだろうけど。

　しかし、〝真香ちゃん呼び〟は却下されたのに定着してるな。

「偵察？　なんで無垢ちゃんが真香さんの偵察を？　フォースリーコンなのか？」

「意味はわかりませんが、瀬紀屋さんは気にしなくても大丈夫ですよ」

「そうか、大丈夫か。ならよい。では、会議を続けよう」

　瀬紀屋さんがざっくりした性格でよかった……。

　僕と真香先生、ＳＩＤシドの関係はあまり人様に話すことでもないし。

「けど、真香さん。店長さんじゃないとわからんこともあるんじゃないか？」

「パ──お父さんはすべてをわたしたちに任せるそうよ。自分が余計なことをしないほうがいいだろうって」

「真ま香か先生のお父さん、ずいぶんあきらめがいいというか……」

「過去にいろいろあったからでしょう。大丈夫、わたしもお店のことはわかってるわ。契約関係は常にわたしに相談して決めることになってるしね」

「な、なるほど……」

　真香パパ、詐欺に遭って経営してた会社を潰したんだもんね。

　重要なところでは、優秀で鋭い真香先生にチェックしてもらうのが無難だろう。

「お店の帳簿も見てたんだけど、このところ学校の仕事が忙しくておざなりになってたわ。見ていれば他店にリードされる前に手を打てたのに」

「いやー、申し訳ない、真香さん。ウチの店員はみんなバイトだし、帳簿まではわからないからさ」

　はっはっは、と瀬せ紀き屋やさんは笑ってる。

　一番の当事者のはずなのに、この人が一番緊張感ないな。

「で、ざっと帳簿を見せてもらったのだけど」

　と、真香先生はテーブルの上にあったノートＰＣに目を向けた。

「思ってたより急速に悪化してるわね。商売は水物だから、売り上げの上下は普段からあるけど、あからさまにライバル店のオープンをきっかけに業績が下がってるわ」

　おお、真香先生がえらく凛り々りしい……。

　本当に忘れがちだけど、この人って優秀なんだよな。

　教師としてだけじゃなくて、なんでもできるってタイプで。

　帳簿のチェックは、専門的な知識もいるはずだしね。

「……ん？　真香先生、お店の手伝いとかして大丈夫なんですか？　教師は副業ってダメなんじゃ……？」

「そこは大丈夫。親のお店なんだから、実家の家事を手伝うようなものよ」

「なるほど、そういうものですか」

　学校も、実家の手伝いにまで文句はつけないんだな。

「真香ちゃんの協力があれば、きっとお店を守れます。このかごめちゃんのためにも！」

　くーがぐっと拳を握り締めながら言う。

　そのくーの膝の上には、さっきから白猫が寝そべっている。

　これが、〝かごめ〟という猫で、くーの大のお気に入りだとか。

　コーコ先生と揉もめた原因になった猫でもあるのか……。

　まあ、確かに可愛かわいい。このままお持ち帰りしたいくらいだ。

　残念ながら、ウチには既に猫のように怠惰な妹がいるので飼えないけど。

「協力は惜しまないわ。いえ、わたしが主導してねこらにゃを立て直してみせる！」

「…………」

　なんだろう、真ま香か先生のこの気合い……？

　父親のお店なんだから潰れちゃ困るだろうけど、なんとなく違和感が。

「でも、どうするんだ？　あのお店──〝きゃっとっと〟だっけ。潜入偵察してみてわかったけど、あそこから客を奪うのは難しいぞ」

　しかし、ねこらにゃもそうだけど、ライバル店も店名がはっちゃけてるよね。

「猫の可愛かわいさではウチも負けてない。いや、勝ってる。きゃっとっとの猫たちも当然可愛いが、ねこらにゃのほうが上だ。毛ヅヤもいいし、顔も可愛い！」

　力強く宣言する瀬せ紀き屋やさんと、こくこくと頷うなずいているくー。

　うん、この二人は相当なレベルの猫バカだな……。

「いくら猫たちが可愛くても、店にお客が来てくれないと意味がないわ。まずは、お客を引きずり込む──いえ、呼び込む方法を考えないと」

　一方、真香先生は現実的でいらっしゃる。

「真香さん、店員代表として──いや、猫好きとして一つ言っておく！」

　瀬紀屋さんが立ち上がり、びしっと背筋を伸ばして先生に鋭い目を向ける。

「ウチはあくまで猫カフェ！　猫が主役だ！　他の商売とはちょっと違う！　店員はもちろん、お客すら主役じゃない！　あくまで、猫のために店が存在するんだ！」

「なるほど、猫よりも店員が目立ったりするのはＮＧということね」

　おお、真香先生が教わる側に回ってる……。

　普段は、先生の教える側の姿しか見てないから、ちょっと新鮮。

「ええ、よーくわかったわ……」

　んん……？

　なんか今、真香先生がにやりと笑ったような？

　めっちゃ不敵な笑顔だったんだけど、めっちゃ嫌な予感もしてきたけど。

　な、なにか企たくらんでない……？







「では、始めましょうか、彩さい木ぎくん」

　引き続き、ねこらにゃの休憩室。

　くーと瀬紀屋さんは、先に家に帰った。

　真香先生が瀬紀屋さんに万札を渡してタクシーで帰らせたのだ。

　瀬紀屋さんが責任をもって、彩木家にくーを送り届けてくれるらしい。

　幼女の安全のためとはいえ、ずいぶん気前がいい……よすぎて怪しい……。

「えーと、始めるというと、いったいなにをですか？」

　休憩室に残されたのは、僕と真ま香か先生の二人のみ。

　僕も優雅にタクシーで帰りたかったなー。

「もちろん、第二回ねこらにゃ救済会議よ。神しん樹じゆさん……いえ、無む垢くさんと呼びましょう。あの子のお母様とごっちゃになるしね」

「はあ、それはいいんですが……」

「無垢さんのやる気と、来らい羽はちゃんのこだわりもよくわかったわ。その上で、このわたしがねこらにゃを救う！」

「真香先生ってけっこう仕切りたがりですよね……」

　飲食店では、焼き肉も注文できない、寿す司し屋やのカウンターにも座れないポンコツなのに。

「含みのある台詞せりふに聞こえたけど、今日は追及しないでおくわ。彩さい木ぎくんも明日は学校があるんだから、あまり遅くなれないしね」

「はぁ、お気遣いどうも……」

　真香先生に気を遣われると、逆に不安になってくるな……。

「まず、わたしの目的をはっきりさせておきましょう。お店が潰れたら困るというのはマジよ。裏はないわ」

「そりゃ、お父さんのお店ですもんね。でも、それだけじゃないでしょ？」

　疑うたぐり深ぶかい彩木くん浮上。

　裏はない、なんて裏を疑ってくださいって言ってるようなものだ。

「……だって、わたしのお部屋の家賃、お父さんに出してもらってるから。お店が潰れたら家賃も払えなくなって、彩木くんのお隣に住めなくなって、パパと共倒れだわ……」

「共倒れって」

　そういえば、真香先生はファミリー向け物件に一人で住むという無む茶ちやをしてるんだった。

　二十代の勤め人には、駅えき近ちか３ＬＤＫマンションの家賃は厳しいよね。

「ぶっちゃけましたね、真香先生」

「彩木くんに疑われたままだと、話が進められないでしょ。まったく、君が疑り深いのがいけないのよ」

　真香先生は、顔を赤くして頬ほおをふくらませてる。

　まあ、先生がやたらと気合いが入ってる理由はよくわかった。

　もっとも、父親を助けたいって理由も相当あると思うけど。素直じゃないなあ。

「そういうわけで、さっそく始めましょう。あー、楽しい」

「た、楽しい？」

「やっと彩木くんと二人きりなんだもの。学校じゃ、教頭先生の目が気になって、ちゅーもできないのよ!?」

「普通、できませんから！」

　学校で何度もキスしちゃってたの、今さらながらヤバいよな。

「あ、とりあえず、ちゅーしときましょう、ちゅー」

「んっ……！」

　真ま香か先生は、僕の頬ほおを掴つかむといきなり唇を重ねてきた。

　ちょっぴり久しぶりの先生の唇は、やっぱり柔らかくて、なぜか甘くて──

「……って、なんの理由があってキスとか！」

「あー、ゆるふわ体罰とか、もう理由なんてどうでもいいわ。わたし、欲望のままに生きてみたい……」

「先生は、だいぶ欲望のままに生きてますよ……」

　そんな自分を隠すのが上う手まいというだけで。

「ふう、とりあえず欲望も収まったわ」

「…………」

　あなたのような美人にキスされちゃうと、僕のほうは欲望が大変なことになります。

　なんて言えないけど、わかってないのかな、この人は。

「じゃあ、ビジネスに戻りましょう。第二回ねこらにゃ救済会議は、ねこらにゃ秘密救済計画を発動させます！」

「秘密!?　聞き捨てならない単語がまざってる気が……！」

「重要な計画には秘密が付きものなのよ。えーと」

「せ、先生!?　またいきなりなにを脱ぎ出してるんですか！　僕の前で脱ぐことに抵抗なくなりすぎでしょ!?」

「馬鹿を言わないで。死ぬほど恥ずかしいわよ。言っておくけど、彩さい木ぎ君の前で脱いだ日の夜は、恥ずかしさの余りベッドで悶もん絶ぜつして死にそうなのよ？」

「生きるためにも脱がないでくださいよ！」

「本当に脱がなくていいの？」

「……い、いいですよ」

「今の一瞬の間に彩木くんの可愛かわいさを見たわ。あーん、もうっ♡」

「もうっ、じゃないです！」

　言ってから、後ろを向けばいいことに気づいて、くるりとその場で回転する。

「彩木くんなら見てもいいのに……まあ、ちょっと待っててね。少し時間かかるかも」

　真香先生は、ぼそぼそ言うと、脱衣を再開したようだ。

　なにやら、ロッカーを開ける音も聞こえてくる。

　ここは真香パパを除くと女性店員のみらしくて、休憩室が更衣室も兼ねてるらしい。

　心臓によくない衣きぬ擦ずれの音が聞こえる中、待つことしばし──

「はいっ、こっち向いていいわよ」

「……わー、お似合いっすねー」

「ちょっと！　感動とか驚きとか見当たらないわよ!?」

「もう先生のコスプレも見慣れちゃいましたよ……」

　振り向いた先生は、ブラウスとミニスカの教師ルックからお着替え済みだった。

　ドライな反応をしてみせたものの──ちょっと驚いてはいる。

「そんなメイド服、どこから手に入れたんですか……」

「今時、メイド服なんてどこでも手に入るわよ」

　つい最近も、同じような質問を誰かにした記憶はあるけど、そのとおりかも。

　ブームが過ぎ去った感はあるものの、その気になればメイド服なんて簡単に買える。

　どんな国だよ、現代日本。

　とりあえず──真ま香か先生はメイド服姿だった。

　割とクラシックな感じのメイド服なんだけど……。

「なんか、先生が着ると普通のメイド服もいかがわしいですね……」

「あらら、彩さい木ぎくんもなかなか言うようになったわね」

　メイド服なんて実は割と野や暮ぼったいのに、真香先生のメイド服は──胸元がすんごい。

　ワイヤーでも入ってるのかと疑うくらい、めっちゃ二つのふくらみが強調されてる。

　それでいて柔らかそうで、わずかに身動きするだけでたゆん、ふよよんと大きく揺れる。

　スカート丈だけは、クラシックからはほど遠いめっちゃミニ。

　ひらっと少し揺れるたびにパンツが見えちゃいそうな短さだ……。

　スカートから伸びる脚にはニーソックス着用で、絶対領域がまぶしすぎる。

「生意気なこと言いつつ、きちんとわたしに見とれてくれる彩木くんも好きよ？」

「だから、好きとかそうあっさりと……！」

　この人は、自分の口から出る「好き」って言葉の破壊力に気づいてないな。

「にやにや～♡　ふふふーん♡」

「本当にご機嫌ですね、先生……」

　最近は見た目はクールな先生ばかり見てたんで、今の姿が新鮮なくらいだよ。

　もう〝擬音でにやにや〟へのツッコミは放棄。

「で、その格好はなんですか。さっきの瀬せ紀き屋やさんの話、聞いてなかったんですか？」

「来らい羽はちゃんの話？　ああ、猫カフェの主役は猫ってこと？」

「そうですよ、メイドで接客はやりすぎです。専門店じゃないんですから」

　こんな美人がメイドをやってたら、間違いなくそっち目当ての客が集まってしまう。

　それはそれで、きゃっとっとの客数を超えることは超えるだろうけど……。

「心配しないで、メイド服で接客をやろうっていうわけじゃないの」

　真香先生はそう言うと、ノートＰＣを操作して、こちらに向けてきた。

「なんです、これ……あっ、もしかしてねこらにゃのチャンネルですか？」

　液晶画面に表示されているのは、動画投稿サイト〝よーつべ〟。

　よーつべに〝チャンネル〟を登録すると、そこに動画を投稿できるようになる。

　ねこらにゃのチャンネルには、十本ほどの動画が上がってるみたいだ。

「一応、こういう宣伝もしてるんですね」

「ねこらにゃは隠れ家的なお店だけど、今時はこれくらいの宣伝はしないとね」

「先生、隠れ家的なお店に縁がありますね……」

　隠れ家的な美お味いしいお店に二度ほど連れて行ってもらったことがある。

「うーん、でも……なんか普通ですね」

　営業中のねこらにゃの店内を撮影しているだけの映像だ。

　お客の顔は映さないようにして、猫をメインに撮っている。

　穏やかなＢＧＭが流れる中、カメラが可愛かわいい猫たちを追っている──

　たぶん、くーならかぶりつきで観みるだろうけど……。

「そのとおり、普通すぎるのよ。チャンネル登録数も微々たるものだし。宣伝的には、ほぼ無意味と言っていいでしょうね」

「ですよね。まあ、登録数が万を超えるとかは、かなり難しいでしょうけど」

「そして一方、きゃっとっとのチャンネルがこちらになります」

　真ま香か先生は、再びノートＰＣを操作してこちらに向けてきた。

「うっ……ねこらにゃの三十倍ですね……」

　よーつべの登録チャンネル全体で言えば、決してトップクラスではないけど。

　それでも、きゃっとっとのチャンネル登録数はねこらにゃをはるかに超えている。

「動画の中身はウチと似たり寄ったりなのよ。ただ、この動画を観て」

「なんです？　んー……ああ、これって」

　猫カフェ内を、一人の女の子が紹介している動画だった。

　女の子は妙に胸元を強調したエプロン姿で、ご丁寧にマイクまで持ってる。

　やたらとハイテンションで、楽しそうに猫たちと戯れている。

「小こ泉いずみはづき……でしたっけ？　ここの地元出身のアイドルじゃないですか」

　僕は漫画雑誌のグラビアもスルーするくらいだし、芸能人には興味が薄い。

　でも、きゃっとっとを紹介してるこの人は知ってる。

　主にローカル局のバラエティとか、たまにニュース番組にも出演してる女の子だ。

「ええ、オープンした直後にそのアイドルを起用して紹介用の動画を撮影して、よーつべにアップしたのよ。小泉はづき人気に便乗して、上う手まく再生回数を稼いだようよ」

「へぇ……この人、そんなにギャラ安くないでしょうに」

　きゃっとっとは宣伝費用の使い所を心得ていたようだ。

　たぶん、芸能事務所に仕事をお願いできるコネもあったんだろうなあ。

「僕らも芸能人に知り合いとかいればいいんですけどね。そう上う手まくはいかないか」

「彩さい木ぎくん、天あま無なしさんの存在を忘れてない？」

「……すぽーんと抜けてましたね」

　天無縫ぬいは、何度もグラビアを発表してるグラドルだ。

　全国的な知名度でいえば、小こ泉いずみはづきより上だよね。

　ここ最近は人気がいまいちだったけど、たぶん次のグラビアで盛り返せるだろう。

「今、動画を撮って公開すれば、縫のブレイクとちょうどタイミングがかぶるかも？」

「待って、彩木くん。天無さんは確かにグラビアで見る分にはおっぱいが大きい美少女だけど、しゃべらせるとただの爆弾と化すわ」

「教え子に言いたい放題ですね！」

　しかも、自分で名前を出しておいて、この言い草だよ。

　ただ、確かに縫にリポーターをやらせるのは怖い。なにを言い出すか、なにをやらかすかわからないからなあ。宣伝どころか炎上するかも。

「あと、ぶっちゃけ天無さんはギャラ高いわ。この前、撮影のときにマネージャーさんと会ったでしょう。そのときに、相場を少し聞いてたのよ」

「ああ、先生が清純派アイドルでスカウトされかけたときですね」

「そ、それは忘れなさい！」

　真ま香か先生、お顔が真っ赤です。

　二十四歳さいにもなって清純派でデビューするのは、先生もお恥ずかしいらしい。

「ウチみたいなお金のないお店は、手弁当で頑張らないと。そこで──この服装というわけよ」

「よーつーばーデビューですか……」

　ここ何年か、〝よーつーばー〟という動画投稿者がＴＶテレビタレント並みの人気を得てる。

　今時は、ネットでの動画公開がＴＶ以上の宣伝効果を発揮する場合も多いのだ。

「……動画を撮って客を呼び込むって、きゃっとっとのパクリじゃありません？」

「パクったってお金になればいいのよ！」

「わー、身も蓋もないなー……」

　教師って聖職者でもあるんじゃなかったかな？

「現役アイドルにはさすがに負けるかもしれないけど、そこは服装でカバーよ」

「それでそのいかがわしいメイド服ですか……」

　真香先生が現役アイドルに負けてるとは思わないけど。

「うーん……最近、くーのメイド服を見せてもらったばかりなのに……」

「あ、あの幼女……メイド服で彩木くんを誘惑するなんて！　もしかして二番煎じ、わたしって幼女の二番煎じをやっちゃってるの!?」

「落ち着いてください、先生！　くーに先手を打たれても、動画には関係ないでしょ！」

「むー……わかったわ。今はお店のピンチだものね。お店のピンチにかこつけて、彩さい木ぎくんと学校外でイチャつくチャンスだものね」

「本音を隠さない人だなー」

「では、撮影しましょう！　天あま無なしさん、彩木くんにバシバシ撮影されて羨ましかったから楽しいわ！」

「本音爆発しすぎですってば……」

　まさか、縫ぬいの撮影に続いて、真ま香か先生まで撮ることになるとは。

　グラビア撮影で身につけた技術を活いかすときが来たというか。

　いやー、人生って無駄がないんだなあ……。







　ねこらにゃの猫たちは、閉店後も店に常駐している。

　別に放置されてるわけじゃなくて、猫カフェではよくあることのようだ。

　スタッフが家に連れ帰ったりして面倒を見るより、店に置いておくほうが猫のストレスは小さいらしい。

　移動とか環境の変化とかが、猫にはよくないのかな？

　そういや、〝猫は家に着く〟っていうなあ。

　二階に真香パパも常駐してるわけだし、猫たちは問題なさそうだ。

「……二階にお父さんもいるのに、いいのかなあ」

「パ──お父さんは気づかないわよ。愛人のことしか見えてないし」

　まだ大人が寝るような時間じゃないけど、二階のことは気にしなくていいのか。

「それより、さっそく始めましょう。大丈夫、おおまかな台本は既に考えてあるわ」

「本当、手回しがいいですね……」

「仕事のことなら完璧よ。これはお手伝いだけど。ほら、服装も文句ないでしょ？」

「…………」

　真香先生はメイド服に加えて、前にも着けてたネコミミ形のカチューシャも準備済み。

　ひらひらミニスカートのお尻からは、ピコピコ動くしっぽまで伸びてる。

　あれ、どうやって動いてんの？

　なんて訊きいたら、スカートをめくって見せかねないので自重しよう。

「あっ、待ってください。さすがに、宣伝動画に顔を出すのはまずくないですか？」

　格好が格好だし、名門校の教師としてはよろしくないのでは。

「できるだけ顔が映らないように撮って。映ってしまったら、編集でどうにでもするわ」

「は、はぁ……」

「パンツが見えちゃってもあとで消せるから。彩さい木ぎくんの脳にだけ保存しておいて」

「映らないように撮りますよ！」

　とはいえ、縫ぬいの撮影を経験済みでも、あれはスチール撮影だったしなあ。

　僕の撮影技術にあまり期待されても困る。

「それじゃ、３、２、１……はいっ、こちらが猫カフェ〝ねこらにゃ〟です」

　真ま香か先生は、スカートをひらひらさせながら、店内を踊るように歩き回る。

「店内では十二匹の猫ちゃんたちがいつでもあなたをあたたかく、時には素っ気なくお迎えしてくれますよ♪　にゃんにゃーんっ♪」

「…………」

　この、きゃるんきゃるんした人は誰なの……？

　台本を既に考えていたっていうのはマジみたい。

　真香先生は、すらすらとよどみなく、店内の説明を続けている。

「好き勝手に遊ぶ子もいれば、人なつっこい子もいますよ。あんっ、舐なめちゃダメっ」

「…………」

　真香先生が抱き上げた茶色の猫は、ぺろぺろと彼女の頬ほおを舐めている。

　なんだ、この嘘うそくさいほど微笑ほほえましい光景は……。
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　ていうか、先生ってこの店の猫にはなつかれないんじゃなかったっけ？

　真ま香か先生は、猫が騙だまされるほどの演技をしてるの……？

「ポンコツなのか芸達者なのか、はっきりしてほしいなあ……」

　思わずつぶやいてしまう。

　まあ、編集時に消してもらえるだろう。一ひと悶もん着ちやくあるかもだけど。

　つーか、ヤバい……。

　おっぱいくっきり、スカートひらひらのメイド服で猫と戯れる美人先生……。

　顔が映ってなくても、これは刺激的すぎる。

　真香先生、完全に動きを計算してるのか──僕のカメラに顔はまったく映らない。

　極めつきに短いスカートがひらひらしてるのに、パンツはちらりともしない。

　後ろ姿やわずかに窺うかがえる横顔だけでも、美人だと充分にわかる。

　声色を微妙に変えてるけど、教室の隅々まで通る凛りんとした声はレポートにも向いてる。

　なによりオーラというのか──存在感がハンパじゃない。

　真香先生が長年かけて磨いてきた〝高たか嶺ねの花はなモード〟は伊だ達てじゃないってことか。

「きゃっ、こら……スカートの中はだーめ♡」

「…………」

　床に座った真香先生のメイド服のスカートに、猫が潜り込もうとして止められる。

　ああ、あの猫になりたい──って、そうじゃなくて。

「君も──ちゃんとわたしを撮りなさい」

　と、不意に真香先生がこっちをまっすぐに見てきた。

　猫をだっこして、メイド服姿で微笑ほほえむ真香先生。

「きゃんっ」

　突然、抱き上げていた猫がねこぱんちを繰り出し、先生の顔にクリーンヒット。

　先生は尻餅をつきつつも、きちんと膝を立ててパンツは見事に隠してる。

　まるで萌もえイラストみたいな、あざとく可愛かわいいポーズだった。

「もー、女の子の顔にパンチしちゃダメでしょう？　いけない猫ちゃんね」

　だから誰やねん、あんた。

　いや、ここにいる人はもう先生じゃない。

　いかがわしくあざとい、ネコミミエロメイドの真香ちゃんだ……！

　最近、〝教育〟がなかったせいか、この光景はあまりに刺激的すぎる。

「顔も下着も映ってなくても……これ、投稿して大丈夫なのかなあ？」

　映像としては地味なのに、アイドルがリポートしてた動画よりずっとインパクトがありそうだ。

　エロすぎて、アカウントごとＢＡＮ！されなきゃいいけど……。







「う、うわあ……」

　スマホを見つめながら、思わずうめいてしまう。

　よーつべのサムネイルの下に、再生回数が表示されている。

　いくら美人オーラ全開とはいえ、メイドが猫カフェの紹介をしているだけの動画。

　場合によっては、箸にも棒にもかからないかと思ってたけど……。

「なんか、凄すごい再生回数を叩たたき出だしてる……」

　真ま香か先生は撮影の翌日に編集を済ませ、ねこらにゃのチャンネルに動画をアップ。

　仕事早いなー。本業はちゃんとしてるのか心配になるレベルだ。

　編集で過激さもいい感じに抑えられたからか、アカウントのＢＡＮはなくて。

　そして、投稿された動画は初日こそ微々たる再生回数だったのに──

　あちこちのＳＮＳで拡散したらしく、あっという間に火がついた。

　三日経たった今日は、その辺の人気よーつーばーにも匹敵する再生回数を稼いでる。

「凄いですね……ネットで〝奇跡のメイド〟とか呼ばれて話題みたいですよ、せんせー」

　横に立っているくーも、僕と同じくスマホでねこらにゃのチャンネルを見てる。

　再生回数よりも、見慣れた店内にいかがわし──お美しいメイドがいることに驚いているみたいだ。

「はいはーい、よーつべで密ひそかに話題の猫カフェ〝ねこらにゃ〟！　今なら九十分コース、百二十分コースともに十パーセントオフ！　動画に出演中の猫ちゃんたちもみんなお店に出てますよ！」

　元気いっぱいでビラを配っているのは、瀬せ紀き屋やさんだ。

　動画の真香先生と同じメイド服姿で、きちんとネコミミ、ネコしっぽも装着済み。

　ここは、ねこらにゃ最寄りの駅前にある広場だ。

　放課後になって、瀬紀屋さんに呼び出されてみれば、ビラ配りの手伝いが待っていた。

　といっても、僕はメイド服は着てない（当たり前だ）。

　なにかトラブルが起きたときのために立ち合っているだけだ。

　くーも瀬紀屋さんに教えてもらって、学校帰りにビラ配りを見にきたらしい。

　その瀬紀屋さんは、夕方で人の多い駅前を動き回って、次々とビラを配っている。

　見た感じ、自分からもらいに行ってる人もけっこういるみたいだ。

　どうやら、動画を観みてねこらにゃに来た人たちも多いらしい。

「来らい羽はおねーさん、動画を観たときは怒ってたのに、切り替え早いですね……」

「うん、プロの商売人だなー」

　いや、アルバイト店員なんだけど。

　瀬せ紀き屋やさんは真ま香か先生のスタンドプレーにお怒りだったのに、動画の拡散にはがっちり便乗してる。

　ちなみに、瀬紀屋さんが配ってるビラも真香先生がデザインしたもの。

　さらにちなみに、ビラ配りの許可も真香先生が取ってきた。

　言うまでもなく、メイド服もネコアクセサリーも用意したのは真香先生。

　万能かよ、ウチの美人先生。

「ね、ねこらにゃ、猫、可愛かわいい。猫だらけ、ここ、楽しい。う、受け取って……」

「……あの人は大丈夫かな」

　動き回ってビラを配ってる瀬紀屋さんに対して、まったく動かずに目を逸そらしながらビラを配ってる人がいる。

　貴き宗そう天てん華かさん、メイド服バージョン。

　ツインテール、ちっちゃい、おっぱいはとても大きい。

　もちろん、ネコミミ、ネコしっぽ付き。

　瀬紀屋さんとは方向性が違うけど、メイド服の貴宗さんもめっちゃ可愛い。

「さ、彩さい木ぎ……もうダメ！」

　不意に、貴宗さんがちょこちょことこっちに駆け寄ってきた。

「なんで私、ビラ配り！　こんなの向かない、私無理！」
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「そう言われても……僕がやれって言ったんじゃないでしょ」

「うう……お姉ちゃんの馬鹿……」

　いつも強気で過激な貴き宗そうさんが、珍しいことに涙目だ。

　なにげに過激な人だけど、大勢の前で目立つのは苦手みたいだ。

　動画が拡散したこの機を逃さずに、ビラ配りで店への動線をつくる──

　単純だが効果的な作戦を立てたのは、もちろん万能なる真ま香か先生だ。

「さすがに、真香先生が往来でビラ配りするのは無理だよ」

　いくら実家の手伝いって名分があっても、教師が堂々とお店のビラ配りをしてると問題があるだろうね。

　そこで、真香先生は妹にビラ配りを依頼したわけだ。

「貴宗さんのお父さんの店でもあるでしょ。だったら、適任なんじゃないかな」

「うう……お父さんも馬鹿……」

　貴宗さんと離婚したご両親の関係は謎だけど、この反応を見る限り、嫌ってはいないっぽいな。

「お店のほうにも店員さんがいないと困るしね。臨時のバイトは必要なんだよ。頑張って、貴宗さん。あ、仕事中はケータイぽちぽちするの禁止だからね」

「……彩さい木ぎ、覚えてろ、あとで」

　ぎろりと僕を睨にらんで、貴宗さんはビラ配りに戻っていく。

　貴宗さんは今時珍しいキーボード付きのケータイで、いつもなにか書き込んでる。

　なんでも〝愛と青春の記録〟だとか。なんじゃそりゃ。

「うーっ、私ならメイド服も準備済みなのに……ビラ配りしたいです……」

「いや、小学生にビラ配りさせるのもまずいよ」

　くーは、心から悔しそうだ。

　ねこらにゃを救うためになにもできないのが辛つらいらしい。

「本当に、くーは猫のためだと性格が変わるね」

「はい、猫可愛かわいいです。それに……猫の可愛さも、せんせーが教えてくれたんですから」

「ん？　そんなこと教えたっけ？　人に教わることでもないような……」

「いえ、そうなんです、大事なことは全部せんせーから教わりました！」

「そ、そこまで……？」

　文字とか足し算とか、教えたりはしたけどさ。

「だから、頑張ります！　私も高校生のフリをすれば……ネコミミメイドくー、出撃できます！」

「出撃って、今度は瀬せ紀き屋やさんに毒されてない!?　高校生のフリは無理！」

「おっぱいだって、けっこうふくらんでるんですよ、ほら！」

「だーっ！　なにしてんの、くー！」

　くーは、僕の手を掴つかんで自分の胸に持っていった。

　ぷよん、と意外にしっかりと柔らかい感触が伝わってくる。

「こらこら、外でそんなことしちゃダメでしょ！」

「そ、そうなんですか？　私、せんせーなら別にいいですけど……」

　人の多い駅前で幼女の胸を揉もんでる男子高校生。

　どう控えめに見てもアウト、後ろに手が回る。

「え、あの人、外でって……家では普通に幼女にあんなこととか……？」

「どうする、そこに交番あるけど通報しとく……？」

「…………っ！」

　ヤバい、道行く女子大生っぽいおねーさんたちが、僕を社会的に抹殺しようとしてる！

「と、とにかく、無理だよ。小学生を働かせてたら店のほうが危ないでしょ」

「うっ……そうですね。ねこらにゃに迷惑はかけられません……」

　くーが、しょんぼりと肩を落とす。

「そんなにがっかりしなくても……あ、ねこらにゃのツイッターが更新されてる。お客さん、満員みたい」

「本当です。凄すごい、写真もありますね」

　許可をもらったのか、猫と一緒に遊んでるお客さんの写真も投稿されてる。

　ビラを受け取ってくれてる人はけっこういるけど、実際に店まで行ってくれるのは十人のうち一人いるかいないかだと思ってた。

「まだそんなに混む時間帯でもないのに、もう満員かー」

「……真ま香かちゃんは凄いんですね。私、なにもできないのに、真香ちゃんはお客さんをいっぱい集めて……」

「くーは元々お客さんなんだし、真香先生は大人で社会人なんだから、比べるようなことじゃないよ」

　大人で社会人なら、誰でも効果的な宣伝ができるわけじゃないけど。

　真香先生の有能さを思い知らされたな……そんな人に狙われてるのが僕です。

「そうですけど……くーも、早く大人になりたいな……」

「…………」

　くーは、ずいぶん気にしてるみたいだ。

　この子も変なところあるけど、いつもなら僕に胸を揉ませるような無む茶ちやはしないよね。

　真香先生は、くーにとってはライバルでもあるから、あの人に活躍されると心穏やかでいられないのかも……。

「あ、お店から救援要請が来てる。〝エマージェンシー〟だって。んじゃ、こっそり裏でお手伝いしようか」

「は、はい。こっそり裏でお手伝いします！」

「それくらいなら大丈夫だと思うよ。バイト代は出ないだろうけどね」

「猫カフェで働けるなんて、私にはご褒美です！」

「それもそうか。じゃあ、行こう」

　くーのしょんぼりモードも解除されたみたいだし、やりたいことをやらせてあげるか。

　僕は、くーの手を引いて店のほうへと向かう。

「待って、彩さい木ぎ！　私、この人と二人、どうするの!?」

　後ろから貴き宗そうさんが助けを求めてきてるけど、それも気にしない。

　トラブルが起きても、貴宗さんと瀬せ紀き屋やさんなら上う手まく対処するだろう。

　くーはちょっと可哀かわい想そうだけど──軽いお手伝いくらいが精一杯だよなあ。







　ネコミミエロメイド真ま香かちゃんの動画公開から初めての日曜日──

　猫カフェねこらにゃの店内は、千客万来だった。

「よし、いけるわ。このペースならきゃっとっとをぶっ潰すのも時間の問題ね」

「きゃっとっとを潰すのが目的じゃないでしょ」

　ねこらにゃのカウンター内。

　今日も手伝いに駆り出された僕と、様子見に来ている真香先生。

「しかし……化けるものですね」

「どう？　完璧でしょ？」

　ばちーん、とウィンクする真香先生。

　お綺き麗れいなロングの茶髪を後ろで無造作に結び、前髪はピンで留とめておでこを出している。

　大きな黒縁眼鏡をかけ、無地の黒いＴシャツにジーンズ。

　それに、ねこらにゃのロゴ入りのエプロン。

　特殊なブラでもつけてるのか、普段は自己主張が激しい胸もおとなしいサイズだ。

　なにより、なんというか──高たか嶺ねの花はなモード、本性モードのどちらでも放たれている圧倒的な美人オーラが消えている。

「見た目だけじゃなくて雰囲気まで変えられるのは凄すごいですね」

「気よ。大人になれば、気の操作くらいできるのよ」

「いつの間にかバトル漫画みたいな設定が……」

　とはいえ、真香先生が店内に入るには必要なことでもある。

「やっぱり、あのメイドのこともよく訊きかれるみたいですからね。あのメイドはスタッフじゃないのか、お店には出てないのかって」

　奇跡のメイドとまで呼ばれる、エロメイド真ま香かちゃんの人気は衰えることを知らない。

　動画公開から数日経たった今も、再生回数はドガガッと上がり続けてる。

「いいのよ、いいのよ。メイド真香ちゃんの役目は、お客さんをお店に誘導するまでが役目よ。メイドだけが目当ての浮うわついたお客さんは、こっちでノーサンキューだわ」

「ほとんど詐欺ですよね……」

　美人女優も目じゃないエロメイドでお客さんを引きつけておいて、お店にはメイド店員なんていません──だもんな。

　一応、真香先生はお客さんに見つからないようにカウンター内にこもってる。

　その上、今の〝地味な司書さん〟って感じの真香先生を見ても、あのエロメイドさんと結びつける人はいないだろう。

　まあ、ここ数日の客層を見る限り、メイドさん不在にがっかりしても、そのまま猫カフェを楽しんでる人も多いみたいだ。

　ねこらにゃが必要としているのは、そういうお客さんたちだ。

　詐欺同然で引っかけたというのは後ろめたいが、経営の危機だったんだしなあ。

「でも、いいのかな。真香先生のお父さんは、詐欺が嫌いなんじゃ……？」

「お父さんは別に詐欺は嫌いじゃないわ。詐欺に遭った自分が嫌いなだけよ」

「わー、大人だなー」

　幼稚園の先生をしばらく逆さか恨うらみしてた、どこかの慎まことくんとはえらい違いだ。

　その真香パパは、お店には出てない。今も二階にいるらしい。

　不幸オーラを抱えていて辛気くさいので人前には出ないとか。

「今のところは上う手まくいってるわね。ふふふふ、これで家賃の心配もしなくてよさそう。まだ彩さい木ぎ家との壁もぶち抜いてないのに、マンションを追い出されたら困るわ」

「なに企たくらんでるんですか、なにを！」

　ウチのマンションは賃貸だから、壁を壊したら賠償請求されちゃうぞ！

「おっと、この計画はまだ内緒だったわ。大丈夫、気にしないで」

「めっちゃ気にしますよ！」

「ああ、無む垢くさんもいいサクラになってるわね。これは予想外だわ」

「…………」

　真香先生は、店内にいるくーに目を向けている。

　おもちゃを使って、白猫のかごめと楽しそうに遊んでるところだ。

　周りには、くーのお友達も二人いる。

　日曜の今日は、友達を誘って遊びにきたというわけだ。

「幼女たちがいると、メイドだけが目当ての人たちは引き返しちゃうのよね。事案の怖さを教えてくれたネット様々だわ。子供も遊べるお店だってわかると、女性は安心して入れるしね。無む垢くさんには、年間パスを無料発行しようかしら？」

「先生もライバルをフル活用してますよね……」

　真ま香か先生、前に抜け目のないくーに呆あきれてたけど、人のこと言えないよね。

「くーも役に立ってるんだけど、本人はわかってなさそう……」

「いいんじゃないの？　ナチュラルに遊んでくれたほうが、本人にもお店のためにもいいでしょう」

「そうですけどね……」

　くーは、真香先生よりお役に立ちたいみたいだからなあ。

　でも、遊んでるだけで役立ってると言われても納得しないか。くーは真面目まじめだからな。

「お、お姉──恋れん紅くさん！　必要、手伝い！」

　カウンター内に飛び込んできたのは、貴き宗そうさんだ。

　今日も当然のように手伝いに駆り出されてる。

　そして、真香先生は念のために同僚の名前を偽名に使ってるわけだ。

「……うーん、まあいいか。変装がどこまで通じるか、試してみましょう」

「えーっ、本気ですか……」

　真香先生、堂々と客前に出て、エロメイド本人だってバレないかなあ？

　貴宗さんに連れられていく真香先生の後ろ姿に目をやる。

　珍しいパンツスタイル、スリムなジーンズに包まれたお尻に視線が吸い寄せられる。

「そこの不審者、お尻見てないでグラスを洗う！　もたもたしてると、営えい倉そう入いりだぞ！」

「は、はい！」

　今度は、瀬せ紀き屋やさんのご登場だ。下げてきたグラスやカップを僕に突きつけてくる。

　鬼軍曹の存在をすっかり忘れてた。

　一応、接客は女性陣がすることになってるので、僕の役目は裏での地道なお仕事だ。

　飲み物や軽食の注文は多くないから、バイト経験ゼロの僕でもさばける。

「……なあ、彩さい木ぎ殿よ」

「うわっ！　瀬紀屋さん、まだいたんですか!?」

「お店全体を見るのも私の役目だからな。フロアにばかりいちゃ、おろそかになる」

「何者なんですか、あんたは」

　ただの女子高生バイトのはずだけど。

「いいから、ほら。３番のカメラ、見てみ？」

「３番？　えーと……」

　カウンター内に置かれた液晶モニターに、店内の防犯カメラの映像が分割されて表示されている。

「これがどうかしたんですか？　特に異常はないと思いますけど。おばさん──じゃない、ご婦人一人のお客さんがいるだけじゃないですか」

　五十歳さいくらいの女性客が、穏やかに猫たちと戯れてる。

　もう初夏だというのにニットの帽子をかぶり、妙にふわっとした服装をしていて身長や体型はよくわからない。

　大きなサングラスに、ほぼすっぴん。ちょい怪しげだけど、異常でもないよね。

「ふっ、まだまだ甘いな、彩さい木ぎ殿。あの人は、ここらの猫業界じゃ有名な人だぞ」

「ね、猫業界？」

　猫友達だの猫業界だの、僕が知らない謎の用語が出てくるなあ。

「〝マダム〟って呼ばれてる。この一帯の猫カフェを制覇してるのはもちろん、野の良ら猫のモフモフにも熱心で、猫好きの鑑かがみみたいな人だな」

「幸せそうな人生ですね……」

　普通の放課後が過ごせない僕とはえらい違いだ。

「うん、それはいいんだけど、猫たちがマダムの周りに集まっちゃってるな。つっても、散開させるわけにもいかないし、他のお客さんを退屈させられないし……」

　確かに店内の猫たちの半分くらいが、マダムの周りに集まっちゃってる。

　羨ましそうにマダムを見てるお客さんたちもいるな。

「放っておくしかないのでは。猫と遊べなかったお客さんはリピーターにはならないかもだけど、マダムさんが悪いわけじゃないし──って、んん？」

「どうかしたのか、彩木殿。あー、そういや彩木殿は真ま香かさんをしょっちゅうじろじろ見てるもんな。年上好みと思ってたが、ずいぶん遠距離の相手も狙い撃つんだな」

「なんの話ですか！　そうじゃなくて！」

　僕のストライクゾーンの話は、どうでもいい。

「あの人、もしかして……？」

　って、僕の想像が当たっていたらこれはヤバいかも！

　あのマダムさん、まさか──







　店内は、そこまで混み合ってはいない。

　猫にストレスを与えないために、入店可能な人数は絞っているからだ。

　瀬せ紀き屋やさんが言ってたように、猫カフェの主役はあくまで猫。お客様は神様じゃない。

　その猫たちがくつろいでいる空間の片隅。

　空間に同化してるみたいな、自然な馴な染じみ方で座り込んでいるご婦人がいる。

　にこにこと相そう好ごうを崩し、デジカメでたまに写真も撮りつつ、猫たちをはべらせてる。

「はあぁ……こんなお店があったなんて。私としたことが、とんだチェック漏れでした。いかがわしい動画で気づいたというのが引っかかりますが……」

「……えーと、教頭先生ですよね？」

「…………っ!?」

　びくん、とマダムが身体からだをフリーズさせて、とたんに猫たちが離れていった。

　すぐに、他のお客さんたちが猫たちに群がっていく。

　おお、熾し烈れつな猫争いが……って、そんな場合じゃなくて。

「……な、なんのことでしょう、店員さん……って、二年の彩さい木ぎくん!?」

「やっぱり教頭先生じゃないですか」

　カマをかけたわけじゃないのに、誘導に引っかかったみたいになってる。

　僕の名前を知ってるってことは──間違いないじゃないか。

「な、なぜ私の変装を……教師になって三十年、プライベートでの変装を生徒に見破られたことは一度としてなかったのに」

「教頭先生、普段は厚化粧なのに今日はノーメイクですね。化粧しないことが変装になっているんでしょうけど、逆に怪しくてじっと見ちゃいますよ。よく見れば、わかります」

「厚化粧……？　女性への気遣いを教えましょうか、彩木くん」

「あ、失礼しました。え、えーと……なんでわざわざ変装してるんですか？」

「生徒と私、お互いのために決まってます。休日に顔を合わせても利益はないでしょう」

　教頭は、ニット帽をさらに深くかぶって顔を隠そうとする。

「特に生徒のほうは、私の顔なんて見たくもないでしょうから」

「……そんなことは」

　ないとは言えないけど、ご本人の前で「そうですね」とは言えない。

　お堅い先生は、やっぱり生徒には敬遠されがちだからなあ。

「そういえば、あなたは異様に疑うたぐり深ぶかい子でしたね……」

　まあ、僕をその辺の生徒と一緒にされては困る。

　疑り深いってことは、注意深いってことだ。

　エロメイド真ま香かちゃんの正体だって、知らなくても気づいたんじゃないだろうか。

「まさか、彩木くんがこんなところに。いえ、なぜこのお店にいるんですか？」

「……知り合いのお手伝いです。お給料は発生してないので、バイトじゃありません」

　そういや、ここでの仕事は学校に許可をもらってないんだった。

　一瞬、冷や汗かいたけど、嘘うそは言ってない。

　売り上げがヤバいお店からお給料もらうのもなんだったしね。

「それなら、うるさいことは言いませんが……ああ、教師としてお店の人にご挨拶しておきましょうか」

「いえっ！　今は責任者さんがいないので！」

「ああ、そうですか」

　ヤバい、ヤバい。真ま香か先生のお父さんの店だってバレると面倒くさい。

　ていうか、真香先生、ここから三メートルの距離にいるんですけど。

　お互いに変装してるから、真香先生も教頭も気づいていないという……。

　考えてみれば本気でヤバかったな。

　真香先生のお父さんの店で、真香先生と一緒に僕が働いてる。

　教頭がこの事実に気づけば、さぞ想像をたくましくするに違いない。

「そ、それにしても……教頭先生、そんなに猫がお好きだったんですね。この界かい隈わいじゃマダムと呼ばれてるとか」

「…………っ！」

　教頭フリーズ、再び。

「な、なにが目的ですか、彩さい木ぎくん。私になにを要求するつもりですか」

「脅しませんよ！」

　厳格で知られた教頭が、猫たちにゆるゆると顔を緩ゆるめてるところは見られたくなかっただろうけど。

「せんせー、どうしたんですか？」

　くーが白猫のかごめを抱っこして、とてとてと近づいてくる。

「せんせー……？　彩木くん、幼女を手て懐なずけてそんな呼び方をさせてるんですか？」

「手懐けるって、人聞きの悪い！」

「確かに、藤ふじ城き先生とのことで誤解してしまって申し訳ないとは思いますが……」

「ロリコン確定しないでください！」

　真香先生との関係を疑われるのも困るが、ロリコン疑惑もとても困る。

「この子は、ただの知り合いの娘さんです！」

「た、ただのー！　知り合いの、娘ー！」

　しまっ……！　くーがショックを受けてる！

「ちょ、ちょっと待ってて、くー。この人こそただの知り合いだよ。気にしないで」

「…………？　はい、かごめちゃんと遊んでます」

　くーが素直に頷うなずいて、かごめを床に下ろして遊び始める。

　かごめは、ずいぶんとくーに懐いてるみたいだ。

「この小学生……なかなかのテクニック。若い頃の私を見ているようですね……」

「なんのテクですか、なんの」

　いや、そんな話はどうでもいい。

　ロリコン疑惑はともかく──今がチャンスなのかも。

「教頭先生、この前は僕から説明できませんでしたけど……準備室の件です」

「あの、彩さい木ぎくん？　猫カフェで真面目まじめな話をされても困るんですが」

「学校の職員室だの相談室だのは僕ら生徒にとってはアウェーなんですよ。最初から、負ける雰囲気をつくられてるんですから」

「……あなた、初等部時代からの問題児だとは知ってましたが、言いたいことを言うじゃないですか」

　教頭が、大きなサングラスをずらして、僕に目を向けてくる。

「だから、ここで言わせてください」

「仕方ありませんね……聞きましょう」

　僕は、ちらっと後ろを確認する。

　真ま香か先生はこっちには気づかず、熱心に接客中だ。

　あの人には聞こえないだろう。

「真香先生は──藤ふじ城き真香先生は、いい先生です」

「………………………………え、それだけですか？」

　僕は無言でこくりと頷うなずく。

　虫がどうとか、ごちゃごちゃ説明したって嘘うそくさくなるだけだ。

　嘘や裏切りに敏感な僕だからこそ、それがわかってる。

　教頭は教員の道三十年、生徒の嘘なんてうんざりするほど聞いてきただろう。

　だから、本当のことだけを──僕が心から思っていることだけを話す。

　ええ、かっこよく言ってるだけで、スカートたくし上げの件をごまかすつもりですが、なにか？

「……私は立場上、あまり若手と話す機会はないのですが、藤城先生がいい先生であることは知ってますよ。彼女は優秀ですし、なにより生徒のことをよく見ています」

　教頭は、また近づいてきた猫を愛いとしそうに撫なでる。

「最近は彼女とできるだけ話す機会を持って、確信できました。一筋縄ではいかない気もしますけどね」

「…………」

　ヤバい、真香先生の本性モードに感づいてるのかも。

「そうですね、彼女ならできるかもしれません。初等部以来の問題児を卒業前に更生させることが」

「えっ、僕の話!?」

「迂う闊かつに彩木くんのことを任せたら、教師のほうが潰されそうじゃないですか」

「それも人聞きが悪いです！　僕のせいで辞めた先生とかいませんよ!?」

「藤城先生が一人目になったらどうするんです。彼女のような優秀な教師に去られては困るんですよ、最近は教師の質も下がってますから」

「…………」

　おいおい、おいおいおいおいっ！

　僕か、僕が悪いのか!?

　真ま香か先生と僕の接触が禁止されてきたのは、スカートたくし上げのせいじゃなくて。

　僕の悪あく行ぎようのせいなの!?

　いや、悪行っていうほどのことはしていないはずだけど！

「では、藤ふじ城き先生には彩さい木ぎ慎まことくんの更生という大仕事をお任せしましょう。あなたのほうも、藤城先生をいい先生だと思ってるなら、勝算もあるでしょうしね」

「……プライベートの時間に変なお話をしてすみませんでした」

　いろいろ納得はいかないけど、納得したことにしておこう。

「教師の道を選んだときから、プライベートなんてあきらめてますよ。変装して別人のマダムを気取るのが精一杯ですから」

「……ごゆっくり、マダム」

　僕は一礼してから、教頭──教頭先生から離れる。

　向こうはお金を払って遊びにきてるんだから、あまり邪魔をしちゃ悪いよね。

「ああ、そうだ、彩木くん」

「え？」

　振り返ると、教頭先生はこっちに視線を向けずに、抱き上げている猫を見ながら──

「藤城先生、変装が甘いですね。見抜けるのは、あなただけではないかもですよ？」

「…………」

　えぇー……。

　ちょっとちょっと、教頭先生ってばどこまでわかってて、どこまでわかってないの？

「私だって、教師の道三十年、いろんなことがあったんですよ。これは秘密ですけどね」

「…………はい」

　僕は、〝先生〟って人たちのことは嫌いじゃなくなってきてる。

　でも同時に、先生たちのことがだんだん理解できなくなってきてるかも……。

　それは、決して悪いことではなさそうだけどね。
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　六月は梅つ雨ゆの季節──

　とはいっても、六月のうちは意外と雨は降らない。

　既に関東も梅雨入りしてるのに、あまり傘を差した記憶がないくらいだ。

「あー、雨降らないかなあ……」

「彩さいくんってばエッチだなあ！　雨で濡ぬれたあたしの体操着姿を見たいなんて！」

「はー、突っ込むのも面倒くさい……」

　なぜか、縫ぬいと並んでグラウンドに向かっている僕。

　次の授業は体育で、男子はサッカー、女子はテニスらしい。

　雨が降れば視聴覚室でサッカーの名試合なんかをのんびり観みられるのに。

「今さら、縫の体操着姿なんて見てもなあ」

「めっちゃディスられてる！　彩くん、あたしにだけ異様に遠慮がなくない!?」

「ああほら、僕らって初等部からの付き合いなんだし、いいかなって」

「あたしの存在、完全にスルーしてたくせに！　いいように事実を利用してるっ！」

　事実ならいいんじゃないかな。

　まあ、縫の体操着姿はそりゃ可愛かわいい。

　聖せい華か台だい学院の体操着は、男女でほとんど違いがない。

　上は無地の半袖シャツに、下はハーフパンツが基本。

　ジャージをこよなく愛する縫は、今日もきちんとシャツの上に羽織ってる。

「縫、ジャージはそろそろ暑くない？」

「暑いけどさー、体育の先生からも言われてるんだよね。男子の目があるところでは、頼むからジャージを着てくれって」

「なるほど……」

　縫は巨乳グラドル、薄いシャツ一枚だと胸部の破壊力が大きすぎる。

　ジャージを着たところで、胸元は充分なほど強調されてるけどね……。

「でも……彩くんのためならジャージどころか……体操着を脱いでも、いいよ？」

「僕、縫のおっぱいは見飽きたんだよなあ」

「みっ、見飽きた!?　ここまで屈辱的な！　屈辱的な台詞せりふがあるだろうか、いやない！」

「……そのテンションに付き合うのもめんどい」

　見飽きた、というのは半分嘘うそだけど。そこまで頻繁には見てない。

「ふー、疲れてるのかなあ。いつも以上に体育がめんどい」

「なにもかも面倒くさそうだね。そういや、真ま香かティーとくーたんと一緒に猫カフェを手伝ってたんだよね？」

「先生とくーはまだ手伝ってるよ。僕も忙しかったらヘルプに入るけど」

　教頭先生の来襲から数日。

　今も、猫カフェ〝ねこらにゃ〟の業績は回復傾向にある。

　さすがに動画公開直後ほどじゃないけど、リピーターも少なくないようで。

　ライバル店のオープン前以上のお客が入ってるみたいだ。

　きゃっとっとのほうも潰れるようなことはないらしい。

　同業他社で、仲良くしのぎを削っていってほしいものだ。

「あたしに声をかけてくれたら、客引きくらいなんぼでもしたのに」

「真ま香か先生が言ってたけど、縫ぬいってけっこうギャラ高いらしいね」

「なんだとっ！　あ、あたし、そんなにお給料もらってない！　まさか……ピンハネされてる!?　大人は汚い!?」

「お金がなくても満足できていればそれでいいんじゃない？」

「他ひ人と事ごとだと思って適当だね！　むう、お金さえあれば彩さいくんの愛だって買えるのに」

「買えない、買えない」

　あと、愛とか言うな。

「あ、そうだ。思い出した。昨日、縫の事務所から段ボールが届いてたんだけど」

「およ、もう届いたんだ、よかった、よかった」

「よくないよ！　段ボールにぎっしり、漫画雑誌が詰め込まれてんだよ！　それも全部同じ号が！」

「当たり前じゃん。あたしのグラビアが載ってる雑誌だもん。他の人のグラビアが載ってる雑誌を送ったってしょうがないよ」

「一冊でいいでしょ！　僕も撮影手伝ったんだから、見本くらいはほしいけどさ！」

　そう、以前に僕が撮影を手伝った縫のグラビアが掲載された青年漫画雑誌が刷り上がったのだ。

　一応、僕も撮影スタッフってことで発売前に見本が送られてきたんだけど……。

「どんなに汚したり切り貼りしたりしても、段ボール箱いっぱいあれば予備には困らないよね？　どうよ、この気遣い！」

「別の気遣いがほしかったなあ……」

　汚すとか切り貼りとか、意味は追及しないことにする。

「まったく、いろいろ憂鬱なのに縫の面倒まで見てられないんだよなあ……」

「えらく疲れてるね。彩くん、あたしにぶん回されても平気そうだったのに。猫カフェの仕事、そんなに大変だったの？」

「まあ、慣れない労働は大変だったけど──それより、これから疲れそうというか」

「これから……？　なんじゃい、そら？」

　ふーっ、と僕はため息をつく。

　春からここまで、トラブルが続いていると先の予想もつくようになる。

「ほんの何日かだけど、学校でまともに接触できない日が続いたんだしね。たぶん、たまってるんじゃないかなあ」

「んん……？」

「そろそろ来るよ、来る。あの人が──来る。本気で、全力全開で、あの人が」







「はい、みなさん整列してください」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　野郎どもが、グラウンドが揺れるほどの歓声を上げた。

「ご近所の迷惑になるので静かにするように。はい、そこ。スマホをしまいなさい。授業中に写真を撮らない」

　グラウンドに集まった男子生徒たちの前に立っているのは──

　ジャージ姿も麗うるわしい、高たか嶺ねの花はなの藤ふじ城き真ま香か先生だった。

　教頭先生から僕の指導を任されて、〝来る〟とは思ってたけど、意外なご登場だ……。

「竹たけ井い先生が急きゆう遽きよ早退されたので、今日の体育はわたしが見ることになりました」

　身体からだにぴったりフィットするジャージのおかげで、真香先生の素晴らしいスタイルがよくわかる。

　大きくふくらんだ立派なお胸、これでもかとくびれた細い腰、すらりと長い脚──

　そりゃ、男子高校生が騒ぐのも当然。

　普段のお堅いスーツ姿を見慣れてる分、ジャージ姿が新鮮だしね。

「といっても、わたしには指導などはできませんので。今日はサッカーの予定でしたね。素人しろうとのわたしが監督してケガをされては困るので……」

　真香先生は、持っていたサッカーボールをぽんと放り上げて。

　膝に足先、頭、さらに足裏まで使って器用にリフティングする。

「おお────っ！」

　今度は、さっきとは違う歓声が上がる。

　危なげのない見事なリフティングに、男子たちは本気で感心してる。

「サッカーボールで軽く遊びましょう。それなら、わたしも参加できますしね。どう、英語教師も一緒に遊んでいいかしら？」

「うおお────っ！」

　拒否する男子がいるわけもない……ていうか、盛り上がりすぎです、おまえら。

　まだ続いているリフティングで──ぽよん、ぽよんとジャージを押し上げている胸が弾むように揺れてる。

「…………」

　おい、みんな。あまり見るな。真ま香か先生は僕の──

　──僕の、なんなんだ？

　こういうのって、独占欲とかいうんだろうか……。

　真香先生がＳＩＤシドに向けてる敵意はどうかと思ってたのに、人のことは言えない……？

　なんだか釈然としないままだったけど──

　こんなに盛り上がった体育は、高校二年までの学校生活で初めての体験だった。

　まあね、高たか嶺ねの花はなの真香先生とたっぷり遊べたんだからね。

　男子どもが大喜びするのは当たり前というか。

　リフティング、ＰＫ対決、身体接触が即ファウルのミニサッカー、と真香先生はすべてに参加して。

　サッカー部員とすらまともに渡り合うという、身体能力の冴さえを見せていた。

　あの人、本当になにをやらせても優秀だなあ……。

　運動神経バツグンなのはわかってたけど、本職のキーパー相手にゴールを決めちゃってたよ。

「最後にトータルの成績を発表しましょう。ビリの人は、用具の片付けをお願いね」

「…………」

　成績トップはもちろん、サッカー部のレギュラーでもあるクラスメイト。

　そして、栄誉なきビリは──彩さい木ぎ慎まこと。

　って、おおおおおおおおおおおいっ！

「ちょ、ちょっと待ってください。一人で全部片付けろっていうんですか？」

「次は昼休みだから大丈夫よ。あ、チャイム鳴ったわ。それじゃ、授業はこれまで」

「…………」

　男子どもは、普段はまともに言わない「ありがとうございました！」をこれでもかと大声で叫ぶ。

　こいつら、真香先生に飼い慣らされすぎです……。

　とにかく、非情にもクラスメイトたちは解散。

　楽しい楽しい昼食をとるために、校舎へと戻っていった。

　女子は早めに切り上げたらしく、グラウンド横のテニスコートには、もう誰もいない。

　仕方ない、やれと言われた以上は一人でやるしかない。

　体育倉庫は、グラウンドの隅にあってけっこう遠い。

　サッカーボールが詰まったカゴを、ずるずる引っ張っていく。

　ああ、面倒くさい。まだスコアボードとか、細々とした用具もあるし。

　最近、肉体労働が多いなあ。小柄な僕には身体からだを使う作業は向かないっていうのに。

　三回ほどグラウンドと体育倉庫を往復して──

「はー……一人でやる作業じゃないでしょ、これ。あと、ボールのカゴがもう一つか。さっきのより大きいんだよなあ、あれ」

「このカゴのことかしら。運んできたわよ」

「ああ、ありがとうございま──って、真ま香か先生!?」

「ふふ♡」

　真香先生はサッカーボールが詰まったカゴを適当に押し込むと──

　不敵に笑って、後ろ手に体育倉庫の扉を閉じた。

「……なんで扉を閉めるんですか？」

「開けたら閉める。常識でしょう？」

「時と場合によりますよ！」

「ごめんなさい、彩さい木ぎくん。君にだけ重労働をさせちゃって。でも、君がビリだったのは事実だから、わたしにもどうしようもなくて」

「……先生、その点について、僕のほうから質問があります」

「はい、彩木くん」

　真香先生が、びしっと僕を指差してくる。

「リフティングのとき、真香先生が僕らにボールを配りましたよね。僕が受け取ったボール、空気が抜けてベコベコで、リフティングどころじゃなかったんですけど」

「サッカー部は、用具の扱いがなってないわね。ボールに空気が入ってないなんて」

「ＰＫ対決のとき、キーパーはサッカー部の本職だったし、僕がキーパーやったときの相手はサッカー部のエースでしたよ」

「組み合わせはランダムよ」

「ミニサッカーでは、真香先生がしつこく僕をマークしたせいで、一回もボールに触れなかったんですけど」

「勝負の世界は非情だから、彩木くんが相手でも手加減はできなかったの。試合で一回もボールにタッチできなかったのが、ビリになった決定打だったわね」

「全部あなたの仕込みでしょ!?」

「この程度、わたしには造作もないことよ」

「難易度の話なんてしてませーん！」

　仕込んだことを否定すらしないんかい！

　ボールの空気、組み合わせは裏工作、最後のミニサッカーは直じかで仕掛けてきたから仕込みとは言えないかもだけど。

　すべては、体育倉庫に僕を誘導するため──

「久しぶりの〝教育〟だもの。念には念を入れて準備をさせてもらったわ」

「先生って、しょーもないことにも労力を惜しまないですよね……」

「全然しょーもなくないわ！　彩さい木ぎくんへの教育はわたしの最優先事項なのよ！」

「真ま香か先生、なにをやらせてもハイスペックなのに、性格がすべてを台無しにしてますね……性質と言ったほうがいいかもですけど」

「悪口を言われても、全然平気。ああ、やっと彩木くんに教育できる……」

「……竹たけ井い先生が急きゆう遽きよ早退したそうですけど、一いつ服ぷく盛もったんですか？」

「君はわたしをなんだと思ってるの？」

　そこまでするわけないでしょう、と真香先生がぷうっと頬ほおをふくらませる。

　今の一連の会話を人が聞いたら、「そこまでする」と思うんじゃないかな。

「竹井先生の早退はたまたまよ。一日置きっぱなしだったパック寿ず司しを食べたらしいわ。それはどうでもいいとして──ああ、どうしたらいいの？」

「ん？」

「ま、まさか体育倉庫に閉じ込められるなんて。助けが来るまで待つしかないわ！」

「なんですか、その小芝居は!?」

　扉を閉めたのは真香先生だし、外から鍵をかけられたわけでもないよね！

「でも、ちょうどいい機会だわ。彩木くん、運動後のクールダウンはちゃんとしないと」

「え？　さっき、授業の最後にやった──」

「ストレッチは重要よ。わたしがお風呂上がりに毎日やってるストレッチを伝授してあげるわ。彩木くんだけ特別よ？」

「い、いやあ、僕だけ特別扱いだとクラスのみんなに悪いかな……」

「別にいいでしょう。親しい友達もいないんだし」

「ズバリ傷つくことを！　と、友達くらいはいますよ！　縫ぬいとか貴き宗そうさんとか！」

「女友達ばかりというのはいただけないわね……」

　はっ、殺気!?

　真香先生の背後に、禍まが々まがしいオーラがゆらめている。

　同性の友達もいるんだけど、親しいと言えるほどの相手はいないんだよね……。

「いえ、その辺についても今は置いておきましょう。まずは彩木くんの身体からだをほぐしてあげないと」

「えーっ……」

「わたしのテクニック、骨の髄まで味わうといいわ！」

　なんて恐ろしい宣言だ。

　真ま香か先生は、羽織っていたジャージをするっと脱ぎ捨てた。

　ジャージの下は──薄いグレーのタンクトップ。短めで、白いお腹なかがあらわになってる。

　僕が止める暇もなく、先生はジャージの下も脱ぎ捨ててしまう。

　下は、妙にぴっちりとしたスパッツだ。

「なんですか、そのヨガ講師みたいな格好は！」

「ただの運動着よ。そんなに驚かなくても」

「…………」

　無理ってものだよ、それは。

　大きく盛り上がった豊かな胸が形まではっきりとわかるし、腰のくびれも太ももまでの曲線もばっちりだし。

「んん？　せ、先生、ちゃんとブラジャー……下着、つけてますか？」

「このタンクトップが下着代わりなのよ。ジャージを脱がなきゃわからないし、問題ないでしょう」

「ええ、脱がなきゃ問題ないですけど！」

　目の前で脱がれたら問題あるでしょう、健全な男子高校生的に！

「ええい、ごちゃごちゃ言わないの。わたしがストレッチの真髄を教えてあげるから、そこに横になりなさい！」

「うわっ」

　真香先生に突き飛ばされ、走り高跳び用のふわふわマットに転がされる。

「あら、彩さい木ぎくん、イケない子ね……こんなにガチガチに固くなっちゃって……」

「普通に、身体からだが固いと言ってください！」

　うつぶせにされ、その上に真香先生が乗っかるような体勢になってる。

　腕をぐぐっと後ろから引っ張られ、肩から背中がほぐれていく。

　ああ、これは意外と気持ちい──

「って、ぎゃああああっ、痛いっ、先生、痛いですよっ！」

「はー、わたしもいつか、彩木くんに〝痛い……でも、幸せだからもっと来て……〟とか言いたいものだわ」

「なんの話ですか!?　肩が、肩が外れる！」

　ストレッチじゃなくてサブミッション関節技じゃないのか、これ!?

「ストレッチは少し痛いくらいじゃないと。じゃ、次は背中ね」

「うぎゃああああっ、背中、背中が割れるっ！」

　美人先生にストレッチというか、マッサージで責められるとか、ご褒美なの!?

「そういえば、彩木くんはこのところ大変だったものね。グラドルだの幼女だの猫だのミリタリー系だの、対処に困るキャラがいっぱいだったわね」

「一番対処に困ってる人が、今まさに僕を拷問してるんですけど！」

「やだもう、彩さい木ぎくん。わたしが一番だなんて。最近、遠慮がなくなってきたわね」

「だから、都合のいいところだけ切り取らないでください！」

　確かに、春からこっち、いろいろありすぎて身体からだにキてるけどさ！

「それじゃあ、もうちょっと軽めにいきましょうか」

「わっ……!?」

　真ま香か先生が、うつぶせになった僕にぴったりと身体をくっつけてくる。

　おっ、おっぱいが！　たわわでふわふわなおっぱいが、背中に押しつけられてる！

　しかもノーブラ！　ふよよん、ぷるるんとした感触がほとんどダイレクトに来る！

「せ、先生！　なにしてるんですか！」

「痛いみたいだから、今度は柔らかいもので背中をほぐしてあげようと思って」

「意味ないですよね、それ！」

　真香先生は、僕の背中をおっぱいでこするようにしてる。

　おおお、こっちも半袖シャツ一枚という薄着なのに！

　タンクトップ越しのノーブラおっぱいでの刺激は強烈すぎ……！

「本当に？　本当に意味ないの？」

「……今さらですけど、どんな教育ですか」

「ふっ、彩木くんにしては減らず口も勢いがないわね。どうせなら生おっぱいで──」

「ぎゃーっ、それ以上は無理です！」

　僕は、猫のようにするりとマットと真香先生の間からすり抜ける。

　最近、嫌な客から逃げる猫の姿を見てきたからできる芸当だ！

「きゃんっ！」

「あっ？」

　僕が勢いよく逃げたはずみで、真香先生はその場に尻餅をついてしまっていた。

　しまった、先生をはね除のけるつもりはなかった、のに──って、おおい！

「ま、真香先生っ……すみません！」

「え？　なにを謝って──って、きゃああああああああああああああああっ！」

　真香先生も、自分の姿に気づいたようだった。

　僕が強引に抜け出したせいで、タンクトップがぺろりとめくれて。

　片方のおっぱいが、ノーブラの生乳があらわに！

　真香先生が驚いたはずみで、Ｅカップおっぱいがぶるんと揺れちゃってたし！

「み、見た……？　見たわよね、間違いなく？」

「……わ、忘れることにします……」

　今度こそ、間違いなく、完璧に完全に真香先生のおっぱい見ちゃったよ……。

　胸の先端の……ピンク色のアレまでばっちりと……。

「わ、忘れちゃダメでしょう！」

「ダメなの!?」

「見られた上に忘れられたら、単なる見られ損だわ！」

「そんなヤケクソにならなくても……」

　真ま香か先生の胸を見る機会は何度かあった──けど、ここまでしっかり見たのは初めてだなあ。

「この前、天あま無なしさんの胸も見てたしね……わたしだって負けてられないわ」

「なんですか、その対抗意識……」

　やっぱり、僕ばっかりが得をしているような。

　真香先生のジャージ姿で興奮してたクラスメイトたちに申し訳ないくらいだ。

「と、というか、そのタンクトップ、早く元に戻して──」

「きゃあああああああっ！」

「ええっ!?」

　真香先生が起き上がり、もの凄すごい速さで僕に抱きついてきた。

　ぎゅううううっと、内臓が潰れそうなほど強くしがみついてくる。

　まだ片かた乳ちちはあらわなまま──つまり、生のおっぱいが僕に押しつけられてる！

「な、なにしてるんですか、真香先生！」

「ハチ、ハチよ！　ほら、あそこに飛んでる！」

「……ん？　あ、ああ……本当だ」

　体育倉庫の奥のほうで、ブンブンと音を立ててハチが飛んでいる。

「んー……？　あれって、ただのミツバチですよ。めったに刺しません」

「刺すかどうかは問題じゃないの！　あのハチ、なんとかして、彩さい木ぎくん！」

　マジで怯おびえてる真香先生は、僕の身体からだを抱き潰すかのような勢いだ。

「……ハチが嫌いっていうのは本当だったんですね」

「う、嘘うそには本当のことをまぜるのがポイントなのよ……！」

　うーん、本気で怖がってる真香先生ってだいぶレアだなあ。

　僕にとっては、片乳よりも珍しいかもしれない。それもどうなんだ。

　いや、なんにしても──

　がっちり抱きつかれてちゃ、ハチをどうこうすることもできないんだけど。

「あの、真香先生、ちょっと放して……」

「ダメ！　男の子ならわたしを守って！　愛する女を守ってこそ男でしょ!?」

「いつから愛してる設定に!?」

　そりゃ、これだけ怯えてる女の人を突き放すなんて無理だけどさ。

　というか、無理に放したらまたおっぱいが見えちゃう……。

　ハチは、そのうちどっかに行くだろう。

　それまで──真ま香か先生からの熱烈なハグを楽しみ続けることになるのか。

　今日のお昼ご飯はあきらめたほうがよさそうかな……。







　翌日、朝──

　くーと一緒に登校中。

「そういえば、くーもさすがに帰ったほうがいいんじゃない？」

「なーっ!?」

　そこまでショックを受けなくても。

「そろそろ家出の最長記録でしょ？　くーのお父さんたちも心配してるだろうし」

「美み春はるおねーちゃんは、私のベッドを注文しようとしてますけど……」

「本格的に住み込ませようとしてるね、ウチの妹は」

　美春はくーが大のお気に入りだから、家出が長引くほど願ったり叶かなったりだろう。

「もういいじゃん……くーちゃんは、美春の妹ってことで。お父さんに養子縁組のお願いしておこうかな」

「こらこら、本気にしそうだからおねだりしないように」

　ちなみに、今日は珍しく美春も一緒だ。

　両親は美春を溺愛しているので、本気で養子縁組の手続きを始めかねない。

「おはーっす、彩さいくん、みはるん、くーたん！　今け朝さはお揃そろいだね！　うわーお、彩くん、ロリと妹で両手の花に、巨乳のあたしまで加わってイッツパーフェクツだね！」

　今度は、聖せい華か台だいが誇るグラドルがご登場。

　元気いっぱいで、無意味にカバンを振り回してる。

　ついでに、その勢いでおっぱいまで揺れちゃってる。

　こらこら、朝から健全な男子高校生を刺激しないように。

「お、おはよーございます、縫ぬいおねーさん。助けてください、このままじゃ私、せんせーのお家うちからついほーされちゃいます」

「へー、彩くんってば割と鬼畜。そんな気はないくせに、追い出すフリをしてロリに恩を着せようとするなんて」

「そんな発想できる縫こそ鬼畜じゃないの!?」

「ほう、鬼畜がいるのか。悪魔なら私の出番だが……まあ、いい。どうも最近、天あま無なし縫は抜け駆けの嫌疑がかかってるからな。ついでに祓はらっておくか」

「あたしは悪魔じゃないから、お祓いで消滅しないよ!?」

　かと思えば、今度は美人生徒会長兼シスター見習いさんが出現。

「おはようございます、カレン会長。いつも早いのに、珍しい時間にいますね」

　この黒髪ロング巨乳さんは、見本となる生徒会長だけあって、遅刻なんてしない。

「修道院の掃除が長引いてな。彩さい木ぎ慎まこと、ネクタイはきっちり締めろ。本当にいつもだらしないな」

「す、すみません」

　会長が僕のすぐ前に立って、緩ゆるめていたネクタイをきゅっと締め直してくる。

　綺き麗れいな黒髪から、ふわっと甘い香りが漂ってきて──

「でもネクタイは暑苦しくて──って、会長！　首、首が絞まってます！」

「どうも最近、私が蚊か帳やの外にされてる感があってな。私はこれでも、ＳＩＤシドのリーダー、おまえにとっては最大の宿敵だぞ？」

「敵ではないでしょ、敵では！」

　カレン会長の魔手から逃れ、呼吸を整える。

　この会長さんも、真ま香か先生と同じく身体能力もバツグンなようだ。凄すごい力だった。

「あ、あのー。今は、私が追い出されるかどうかって大事なところなんですけど……」

「彩木慎が神しん樹じゆ無む垢くを追い出すことはないだろう。おまえが帰ると言い出さない限り」

「そ、そうなんですか？　つんでれ？　前に美み春はるおねーちゃんに教わった、つんでれってアレなんですか、せんせーは？」

「……美春、おまえは子供になにを教えてるの？」

「美春は、くーちゃんの第二の先生みたいなものだよ」

　この妹、完全に開き直ってやがる。

「……彩木、朝からハーレム。たぶんあとで、男子からボコられ」

「貴き宗そうさん、物騒なこと言いながら他ひ人と事ごとみたいに通り過ぎないで！」

　いや、これで貴宗さんにまで絡まれたら僕の手には負えないけど。

　あー、まだ朝だっていうのに疲れるなあ……。

「んん？」

　急に、頭の中で、ＢＧＭが鳴り始めた……！

　僕が生まれるはるか前につくられた、サメ映画の大傑作のＢＧＭが。

　なんだ、なんでジョ●ズのＢＧＭが……？

　実は僕、海外ドラマや漫画やアニメだけじゃなくて、映画もけっこう好き。

　もちろん、古い名作も押さえてる。

　その古い名作の伝説的なＢＧＭが頭の中で響く中──

　ブロロロ、とエンジン音を響かせて──赤いフィアットがゆっくりと通り過ぎていった。

「げげ……」

　ま、真ま香か先生、今日は遅いご出勤で……。

　しかも、珍しく自家用車出勤なんですか。

　先生が、こっちをちらりとも見てなかったのが逆に恐ろしい。

　もちろん、僕とＳＩＤシドメンバー＋貴き宗そうさんに気づいてないってことはないだろう。

　やべぇ、昨日の体育倉庫のアレだけで大変だったのに。

　朝からＳＩＤメンバーと絡んでるところを見られちゃったら──

　せ、先生がどんな〝教育〟を企たくらむことか。







　僕は、本物の鬼畜を見た。

　マジで、カレン会長に悪魔祓ばらいをお願いしたいくらいだった。

　シスターに鬼畜を祓えるのかは知らないけどさ。

　恐ろしき鬼畜の名前は、藤ふじ城き真香という。

「や、やっと終わった……！」

　持っていたシャーペンを、ノートに叩たたきつけるようにする。

　そのノートには英語の訳文がびっしりと書き込まれてる。

　今日、真香先生にテキスト数ページ分の和訳を指示されたのだ。

　なんでも「生活態度に問題があるのでその罰」だとか。

　ちなみに、罰が与えられたのは僕一人だけ。

　真香先生の授業の最後に、クラスのみんなが見ている中で指示されたんだけど。

　僕にだけ過酷な罰が与えられたことに、誰も疑問はなかったらしい……なぜだ。

「もう六時じゃないか……こんな遅くまで残るハメになるなんて」

　部活も委員会もやってない僕は、めったに居残りなんてしない。

　さっさと課題を提出して帰りたいけど……間違いなく〝教育〟が待ってるよね。

「はー……」

　この前は、準備室に行ったら真香先生に背後から驚かされたっけ。

　後ろにも気をつけておかないと。

　というわけで、英語科準備室に到着。ドアをノックして──

「真香先生、失礼しま──」

「ま、待った！　彩さい木ぎくんでしょう、入っちゃダメ！」

「…………？」

　あれ、これは予想外の反応。

　ドアの向こうから、ドタバタと物音が聞こえてくる。

　お着替えの最中だとか？　まあ、僕がいつ来るかまでは先生にもわからないしね。

「えーと、先生。課題は終わったんですけど」

「お、お疲れ様。それなら、課題はドアの前に置いて──きゃあっ！」

「真ま香か先生!?」

　入っちゃダメと言われても、そんな悲鳴を聞かされたら。

　まさか、ハチが乱入してきたとか？

「入りますよ、先生！　どうしたんですか!?」

「い、痛いたたたた……わたしとしたことが……さっ、彩さい木ぎくん!?」

「…………」

　最近、思わず無言になる事態に遭遇しすぎだよね、僕。

「いつかやらかすと思ってましたよ……」

「ええ!?　驚いてないの、彩木くん！」

「いえ、驚いてます。予想していた上で、充分に驚く事態ですよ、これは。驚きすぎるとリアクション取れないもんなんですね……」

「……あの、あんまりじっと見ないで？」

　それは無理っていうものだろう。

　真香先生は転んだらしく、床にぺたりと座り込んでいる。

　その先生の服装は──聖華台学院高等部の制服だった。

　しかも、なぜか夏服じゃなくて、ブレザー着用の冬服。

　白を基調とした清せい楚そなブレザー、胸元には黒いリボン。

　裾に白いラインが入った黒のミニスカート、真っ白な生足。

「……似合いますね、真香先生」

「いっそ罵ののしってくれたほうがマシだわ!?」

　真香先生は、完全に涙目だった。

「なんでそんなにアタフタしてるんです。チアガールとかネコミミメイドとか披露しておいて、制服姿くらいで」

「こ、これは違うの！　そういうのとはまた違うのよ！」

　どうやら演技じゃなくて、本気で恥ずかしがってるらしい。

　真香先生の周りには、今日着ていたブラウスだのミニスカートだのが散乱してる。

「やっぱり思い止とどまって着替えようとしてたんだけど……」

「さっき、ドタバタしてたのはそれですか。転んじゃ危ないでしょう。変なところでドジなんですから……」

「たまに、彩木くんのほうが保護者みたいになってるわよね……」

「いえ、元から真香先生は保護者じゃなくて、教師でしょ。というか、そんなに恥ずかしいなら、制服なんか着なきゃいいのでは」

　いつか、制服姿の真ま香か先生が現れるとは予想してたけど、なんで今日なんだか。

「だって……」

　真香先生は立ち上がって、不満そうに唇を尖とがらせる。

　おいおい、あらためて見ると似合いすぎだろ。

　普段は大人の魅力溢あふれる美人なのに、意外なくらい制服がぴったりだ。

　制服を着てると、女子高生と言われても信じてしまいそうだ……。

「今け朝さ、彩さい木ぎくん、ＳＩＤシドのメンバーに囲まれてデレデレしてたじゃないの。天てん華かまでいたわね」

「デ、デレデレ？　どっちかというと、オロオロしてたような……」

「やっぱり、制服の破壊力って凄すごいじゃない？　ヘソ出し、太もも丸見えみたいな格好より、制服のほうが痴漢に遭いやすいっていう説もあるわ。基本的に男の人って、制服女子が好きなんでしょう？」

「それはおっさんの話じゃないですかね」

　高校生なんて、普段から周りが制服女子だらけだからなあ。

　むしろ、街中で私服の同級生と会ったりするとドキッとしちゃうな。

「いいえ、彩木くんもやっぱり男の子！　制服が大好きなんだわ！　でも、わたしが教師である以上、もう制服を着ることなんてないし！」

「だからって、学校の制服を着なくても！　わざわざ買ったんですか!?」

「いいえ、聖せい華か台だいの制服は、生徒以外は購入できないようになってるわ」

「へぇ……」

　通学用以外の用途で制服なんか買うわけないけど。

　いや、買うわけがあるか。主に変態的な用途で。

「ん？　それじゃ、その制服はどこから……ま、まさか……！」

「人を犯罪者扱いしないように。これは、わたしが昔着ていたものよ」

　真香先生は、ぱんと自分の胸に手を当てた。

「へ？　真香先生って聖華台のＯＢなんですか？」

「それを言うならＯＧよ。まだ勉強が足りないみたいね。ウチの学校の教師は、卒業生が多いのよ。えーと……ほら」

　真香先生は、スマホを操作してこっちに画面を向けてきた。

「おお……！」

　画面には、偉そうに胸を張って立っている女子高生の姿が。

　ていうか、真香先生──いや、美少女ＪＫの真香ちゃんだった。

「あまり昔の写真は残してないんだけど。これは生徒会長に当選したときの記念撮影だから、取っておいたの」

「へえ、生徒会長に……えっ、生徒会長だったんですか!?」

　次から次へと驚きよう愕がくの過去が！

「驚くほどのことでもないでしょう。わたしはずっと、高たか嶺ねの花はなを演じてきたんだから」

「ま、まあ、そうですけど……」

　常に優秀な生徒だったであろうこの人なら、生徒会長就任くらい当然か。

　カレン会長にとっては、二つの意味で先輩ってわけだね……。

「……って、話してる場合じゃないわ！　この格好、やっぱりダメ！」

「よくわかりませんね……ネコミミメイドのほうがよっぽど恥ずかしくないですか？」

「ふっ、彩さい木ぎくんには女心はまだわからないようね」

「真ま香か先生は女性の中でもかなり特殊だと思いますが……」

　女心がわからないのは事実だけどさ。

「いざというときのために、準備室にこっそり隠してあったんだけど……ああ、処分しておくべきだったかも」

「どういう基準で今が〝いざというとき〟なんですかね……」

　そんなに、僕がＳＩＤシドのみんなにデレデレしてるように見えたの？

「……それに、ちょっとキツいのよ。高校時代と比べて体重は減ったくらいなのだけど。卒業してから背が少し伸びて、胸も増量したせいかしら……」

　真香先生は、ブレザーの胸元や、スカートの裾を気にしてる。

　うん、確かに胸がパツンパツンで、スカートも短すぎる気がする。

「こんな格好で彩木くんの前に出るなんて、痴女だと思われちゃうわ！」

「割と普通にそう思って──いえっ、なんでもないです！」

　ギロリと凄すごい目で睨にらまれたので、前言撤回。

　でもさ、手ブラとか一緒にお風呂とかやらかしておいて、清せい楚そを気取られても困る。

　それにしても……うーん、僕はおじさんではないのに。

　正直、今までのどの服装よりもグッと来るというか。

　なにを着ても似合っちゃう真香先生だけど、この制服は異様に似合いすぎてる。

　二十代の女優さんが制服で映画やドラマに出演して、違和感なかったりするけど。

　下へ手たな女優さんよりも、はるかにしっくりきてるよなあ……。

「え、ええと……その服装で、どんな教育を……？」

「どうしよう……いろいろ考えてたのに、恥ずかしすぎて頭が真っ白になったわ」

「えー……」

　真香先生、今日はひときわポンコツになられてる。

「それじゃあ、僕はこの辺で──ん？　ＬＩＮＥか」

　引き返そうとしたところで、スマホが振動した。

　表示されたメッセージは──

《彩さいくん、課題終わったのかな？》

《うちらもＳＩＤシドの定例会議だったんだけど、今終わったトコ。みんないるよ》

《もしかして、真ま香かティーのところ？》

《今から、真香ティーのとこ、行っちゃおうかな。準備室だよね？》

「げっ……！」

　立て続けに表示された、縫ぬいからの四件のメッセージ。

　くっ、縫の奴やつ、こっちがまだ返事をしてないのに話を進めてる！

「真香先生、ヤバいです！　ＳＩＤが来ます！」

「え？　陣じん所しよさんはともかく、なんで他の子たちがいるの？」

「定例会議とか、怪しげなことをやってるみたいで──ああ、そんなこと話してる場合じゃない！　制服姿を見られる前に、逃げましょう！」

「えっ、ちょっと待って──」

　待ってる暇はない、僕は真香先生の手を引いて準備室を飛び出す。

　この時間なら、校舎内にはほとんど生徒はいないはず！







　ここで、国語の授業です。

　はい、〝ほとんど〟というのは〝ゼロ〟という意味ではありません。

　つまり──遠回しに言うまでもなく、午後六時の校舎にも生徒の姿はある。

「……彩さい木ぎくん、もしかしてわざと連れ出したの？　わたしを辱はずかしめるのが目的？」

「ち、違いますよ！」

　僕は、制服姿の真香先生と一緒に空き教室に潜んでいる。

　英語科準備室からの脱出にはかろうじて成功したんだけど──

　本当にかろうじて、だった。

　準備室を出てすぐに、バタバタと足音が聞こえたけど、あれはたぶんＳＩＤだよね。

　美み春はるに居場所がバレないように、スマホは準備室に放置してきた。

　ＳＩＤをなんとかかわしたものの──校舎内には、他にも生徒たちがそれなりにいた。

　吹奏楽部、書道部、華道部、漫研、落おち研けん、いろんな文化系部活の部員たちとやたらと遭遇しそうになって、何度冷や汗をかいたことか。

　この空き教室から、しばらく動けないなあ……。

「せめて着替えを持ってくればよかったわ……まったく、わたしとしたことが」

　真香先生は、ため息をついて近くにあった席についた。

　だいぶお疲れみたいだ……この人、フィジカルもモンスターのはずなんだけど。

「……そうだわ、忘れてた。ここなら誰も来ないでしょう。今のうちに、彩さい木ぎくんの課題を確認しておきましょう」

「えっ？　今日の課題って、僕を放課後に足止めするためだけの策だったんじゃ？」

「君の中間テストの点数を忘れてないわよ。わたしの担当教科で高得点を取れないなんて、納得できないわ。はい、ノートを出して」

「うう……」

　しまったな、スマホは置いてきたのに、ノートは持ってきてしまった……。

　机を挟んで真ま香か先生の正面に座り、さっき仕上げた訳文のページを見せる。

「ずいぶん苦戦した形跡があるわね。ああ、さっそくここの訳が違うわ。ここは──」

「…………」

　なんだろう、これ……。

　教室で机を挟んで向き合っていると、先生というより──

「〝真香先輩〟って感じですね、今日は」

「…………っ!?」

　ぼっ、と真香先生の顔が一気に真っ赤に染まる。

　おおっ、ここまで照れてる先生のお顔は珍しい……！

「な、なにを言うの！　わ、わたしはあくまで先生！　二十四歳さいのお姉さんよ！」

「二十四歳で高校の制服を着てる人が言っても……」

「そ、そりゃ、わたしだって先生じゃなくて、高校生同士って立場で君とお付き合いする夢を見なくもないけど！　ＳＩＤシドのみんなが羨ましいけど！」

「いろいろぶっちゃけますね……真香先輩」

「だからやめてーっ！」

　真香先生は、真っ赤になった顔を手で覆ってしまう。

　うーむ、ちょっといじりすぎたかな？

「な、なんてこと……積み重ねてきた教師の威厳が……いえ、教師嫌いのこの子には威厳が足りないくらいがいいのかもだけど……やっぱりダメだわ！」

「そんなに真面目まじめに悩まなくても」

　あと、今は深刻な教師嫌いでもないんだけどなあ。

「そ、そうだわ……！　わたしの秘密を教えるって話が中断されたままだったわよね」

「先生、懲こりてないんですか。教頭先生に見られて、大ピンチになったのに」

「今日は教頭先生は出張よ。今こそ、あのときの続きをする絶好の機会なの！」

「本気ですか!?　せ、先生、いじったのは謝りますから！」

「今日の秘密はあのときよりずっと特別よ……制服を着ていても、わたしが先輩じゃなくて先生だって証明できるわ……」

「なにを言ってるのか、わかりませんけど……」

「ほ、ほら……これよ」

　真ま香か先生は椅子を蹴倒す勢いで立ち上がると、お行儀悪く机の上に座った。

「み、見てみなさい。わたしがＪＫ真香じゃなくて、真香先生だってことを自分で確かめるのよ！　そ、それが今日の教育なの！」

「確かめろって……」

「いつだって女子は……制服の下に秘密を隠してるのよ」

　そうかもしれないけど、なんちゃってＪＫでも同じなんだろうか……。

　真香先生は、戸惑う僕の前で、胸元のリボンを外し、膝を少し立ててスカートの下の白い太ももを見せつけてくる。

「は、早く……見て。君なら見ていいのよ、わたしの制服の下……」

「えぇぇ……」

　正気で言ってるのかな……と思うけど、この人って意外と冗談言わないんだった。

　言われるがままに──僕は、真香先生の正面に立って、手を伸ばす。

　マジなのか……もちろん、女子の制服を脱がしたことなんて一度もない。

　初めて脱がせる制服が、美人先生が気の迷いで着ちゃった制服とか……どこでなにを間違えたら、こんなことになるの？

「んん……」

　この前、半分寝てた真香先生の服を脱がしたけど、あのときよりヤバい。

　顔を真っ赤にした先生が、まっすぐこっちを見てる状況で脱がすとか難易度高すぎ！

「やっ……ん……」

　変な声出さないでほしい……！

　僕は、真香先生のブラウスのボタンを外して──下のスカートも同時にめくっていく。

「ど、どう……この下着は、高校生のお小遣いじゃちょっと買えないわよ……！」

「そ、それを証明するためだけに僕にこんなことを……」

　真香先生のブラジャーは細かい刺し繍しゆう入りの、清せい楚そでありつつ色っぽいデザイン。

　深い谷間をつくる、豊かすぎる二つのふくらみを包み込んでいる。

　スカートの下には、ブラとお揃そろいで、高級感のあるシルクの純白パンツ。

　うん……下着のお値段というより、この色気は高校生じゃあり得ないよね……。

「……ところでいつまで見てるの、彩さい木ぎくん？　わたし、恥ずかしくて死ぬわ」

「だーっ、先生が見ろって言ったんでしょ！」

　僕は、真香先生の制服から手を放して、ついでにさっと距離を取る。

　先生も机から降りて、僕に背中を向けた。本気で恥ずかしがってるみたいだ。

「見ろって言っても見られたら恥ずかしいの！　ああ、ダメ！　顔が熱いわ！」

「そ、それなら窓を開けましょう。大声出さないでくださいよ、外に聞こえるから」

　僕は真ま香か先生に注意してから、がらりと窓を開けた。

　初夏の、少し生ぬるい風が教室に入ってくる。

　ああ、これで僕もクールダウンできるかな。

「きゃっ」

　その風で──真香先生のスカートがふわーりとめくれて。

　エロい白のパンツが今度は後ろから見えて、しかも妙にスカートの滞空時間が長くて目に焼きついてしまう。

　このパンツ、後ろ側の布が少なすぎで、ぷりんとしたお尻がほとんど見えてる──

　前にお風呂で生で見ちゃったときより、パンツ有りのほうがめっちゃエロい……！

　真香先生は、しばし呆ぼう然ぜんとして──はっと我に返ると、慌ててスカートを押さえた。

「……今日の彩さい木ぎくんは大胆ね。わたしの教育がある意味功を奏してるのかしら……」

「ち、違いますよ！」

　風でパンチラを拝もうとしたわけじゃないのに！

　ああ、真香先生がポンコツ化しただけじゃなくて、僕まで壊れてる！

「せんせー、真香ちゃーん、どこですかー？　私、どこまでも捜しますよー」

「げっ！　くー!?」

「無む垢くさん!?　こっちに近づいてきてない!?」

「くーって、変にカンがいいんですよ！　猫探しでカンを磨きまくってるから！」

「ああ……気合い入れて制服着たのに、すべてが裏目に。なにをやらせても完璧だった藤ふじ城き真香は、どこへ行ってしまったの……？」

　しょぼーんとしてる真香先生、ちょっと可愛かわいい。

「あ、こういうのって可愛い？　彩木くん、こういうのが好き？　彩木くんが気に入ったなら……今後の教育は、制服をデフォルトにしてもいいわ！」

「立ち直り、早いですね！」

　もうＪＫ制服スタイルへの照れも克服しつつあるようだ──

　やっぱり、僕がこのお方を心配するなんて十年早いのかもしれない。

「せんせー、真香ちゃーん」

「わっ、くーのことを忘れてた！」

　ああ、ただでさえ疲労がたまってるのに。

　居残り勉強に加えて、校舎内を逃げ回るハメになるとは……。

　はたして長生きできるんだろうか、僕。
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「せ、せんせー！　死んじゃダメですーっ！」

「あの、くー。心配してくれるのは嬉うれしいけど……あんまり揺らさないで」

　制服ＪＫ真ま香かちゃんとの遭遇から二日後。

　僕は、病びよう床しように就いていた。

「でも、せんせー。お熱が三十八度もあるんですよ！　たぶん死にます！」

「いや、死なないから。ただの夏風邪だし……」

　昨夜から、どうも調子が悪いとは思ってたんだよなあ。

　ここ最近のアレコレの疲労が原因かな……。

「で、でもでも、風邪で死ぬ人もいっぱいいるって、おかーさんが！」

「コーコ先生は娘を不安にさせてどうする気……？」

　くーに妙なことを吹き込む人、多すぎない？

　この子の将来、大丈夫？

　……いや、今日はそんなことまで心配してられない。

　時間は、朝の七時半。

　いつもなら怠惰な妹と家出少女の朝食を用意してる時間だけど、さすがに今日は無理。

　ベッドに横になったまま、涙目のくーに身体からだを揺さぶられてる。

「きゅ、救急車は。救急車は呼んだほうがいいですか？　ああ、いーあーるに運び込んでみゃくはくとけつあつを測って、ラインかくほでてんてきです！」

「くー、もしかして医療ドラマとか観みてる……？」

「え？　ええ、おかーさんがよく観てるので……」

　正しい処置だけど、くーには内容は理解できてないよね。

「ドラマに出てくるような病気じゃないよ。薬は飲んだから、あとは寝てれば大丈夫」

「そうそう、くーちゃん、うつったらまずいから、あんまお兄ちゃんに近づかないほうがいいよ。今のお兄ちゃんは災厄を運ぶ悪魔だから」

「ただの風邪をそこまで言うか……あれ、美み春はる、珍しく気が利くね」

　部屋に入ってきた妹は、スポーツドリンクを手に持ってる。

　美春が、家でスマホ以外のものを持ってるというだけでレアだけど。

　やっぱ、風邪のときはスポドリだよね。

「あー、スポーツもせずに飲むスポドリは最高だ。身体に染み渡るよねー」

「おまえが飲むんかい！」

　美春はベッドのそばに座ると、ごくごくとスポドリを飲み始めた。

「冗談だよ、冗談。はい、お兄ちゃん」

「飲みかけをよこすなよ……」

　別に、妹との間接キスなんて気にもしないけどさ。

「か、間接キス……さすが、せんせーと美み春はるおねーちゃんは大人です……」

「…………」

　そうか、小学生なら間接キスも気にするお年頃まっただ中だよね……。

　って、だから今はそんなこと気にしてる場合でもない。

「二人とも、僕のことはいいから学校に行ってきて。悪いけど、朝食は買い置きのパンがあるから、それでも食べておいて」

「えー、パンだけじゃお腹なかふくれない……お兄ちゃん料理を食べないと、美春は力が出ないなあ」

「可愛かわいいこと言ってるけど、僕は美春が力出してるところなんて見たことないよ」

「なら、私はせんせーが治るまでご飯を我慢して、かいふくをおいのりします……」

「いやだから、そんな重症じゃないんだって。ただの風邪だって」

　ツッコミするのも疲れるんだけど……。

　くーと美春は、僕の布団の上に突っ伏すようにして、ゴロゴロしてる。

　可愛い二人がそばにいてくれるのはいいけど、僕もいつまでも相手できない。

「いいから、美春もくーも学校に行って！　今日は土曜でしょ、半日で終わりなんだから、さっさと行ってきなさい！」

「ちぇーっ、お兄ちゃんの看病を理由に休もうと思ってたのに」

「う、うう……私が学校行ってる間にせんせー、死んだりしませんよね……？」

「しない、しない。本当に大丈夫だから」

　というわけで、妹と幼女は退場。

　ああ、本当に行っちゃった……自分で言っておいて、一人にされると寂しくなる。

「ん？　今度は、電話か」

　枕元のスマホが振動してる。電話に出ると──

『さ、彩さい木ぎくん！　大丈夫なの!?　余命は、余命はあとどれくらい!?』

「落ち着いてください、真ま香か先生。余命宣告は受けてないです。ただの風邪です」

　来ると思ってたけど、思った以上に慌ててるな。

　聖せい華か台だいは厳しいので、欠席するなら学校に連絡を入れなきゃいけない。

　うちは保護者がいないので、美春に頼んで学校に欠席の連絡は入れてもらった。

　当然、担任の真香先生にも話がいったんだろう。

『安心して、聖華台の大学病院に知り合いがいるわ！　まだ若いけど、名医よ！　彼女ならきっと、彩木くんを救ってくれる！』

「そのコネは、今後のために取っておいてください……」

　夏風邪の治療なんて頼んだら、名医さんに救われるであろう他の命に申し訳ない。

『し、しまった……実はためしに受けた医学部の入学、蹴っちゃったのよね……あのとき、医学部に入っていれば……』

「また凄すごい過去が出てきましたけど、真ま香か先生が医学部に入ってたら、僕と会ってないと思いますよ……」

　医学部って確か六年制で、研修とかもあるんじゃなかったかな。

『そ、それもそうね……いえ、救急車を呼んで、ＥＲに運び込んで脈拍と血圧を測って、ライン確保で点滴よ！』

「小五の子供と言ってることが同じですよ……」

　真香先生とくー、同じ医療ドラマ観みてない？

「一日寝てれば治ります。あんまり挙動不審だと、また教頭先生に目をつけられますよ。じゃ、お仕事頑張ってください」

『あっ、こら、彩さい木ぎくん──』

　かまわずに、通話終了。今は真香先生と話す元気がない。

　ふー、これで通過すべきイベントは終わったかな。

　いくら真香先生でも、仕事を休んでまで看病しに来ないだろう。

　寝よう、寝よう。風邪引いたときは、おとなしく寝るに限る──







「ヘイ、お待ちぃ！　あなたの縫ぬいちゃんが来てやったぜ！」

「こら、天あま無なし縫。そんなに騒いだら、彩木慎まことの病状が悪化するだろう」

「…………」

　安らかな眠りに落ちていたのは、ほんの数時間。

　お昼過ぎ、授業を終えた縫とカレン会長が我が家へとやってきた。

「お見舞いは嬉うれしいんだけど……その格好はなに？」

「スポドリとか果物の缶詰とか、お見舞いの品のついでに買ってきたんだよ！　今時は、ディスカウントストアでコスプレ衣装を買えるのが凄いよね！」

　縫は、ミニスカナース衣装だ。

　妙に胸元がぴったりしていて、巨乳グラドルのおっぱいの形までばっちりわかる。

　スカートもえらく短くて、ほんの数ミリずり上がっただけで、パンツが見えそう……。

「ま、待て。私の服はコスプレ衣装じゃないぞ。本物だ。看病もシスターの仕事だから、これを着てきたんだ」

「……まさか、ここで会長のシスター姿を見られるとは思いませんでした」

　そう、カレン会長はグレーっぽいシスター服を身につけてる。

　もちろん、ミニスカートなんかじゃないんだけど、こっちも胸の盛り上がりははっきりとわかってしまう。

「清せい楚そな服装なのに、カレン会長が着るといやらしいですね……」

「なっ!?　い、いやらしい!?　露出度なんてほとんどゼロなのに!?　院長が『カレンはできるだけ学校の制服でいなさい』って言ってるのは、もしかして!?」

「あー、うん……あたしが言うのもなんだけど、かいちょってエロいよね。あたしよりおっぱい小さいのに」

「む、胸は関係ないだろう！　それより──私たちは、彩さい木ぎ慎まことの看病に来たんだぞ！」

　カレン会長と縫ぬいは、僕の枕元でぎゃあぎゃあと騒いでる。

　頭がぼーっとしてて、つい迎え入れちゃったけど、居留守を使うべきだった？

「おっと、騒がしくして悪いな、彩木慎。主しゆもどうかお許しを。そうだ、昼食はとったのか？」

「あ、いえ……あまり食欲がなくて」

　食べたほうがいいのはわかってるんだけど……用意するのも億おつ劫くうだし。

「そんなことだと思ってた。ちょっと待ってろ。天あま無なし縫、騒がずに彩木慎の相手をしているように！」
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「えー、無む茶ちやを言うなあ」

「病人の前でくらいおとなしくしてろ。病人には毒だから、その胸もしまっておけ！」

「だから、出し入れ自由じゃないってば！　もうっ、わかったから」

　カレン会長はそう言うと、一旦部屋を出て──

　縫ぬいがぶーぶー文句を言いつつも、今日の学校の話などしてくれて。

　そう長く待つこともなく、会長は戻ってきた。

　手に持ったトレイの上に、小さな土鍋が載ってる。

「おかゆをつくってみた。大丈夫だ、幼い頃から施設で料理を手伝ってきた。天あま無なし縫だと殺人料理というオチが待ってるだろうが、私の料理は心配いらない」

「あたしをディスるのがブームなの!?」

　うん、悪いけど縫の料理を食べるにはかなりの勇気がいるな……。

「しょうがない！　かいちょが料理をつくる役、あたしが食べさせる役ね！」

　縫は張り切って言うと、土鍋からスプーンでおかゆをすくい取った。

「こ、こら！　天無縫、おいしいとこだけ持っていく気か！」

「はい！　それが縫ちゃんの生き方だよ！」

　いい笑顔だなー、縫。ここまでずばり言い切られたら、いっそ清すが々すがしい。

　奪い合いはほどほどにして、食べさせてくれないかな……。

　おかゆの匂いで、ちょっとお腹なか空すいてきたし。

「はいはい、小娘さんたち。病気を悪化させるつもりかな？」

　と、不意に縫の横から伸びてきた手がスプーンをさっと奪って──

「ほら、慎まことくん。あーん」

「だ、誰だ、あなたは!?」

「彩さいくんの新しい女が出てきた!?」

「…………」

　ああ、ツッコミを入れる気力が湧いてこない。

　普段なら、最大限に声を張って突っ込むところなんだけど……。

「んー、新しい女というより、どちらかというと昔の女かな」

「なっ、なんじゃとーっ！　あたしより前に付き合ってた女が!?」

「おいこら、天無縫。どさくさにまぎれて既成事実をつくるな。いや、それより──」

　と、会長が言いかけたところで、小さな足音がして──

「お、おかーさん……！」

「ああ、無む垢く。ちょっと久しぶりね。元気そうでなにより。慎くんは死にそうだけど」

　まだ三人目へのツッコミを入れてないのに、四人目が登場。

　神しん樹じゆ無垢さんのお帰りだった。

　そして──

　僕に「あーん」をしようとしてる〝昔の女〟こそが──神しん樹じゆ香こう子こ。

「コーコ先生……いらっしゃい……」

「ちょうどいいところに来たみたいね。慎まことくんがモテモテで、私も鼻が高い」

　にっこりと笑ったその笑顔は、僕の記憶にある幼稚園時代と大差ない。

　十年以上経たってるはずなのに、妖怪かなにかなのかな、この人は……。







　カレン会長は修道院のお手伝い、縫ぬいはレッスンがあるらしいので帰っていった。

　コーコ先生には興味津々だったみたいだけど。

　二人は忙しいのに、わざわざ看病に来てくれたんだから感謝しないと。

　でも、できれば──もっといてほしかった。

「おかーさん……私はもはや、彩さい木ぎくー。おかーさんの言うことはきかないんです」

「名前はなんでもいいけど、いつまでも子供をよそ様に預けてられないの」

　ゴゴゴゴゴの圧力、再び。

　神樹母娘おやこは、僕のベッド横に正座して向き直って。

　主にくーから放たれるゴゴゴゴゴを、コーコ先生が軽くいなしてる。

　縫とカレン会長が居座ってくれれば、この面倒くさい状況もうやむやにしてくれそうだったのに。

「週末で区切りもいいから、連れて帰ろうと思ったのよ。でもまあ、こっちのほうが先ね。慎くん、熱は測った？」

「朝は三十八度ちょっとでした……」

「か、看病なら私がやります！　私はせんせーよりずっと年下だから、せんせーが年老いても面倒を見られるんです！」

「いや、そんな先の話はいいかな……」

　たぶん、老人になったら六つくらいの年齢差なんて、誤差なんじゃないかな。

「ふっ、お母さんはこう見えても、元は幼稚園の先生。子供たちの看病は大得意。癒やしのコーコ先生とは私のこと！」

「そうだったかなあ……」

　教え子の記憶がおぼろげだと思って、適当にでっち上げてない？

　まあ、コーコ先生の姿形は昔の記憶のままだ。

　見た目は、くーをそのまま大きくした感じ。

　髪は昔はショートだったけど、今は背中まで伸ばしていて、無造作に後ろで結んでる。

　長袖のＴシャツにスリムなジーンズというラフな格好。

　左手の薬指には、結婚指輪がきらりと光ってる。

「こういうことは大人に任せておきなさい、無む垢く。病院に連れて行きたいところだけど、慎まことくんは嫌なんでしょう。いつまでも子供なんだから」

「……病院は大げさってだけですよ。どうせ、明日には治ってますから」

「じゃあ、今日はコーコ先生が泊まり込んであげようか。大丈夫、旦那は一日くらい放っておいても死なないから」

「いえ、それは旦那さんに申し訳ないので、遠慮します！」

　まずい、まずい。

　幼女とも張り合うようなお方が隣に住んでるので。

　成人女性が、それも僕と因縁があるコーコ先生が泊まり込んだりしたら──血を見ることに。誰の血になるかは、知らんけど。

「そ、それより、くー。風邪をうつしたらまずいから、あまりこの部屋にいちゃダメだよ。美み春はるも帰ってるんでしょ？　美春に遊んでもらってきて」

「……うー」

　じろり、と珍しいことにくーに睨にらまれてしまう。

「せんせー……私だってもう子供じゃ……いえ、せんせーに心配かけちゃいけないですね。美春おねーちゃんと一緒にガチャ回してきます……」

「くー……？」

　ずいぶんと、言いたいことがありそうだったけど……。

　くーは、すたすたと僕の部屋から出て行ってしまう。

　実際、子供に風邪をうつすわけにはいかないから、長居されると困るんだけどさ。

「ふっ、無垢もまだまだよね。この程度で言い負かされるなんて」

「言い聞かせたのは僕だったような……というか、小学生の娘に勝ち誇らなくても」

「慎くんも私たちを見てきて知ってるでしょ。母と娘は、親子である以前に女同士なのよ。女の敵は女なのよ」

「いや、あんたらが特殊だと思いますよ……」

　少なくとも、ウチの母と妹は全然対立してないぞ。

「まあ、気にしないで。おとなしく寝ていなさい。夕食の用意をしたら帰るから。無垢は……もうちょっと置いておこうか」

「ウチは別にいいですよ。なんかもう、くーは猫がどうこうとかの原因もどうでもよさそうですけど……」

「あの子は、単純に彩さい木ぎ家のほうが住み心地ごこちがいいんじゃない」

「認めていいんかい、母親」

「ここには、ラブレターを渡すくらい大好きな〝せんせー〟もいるしね」

「…………っ!?」

「ああ、慎まことくん。急に起き上がったりしない。熱が上がるよ？」

　そりゃ、起き上がりもするよ……！

　もうだいぶ時間も経たったけど、くーからラブレターを渡された日のことは忘れてない。

　ついでに、三人の女の子からも告白されたしね……。

「な、なんで、それをコーコ先生が知ってるんですか……？」

「親は、子供のことを子供が思ってる以上に知ってるもんよ。慎くんも気づかれてないと思ってても、スマホとかＰＣの検索履歴がバレてるかもよ？」

「……ウチの親は、そもそも家にいないんで」

　美み春はるは、僕のスマホのＧＰＳ信号も掴つかんでるけどね……。

「そうだった。でも、マジで意外とバレバレなのよ。無む垢くは隠し事ができないタイプだし。私にも、〝友達の話なんだけど〟って前置きでラブレターのこと相談してきてたから」

「くー……雑な隠し方だなあ」

〝友達の話〟なんて、〝自分のことです〟って言ってるのと同じだぞ。

「おっと、慎くん。そんな話を微笑ほほえましく思ってられるのも今のうちだけよ」

「は？」

「無垢は、顔だけじゃなくて中身も私にそっくり。あと二、三年もすれば慎くんを手玉に取るようになるんじゃない？」

「嫌な未来予想図だな……」

　ただでさえ、真ま香か先生を含めた女性陣に翻弄されてるのに。

　これで、素直で可愛かわいいくーまで手に負えなくなったら、僕のメンタルが崩壊する。

「でも、そういうことよ。無垢を子供だと思ってると痛い目見るかもよ？」

「……子供じゃないですか。僕だって大人とは言えないですよ」

「大人じゃなくても、子供じゃないの」

　コーコ先生は、ぽんと僕の額に手を置いた。

　ああ、手が冷たくて気持ちいい……。

「私との喧けん嘩かなんてただの口実で、むしろ口実ができるのを待ってたのよ。無垢はここに来る理由がほしかったの。正確には、慎くんのそばにね」

「……それこそ、子供っぽい行動じゃないですか」

「言っておくけど、今の無垢は私に裏切られたときの慎くんより年上なんだから」

「…………さらっと言ってくれますね」

　僕は裏切られたとはもう思ってないのに、忘れたはずの恨うらみがむくむくとよみがえっちゃいそうだ。

　よみがえらないけど。本当だよ？

「慎まことくんがしばらく根に持ってたみたいに、あなたが酷ひどい振り方をしたら、無む垢くはずっと引きずることになるからね」

「凄すごい脅しですね……」

　我が身を振り返れ、というのか。

　それを諭さとすのが加害者──いや、引きずらせた張本人というのがね。

　いや、言ってることはごもっともではある。

　僕は、くーに告白されて、〝真ま香か先生と付き合ってる〟ってことにして逃げてるんだ。

　それも、いつまでも逃げてはいられない。

　僕が幼稚園児だった頃にコーコ先生に告ったのは、おままごとみたいなものだけど……。

　決して冗談じゃなかったし、今でもあの気持ちは覚えてる。

「……って、風邪引いてるときに面倒なこと考えさせないでくださいよ」

「ああ、ごめん、ごめん。家事は私がやっておくから、心配せずに寝てて」

「すみません……」

　親戚でもないコーコ先生にお願いするのは気が引けるけど、美み春はるにやらせたら火災や水害が起きかねないので。

「おっと、その前に。慎くん、もう一つだけ言わせてもらっていいかな？」

「もうついでですよ。なんでもどうぞ……って、なにしてるんです？」

　僕が答えるのと同時に、コーコ先生は顔だけ布団の中に潜り込ませてきた。

「あー、無垢、早く帰ってきて……！　お母さんは寂しいよ……！」

「…………」

　布団の中で、器用に小声で叫んでる。

　くーに聞こえないようにしてるんだろうけど……ちゃんと言えばいいのに。

　いい歳としなのに、変なところで素直になれない人だな。

　でも、そうだよな……まだ小さい子供と何日も離ればなれじゃ、寂しいに決まってる。もしかしなくても、くーのほうも──

　あー、でも今は熱のせいで、くーを帰らせる手は思いつかない。

　カレン会長のおかゆでお腹なかもふくれたし、眠くなってきた。

　おやすみなさい……。







「ん……」

　枕元のデジタル時計を見ると、時間は夜の十二時近く。

　夕食は、コーコ先生につくってもらったおかゆ。

　くーと美春にも夕食を用意してから、コーコ先生は帰ったらしい。

　なんだかんだで、お世話になっちゃってるなあ。

「あ……」

　急に思い出した。

　濃い見舞い客の波状攻撃をくらったけど──

　そうだ、まだラスボスが残ってた。

　聖せい華か台だいでは土曜の授業は昼までだけど、教師は半日で帰れるわけじゃない──らしい。

「んん……ん……」

　なんだか、色っぽい声が聞こえた。

　あれ……？

「真ま香か先生……？」

　ラスボス──真香先生がベッドの横に座り、布団に突っ伏して寝てる。

　僕が寝てる間に来て、本人も寝ちゃったのか。

　そもそも、どうやって入ってきて──って、合い鍵を持ってるんだった。

　いつか隙を見て奪い返しておかないとな。

　真香先生が知らぬ間に入ってきて、押し倒されたりしたらヤバい。

「しかし、熟睡してるなあ……」

　よくこんな無理な体勢で寝られるもんだ。

　よっぽど疲れてるのかな。病人の僕より睡眠が必要そうだ。

　やっぱり教師ってブラックなんだろうか。

　前にカレン会長に教師に向いてるとかおだてられたけど、あれは忘れたほうがいいかな。

「あれ？」

　うわっ、真香先生、僕の手をしっかり握り締めてる。

　脱がれたりキスされたりしてきたけど──ただ手を繋つないでるっていうのが照れくさい。

　真香先生の手は柔らかくて、すべすべしてて、ちょっと冷たい。

　いや、僕の手が熱いんだろうか。

　手を握って、看病してくれてたのかな……病人相手だとさすがの真香先生もおとなしい。

　ずっと、おとなしかったらいいのになあ。

　黙ってさえいれば、スタイル抜群の美人なのに、どうして僕の前だとあんな残念なことに……。

「ダメよ、彩さい木ぎくん……君もパパになったんだから……わたしのおっぱいはマカトのものよ……」

「誰だよ、マカト」

　真香先生の夢の中で、僕らの赤子が生まれている……。

　大人になってもアホみたいな夢を見るもんなんだな。

「……はっ!?　ねっ、寝てません！」

「うわっ！」

　びょんっ、とバネ仕掛けみたいな勢いでいきなり起き上がる真ま香か先生。

「こ、ここはどこ!?　マカトは!?」

「落ち着いてください、先生。マカトはいません。ここはあなたが不法侵入した僕の家です」

「お、おっぱいは？　彩さい木ぎくん、おっぱいは吸わないの？」

「吸いませんよ！」

「……夢だったのね。ああいえ、よかった……彩木くん、存命だったのね……」

　がしっ、と僕の手を両手で包み込んでくる真香先生。

　本気で喜んでいるらしく、目がうるうるしてる。うう、泣かれると困る……。

「ぞ、存命に決まってるでしょ……」

「熱、熱はどうなの!?」

「わっ……！」

　真香先生は、両手で僕の頬ほおを掴つかんで額を合わせてくる。

　ベタな熱の測り方なんだけど、顔が──顔が近いっ。

　さすがに見慣れたとはいえ、やっぱり真香先生はとんでもない美人だ。
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　こんな顔が近くにあって平然としていられるわけないよね……！

「あっ、彩さい木ぎくん。顔、顔が真っ赤よ！　額も熱いし！　こ、これは……なんなの、この得体の知れない熱病は！」

「熱病って」

　顔が赤いのも熱いのも、原因はあなたですよ……。

「任せて、知り合いの医者には、家に帰らずに二十四時間待機するように言ってあるの」

「とんだブラック労働ですね」

「君が心配させるからよ。本当に……大丈夫？」

　真ま香か先生は額をくっつけたまま、今までにない真剣な顔をしてる。

　ただの風邪なんだから──そんなに心配しなくても。

「ちゃんと看みてるから、君は安心してゆっくり休みなさい。名医の治療にはかなわないけど、わたしができること、全部するから……」

「せ、先生……」

　真香先生は瞳を潤ませ、まっすぐに僕の目を覗のぞき込こんできてる。

　いつもの教育みたいな刺激はないけど、ふわふわといい心地ここちがしてきて──

「は、はわわわわ……」

「えっ？」

　変な声が聞こえて、僕はとっさにそちらを振り向く。

「く、くー？　こんな時間になにしてるの？」

「せ、せんせーの様子を見るフリして、添い寝──じゃなくて。あうあう……」

　部屋のドアのところに、パジャマ姿のくーが立っている。

　口に両手をあてて、わなわなと身体からだを震わせてる。

「せ、せんせーと真香ちゃんが大人のかんけーでした……」

「は？　くー、なにを言って──」

　あっ、もしかして……！

　真香先生と額を合わせてたせいで──キスしてるように見えたとか!?

　なんてベタな勘違い！

　貴き宗そうさんにキスを目撃されたり、教頭先生にスカートたくし上げを見られたりしてきたけど。

　今回は、今回だけは間違いなく誤解なのに！

「待って、くー！　違う、違うよ！」

「そ、そうですよね。せんせーと真香ちゃん、おつきあいしてるんですよね……」

「うっ……そ、それは……」

　僕と真香先生の偽装交際が原因で誤解を深めるとは……。

「うっ、ううう……ううーっ、ううっ、うああーっ！」

「く、くー？　ケモノみたいな声が出てるよ？」

「だ、だって……だって……せ、せんせーのばかっ！　真ま香かちゃんのおおばかーっ！」

「あっ!?　くーっ!?」

　くーは、だだっと部屋から走り去ってしまう。

「お、おおばか……？　言われたことがなさすぎて、新鮮な悪口ね」

「真香先生も、変なところで感心してないで……ごほっ、ごほっ、んんんっ……！」

　うわ、遂ついに咳せきまで出てきちゃったよ……。

「ちょ、ちょっと、彩さい木ぎくん。大丈夫？　もう、興奮するから悪化したんじゃないの？」

「……そうかもです」

　栄養（おかゆ）と薬でちょっとマシになったかと思ったのに。

「それより、くーの……誤解を解かないと」

「ダメよ」

　真香先生は、真顔でぴしゃりと言い切った。

「無む垢くさんが彩木くんと喧けん嘩かするなら大歓迎──なんて思ってないわ。ナポレオンの名言、〝敵が間違いを犯しているときに邪魔をするな〟を思い出したわけでもないわ」

「……わざわざ否定してるのが怪しすぎですけど」

　さすが教師、無駄に学がある。ナポレオンを出してくるか。

「とにかく、今は君だけじゃなくて無垢さんのためにもおとなしくしてなさい。〝Ａ　ｃｒｅａｋｉｎｇ　ｄｏｏｒ　ｈａｎｇｓ　ｌｏｎｇｅｓｔ．〟とは言うけど、病気はしないに越したことはないのよ」

「病気のときでも容赦なく英語テストしないでくださいよ……」

「病弱なくらいが長生きする、という意味よ。でも、わたしは君には病気してほしくないわ。無垢さんだって、そこは同じでしょう」

「ご期待には添いたいんですけどね、自分のためにも……」

「だったら、寝てなさい。無垢さんに風邪をうつすのも嫌でしょう？」

「……そうですね」

　でも、すぐにフォローできないのはまずいよなあ。

　なんてことだ、コーコ先生にくーは子供じゃないって教わったばかりなのに。

　ごめん、ごめんね、くー……。







　翌日の朝──というか、午前十時。

　寝起きで枕元のスマホで時間を確認して、心臓止まりそうになった。

　違う、今日は日曜だった。しかも、風邪を引いて寝てるんだった。

　つい、「遅刻！」と思ってしまうあたり、僕は意外と真面目まじめな生徒なのかも。

「ふー、さすがに寝すぎたなあ。頭はだいぶすっきりしたかな」

　まず熱を測ってみると、ほぼ平熱だった。薬が効いたみたい。

　ちゃんと栄養も摂とったしね。快復が早くてよかった……。

「今日は、もうちょっと普通のもの食べようか。なにか材料あったかな」

　部屋を出て、キッチンに移動。

　誰もいない。ウチの妹は、日曜は昼まで寝てるからいるわけない。

　くーも……いないのか。日曜だし、遊びに行ったのかな？

　いや、昨夜あんなことがあったんだから、のんきに出かけたりしない気がする。

「ん……？」

　キッチンのテーブルに、メモ用紙が一枚置いてある。

　そこには──

『家出します。さがさないでください。彩さい木ぎくー』

「家出先から家出!?」

　名前にも突っ込みたいところだけど、もう一つのツッコミどころが大きすぎる！

　家出のハシゴって、アクティブすぎるだろ、小学生！

「まずい、まずい……！」

　スマホでくーの番号を呼び出して電話──ああ、繋つながらない！

　僕は慌てて、廊下を走り、ドアを勢いよくぶち開ける。

「美み春はる！　美春、美春っ！」

「うう……ま、まぶしい。溶ける……」

　部屋のカーテンを開けると、ベッドにいる生き物がうめき始めた。

「な、なに……お兄ちゃん……？　遂ついに、美春に夜よ這ばい……？」

「もう朝だよ！　そんなことより起きて！」

　光に弱い生き物、僕の妹はぶつぶつ言いながら身体からだを起こした。

　暑いのか、下着姿で寝ていたらしい。

　スポーツブラにピンクの可愛かわいいパンツという格好だが、妹の下着姿はどうでもいい。

「ああっ、くーのリュックがない！」

　くーが持ってきた巨大なリュックは、美春の部屋の隅にどんと置いてあったのに。

「んん……？　ホントだ、なくなってる。くーちゃん、帰ったの？」

「いなくなったんだよ！　家出するって！」

「……家出先から家出？　くーちゃんもアクティブだね」

　さすが血の繋がった妹、僕と反応がまったく同じだ。

「電話はダメだった。たぶんＬＩＮＥでもダメだと思う」

「そりゃー、家出だっていうなら電話には出ないっしょ」

「オッケー美み春はる！　くーの居場所を見つけて！」

「美春、グ●グルホームじゃないから……落ち着いて、お兄ちゃん。しゃーないなあ」

　妹は、くせっ毛がさらにグチャグチャになってる髪をかきながら、スマホを取り出した。

「うーん、美春からの電話にも出てくれないか。お兄ちゃんの仲間だと思われてるかな。悲しいことだよ……」

「美春の台詞せりふもちょっと悲しいけど、それより……やっぱり電話じゃダメか」

「くーちゃんのスマホにはなにも仕込んでないしね。ホントにしょうがないなあ……美春、ちょっと捜してくるよ」

「誰のスマホになにを仕込んでるのかも気になるけど、僕が行くよ」

　くーが行きそうなところというと、いつもの散歩コースか。いや──

「ねこらにゃが怪しいな。美春は家にいて、もしもくーが戻ってきたら連絡して」

「ちょ、ちょっと。お兄ちゃん、風邪は──」

「もう大丈夫。それじゃ、よろしく」

「えーっ、あーもうっ……！　この馬鹿兄貴……！」

　美春にしては珍しい乱暴なディスが聞こえたけど、気にしない。

　ああ、僕はなにをしてるんだろう。

　貴き宗そうさんや教頭先生に真ま香か先生とのヤバいシーンを目撃されたのとはわけが違う。

　くーは──僕なんかを好きになってくれた子なんだよ。

　あの子には、真香先生とのあんなところ、見せちゃいけなかった。

　そうだ、ねこらにゃ救済計画のとき、くーは真香先生にライバル意識を見せてた。

　あの子にとっても、ある意味では真香先生は特別な存在で──

　そんな真香先生と僕の衝撃的なシーンを見ちゃったら──ショックに決まってる。

　僕は、くーを傷つけた。コーコ先生が僕にしたことなんかよりずっと深く。

　だから──行かなくちゃ。







　家を出てから、すぐにスマホでねこらにゃの番号にかける。

　小学生の行動範囲はそこまで広くないはず──一発で当たりだと嬉うれしいんだけど。

『チェックメイト・キング、こちらホワイトロック、どうぞ！』

「ネタがわかりませんよ、瀬せ紀き屋やさん！」

『むう、今時の若者は名作戦争ドラマも観みないのか……時代は変わったのう』

　番号通知で僕からの電話だとわかったんだろうけど、この人は普段からマニアックな受け答えしてるのかな。

「それより、くーです。神しん樹じゆ無む垢くはそっちに行ってませんか？」

『んんー？　無垢ちゃんなら、今日は開店前に来て、なんか元気がなかったから、特別にかごめを貸し出してあげたぞ。あ、もちろん店長の許可はもらってる』

「えっ？　かごめを貸したって……くーはどこへ行ったんです？」

『へ？　家に帰ったんじゃないのか？　店を出て──うーん、三十分くらい経たつか』

「……とりあえず、ねこらにゃに来たことは来たんですね」

　一発目で当たり──と思ったら、もうそこにはいないか。

　くーの友達は何人か知ってるけど、電話番号や住所までは知らない。

　小学生女子たちの個人情報に詳しかったら、それはそれで問題だけど。

「瀬せ紀き屋やさん、ありがとうございました。あと、もしもくーがまた来たら、羽は交がい締じめにしてでも足止めしてください」

『足止めか……ここは俺に任せて先に行け！　っていうのは一度やってみたかったが、相手はまさかの幼女か……私、軍法会議にかけられないか？』

「いいから、お願いしますよ。事情はあとで話します」

　ひとまず、通話終了。一足遅かったか。

　三十分程度なら、まだそう遠くへは行ってないかも。

　くーは猫を連れてる。たぶん、キャリーバッグに入れてるんだろう。

　小柄でさほど体力もない小学生が、猫を連れて歩くのは大変じゃないかな。

　電車やバスに乗った可能性もあるけど、そんなもん乗ってどこへ行くのかって話だ。

　くーの性格から考えて、あてもなく徒歩でふらふらしてる可能性が高い。

　あの子は、散歩が大好きだしね。

「よし、一度ねこらにゃに行って。そこから周りを捜してみれば──」

　ねこらにゃ、ねこらにゃか……普段ならたいした距離でもないのに。

　なんだか、妙に遠くに感じられる。

　うーん──病み上がりにもほどがあるというか、体力までは回復してない？

　まだ、マンションの外に出たところだ。

　ここから駅まで行って、電車に乗って、さらにねこらにゃまで──遠い、遠すぎる。

「…………ん？」

　と、早くもくじけそうになっていたら。

「待たせたわね、彩さい木ぎくん」

　あ、現れた──あの赤いフィアットが！　短期間のうちに二度目の遭遇か！

　駐とまった車から颯さつ爽そうと現れたのは、もちろん藤ふじ城き真ま香か先生。

　休日だというのに、ブラウスにミニスカートといういつもの教師ルックだ。

「ま、待ってませんけど……真ま香か先生、なんでここに？」

「今日は彩さい木ぎくんの家を監視してたわけじゃないわよ。美み春はるさんから救援要請をもらって、車を出してきたの」

「……ウチの妹も、意外と心配性ですね」

　僕が出かける間ま際ぎわに悪態をついてたけど、真香先生に助けを求めてくれたらしい。

　くーが戻ってきたときに備えて、美春には家にいてもらわなきゃいけない。

　そうなると、他の誰かに動いてもらうしかない──美春は冷静にそう判断したようだ。

「まったく……少しは治ったみたいだけど、無む茶ちやをしちゃダメよ」

「くーを預かった責任もありますし、あの子が出て行ったのは僕のせいですから」

「気負いすぎだと思うけど……まあ、いいわ。乗りなさい」

　僕と真香先生は、ドアを開けてフィアットに乗り込む。

「この赤い車がこんなに頼もしく見えたのは初めてですよ」

　ジョ●ズのＢＧＭの幻聴が聞こえたこともあったけど、今日は二作目で味方になったターミ●ーターのように頼もしい。

「すみません、先生。お休みなのに付き合わせちゃって」

「無む垢くさんのことには、わたしも責任があるわ。家出した小学生の捜索が目的なら、二人で行動しても教頭先生ですら咎とがめられないでしょう」

「学院長に怒られるとしても、先生には協力してもらいますよ」

「きゃっ、いつになく強引ね。そういう彩木くんも──悪くないわ！」

　真香先生は不敵に笑い、ガコンとシフトレバーを操作してから、アクセルを踏み込んだ。

　例によって、交通違反一切無しの暴走が始まった──

「……って、真香先生、どこに行くかわかってるんですか!?」

「あ、まだ聞いてなかったわね。お客さん、どちらまで？」

「……とりあえず、ねこらにゃまで」

「了解！　しっかり掴つかまっていなさい！」

　真香先生は不敵に笑い、さらにアクセルを踏み込み──エンジン音が唸うなりを上げていく。







「人は大地の上に立って生きるべきなんですよ……科学が人間を間違った方向へと導いてしまったんです……」

「彩木くん、彩木くん、帰ってきなさい。大丈夫、安心して、わたしの胸へ帰ってくるといいわ」

「…………」

　ふらふら～っと、そのふくよかな胸に吸い寄せられそうになった。危ない、危ない。

　赤いフィアットが、サイバーダ●ン社の人造人間のように頼もしく思えたのは束つかの間ま。

　毎度のことながら、法定速度も交通ルールも守っているのに、なぜあんなに荒っぽい運転なのか。

「ふらふらしてる場合じゃないか……さっさと、くーを捜します」

　フィアットは、ねこらにゃ近くの駐車場に置いてきた。

　真ま香か先生と並んで、徒歩で捜索中。

　たぶん、くーは猫を連れているんだから、大通りは歩かないと思う。

　万が一、猫に逃げられたときのことを考えて、交通量の多いところは避けるだろう。

　それに、くーは猫がいそうな細い小道を選んで歩く習性がある。

　これ、くーをよく知る彩さい木ぎくんの豆知識。

「それにしても……まさか、僕の家から家出するなんて。くーをそんな子に育てた覚えはないのに」

「実際、無む垢くさんの面倒をみてきた君が言うと説得力があるわね。無垢さんの身も心も知り尽くしてる彩木くんなら、無垢さんの行きそうなところも思いつくんじゃないの？」

「……わかりませんよ。くーは、〝せんせー〟なんて呼んでくれますけど、あの子にしてやれたことなんて、ほとんどないんですから」

「本人はそう思ってないでしょう」

「わっ……？」

　突然、真香先生が僕の手を握ってきた。

「な、なんですか、先生？　あれ？　先生、手が冷たくないですか？」

「わたしの手が冷たいんじゃなくて、君の体温がまだ高いの。気づいてないでしょう、さっきから足元がたまにふらついてるわよ」

「…………マジですか」

　全然気づかなかった……。

「いやでも、人に見られたらまた変な噂うわさが……」

「病気でふらついてる生徒の手を握ってクビになるなら、こっちから辞表を叩たたきつけてやるわ」

「かっこいいですね、真香先生……」

　たまにこの人は演技でもキャラづくりでもなくて、保ほ科しな先生が言うところの〝素敵〟な部分が顔を見せるからなあ。

「やっぱり、僕は〝せんせー〟なんかじゃないですね。本物の先生には勝てません」

「いいえ、それは違うわ、彩木くん」

　真香先生は、真顔で小さく首を振った。

「無垢さんがそう呼んでくれるんだから、君は先生なのよ。もちろん、彩木くんは本物の先生じゃない。あの子の気持ちに応えるかどうか、それ次第ね」

「……たまに先生みたいなこと言いますよね、真ま香か先生」

「言葉に矛盾が見えるわよ!?　先生みたい──じゃなくて、わたしは先生よ！　彩さい木ぎくんの彼女にして先生、略してカノジョ先生よ！」

「なんて頭の悪そうな肩書きだろう……」

　ＳＩＤシド対策で恋人関係を偽装しているとはいえ、その自称はいかがなもんか。

「で、カノジョ先生としては、ふらふらしてるカレシ教え子を放っておけないわ」

「僕にもアホな肩書きが……というか、そこまで心配しなくても」

「せっかく治りかけた病気がぶり返して、明日から学校に来られなくなったらどうするの？　君がいない学校になんの意味があるというの？」

「職場という意味があるのでは……」

「ふらついてても言い返してくるところがさすがね。あ、ちょうどよかった。そこにベンチがあるわ」

　真香先生が、道沿いに見えてきた公園を指差した。

　ねこらにゃのすぐ近くに、こんな公園があったのか。

　木々と芝生、自然がたっぷりの広い公園だ。日曜だからか、散歩してる人が多い。

　公園に入り、僕は空いていたベンチに腰を下ろす。

　あ、座ったとたん、どっと力が抜けてきた──

　やっぱり病み上がりで外をうろつくのは無謀だった……？

「うーん、顔色が悪くなってるわね。彩木くん、無む垢くさんはわたしが捜すわよ。君は帰ったほうが──」

「大丈夫ですよ。熱は下がってるし、少しくらいなら──」

「……慎まことくん！」

「えっ？」

　たたたっと公園の入り口から駆け寄ってきたのは──コーコ先生だった。

「コーコ先生……どうしてここに？」

「美み春はるちゃんから連絡をもらったのよ。無垢が家を出て行ったって」

「あー……」

　美春が連絡したのは、真香先生だけじゃなかったか。

　いや、僕がねこらにゃより先にコーコ先生に電話すべきだったな。

「でも、ウチには帰ってきてないの」

「そりゃ、家出してますからね……でも、僕がここにいるってよくわかりましたね？」

「慎くんは猫カフェに向かったって聞いたから。私もこの辺を捜してたのよ」

「コーコ先生も行動早いですね……」

　たぶん、ここで会ったのは偶然じゃないだろう。

　この公園、けっこう大きいし、コーコ先生も真っ先に目についたんじゃないかな。

「あああ、そんな話はいいのよ。なにしてるの、慎まことくん！　あなたがついていながら！　なんで無む垢くはあなたの家から飛び出したの!?」

「……すみません、僕のせいです」

　コーコ先生に事情を説明したものかどうか……。

　くーの気持ちはコーコ先生にもバレてるみたいだけど。

　昨夜のことを説明すると、真ま香か先生との関係まで話さなきゃならなくなる。

「……あの、申し訳ありません、神しん樹じゆさん。わたしのせいです」

「え？　さっきから気になってたけど、この茶髪の綺き麗れいな方はどなたなの？」

「ああ、僕のクラス担任で──」

「藤ふじ城き真香です。彩さい木ぎくんとはご近所で、娘さんの捜索にも協力させてもらってます」

「それはどうも……神樹香こう子こです」

　一応、社会人同士だけあって、先生と元先生は礼儀正しく頭を下げ合う。

　さすがに名刺交換まではしてない。今や主婦のコーコ先生は名刺持ってないか。

「そう……この人が、元祖・魔性の女ね……」

　真香先生は、口の中でぶつぶつつぶやいてから、コーコ先生に向き直る。

「わたしが、その……彩木くんの看病をさせてもらって。そのときに、娘さんに誤解されてしまったようなんです」

「……誤解？　いえ、看病？　いくらご近所っていっても、高校の先生が教え子の看病なんてするの……？」

「うっ」

　コーコ先生、鋭い……いや、当然の疑問か。

　くっ、教頭先生の追及からは逃れたのに、ここでまた疑われるとは。

　秘密の関係ってしんどいなあ……秘密にスリルを感じられるほど開き直れたらいいのに。

「いいえ、原因なんてどうでもいい。やっぱり、私が間違ってた。慎くんだってまだ子供だもの……子供に子供を預けるなんて、どうかしてたわ……」

「…………」

　まったくもって、コーコ先生の言うとおりだ。

　僕は少なくとも社会的には子供で、できないことだってたくさんある。

　なのに、人様の娘さんを当たり前みたいに預かるなんて──

「待ってください、神樹さん」

「……なに？」

「彩木くんはまだ子供かもしれませんが……責任を持てない歳としでもありません。大人が自分の責任にしてしまうのは、彼のためにもなりません。神しん樹じゆさんは彩さい木ぎくんの先生だったんでしょう、彼を信じてあげても──」

「慎まことくんは教え子だけど、私には無む垢くのほうがずっと大事なの！　悪いけれど、今は慎くんに気を遣うような余裕はないのよ！」

　コーコ先生は、きっぱりと言い切った。

　この人がここまで真面目まじめな顔で、こんなに真剣に娘を心配しているところは初めて見た。

　そうだよね、この人は──僕らのコーコ先生じゃなくて、〝神樹無垢のおかーさん〟なんだから。

「だったら、わたしにとっては彩木くんは教え子で、無垢さんより大事なんです。言わせてもらいますが、あなたは自分のせいにすることで彼を責めてる。それなら、普通に彩木くんに責任を負わせるほうがよっぽどマシです！」

「ちょ、ちょっと真ま香か先生。今は、そんな言い争いしてる場合じゃ……」

「彩木くんは黙ってて！　これはわたしと神樹さんの問題よ！」

「えーっ!?」

　今、僕の話をしてなかったっけ!?

「……慎くん、この人の言うとおりよ。これは、あなたが口を挟む問題じゃない」

「わかってくれて嬉うれしいです。だいたい、さっきから〝慎くん〟〝慎くん〟ってなにを親しげに……！　わたしだってまだ下の名前で呼んだことないのに……！」
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　途中からは、ぶつぶつと小声だったけど、僕にはばっちり聞こえた。

　どうやら真ま香か先生、コーコ先生がお気に召さないらしい。

「あなた、ずいぶんと慎まことくんと仲が良いみたいだけど、私だって無む垢くの次に慎くんを大事に思ってるからね？」

「いえ、そこは旦那さんでしょ」

　思わずツッコミ。永遠を誓った愛も、娘が生まれて十一年も経たてば薄れるの？

「面白いですね……ふふ、いいわ。ＳＩＤシドは小娘ばかりで物足りなかったところよ」

「なんの話か知らないけど、これは言っておく。慎くんの初恋の相手は私よ」

「なっ……！　そ、それを持ち出してくるの……!?」

　いやいや、あんたらなんの話をしてるんですかね。

　僕の周りは、話を限りなく脱線させていく暴走機関車な人ばかりだな……。

「今の彩さい木ぎくんにとって、頼れる先生はわたし！　わたしだけですから！」

「この教師嫌いの子には、私が唯一の特別な先生よ。ふっ……どんなに頑張っても、あなたは慎くんの初恋の相手にはなれないでしょ」

「ぐっ……おのれ……」

　真香先生、〝おのれ〟って。

「ああ、同じ次元で張り合ってる場合じゃない。無垢を捜してくるから、慎くんはここにいなさい」

「無垢さんは、わたしが見つけるわ！　彩木くん、おとなしく座ってなさい！　辛つらかったら、すぐに連絡するのよ！」

　僕の返事を待たずに、二人の大人げない大人が走り去っていった。

　いや、くーの捜索は早い者勝ちじゃないよ……？

　公園どころか、この辺り一帯をしらみ潰しにしそうな勢いだなあ……。

　しかし、真香先生とコーコ先生がこんなに相性が悪いとは。

　なにはともあれ、コーコ先生が真香先生の〝恋愛感情〟にまで気づかないことを祈るばかりだ……。







　ベンチに深くもたれ掛かって、大きくため息をつく。

　まさか、真香先生とコーコ先生を二人まとめて相手する日が来るとはね……。

　もう二度と来ないことも祈っておきたい。

　飲み物でも買ってきたいけど、立ち上がる気力が湧いてこない。

　ああ、こうしてる間にもくーは一人で──猫は一緒だけど──さまよってるのに。

　元気いっぱいの、大人げない大人二人ならすぐに見つけ出しそうだけどね。

「あー……」

　公園内の細い道を挟んだ芝生の上で、小さな子供たちがきゃっきゃとはしゃいでる。

　くーより小さい、小学校低学年くらいの子たちか。子供は元気だなあ。

　まあ、くーは低学年にも見えちゃうけどね。

　ほら、髪をちょこんと結んでる子なんてくーにそっくり。

　背負ってる大きなリュックも、くーの家出用のリュックと同じタイプだ。

　その子は、ドーム形の窓がついた猫用のキャリーバッグをそばに置き、芝生の上に座ってる。

　窓に顔を見せている猫も、かごめそっくりの白猫──

「って、かごめじゃないか！　くーじゃないか！」

「はっ……!?」

　十メートルくらい離れてるけど、僕の声で向こうも気づいたらしい。

　くーは、ぱっと顔を上げて、身を翻ひるがえすと逃げ出した──と思ったら、すぐに引き返してきて、コケた。

　かごめを置き去りにしたことに気づいたんだろうね。

「い、いたた……」

「なにしてるの、くー」

「か、かごめちゃんを置いていくわけには……私に残されたものは、猫だけなんです」

「『長靴をはいた猫』じゃないんだから」

　くーは、地面にぶつけて赤くなった鼻を押さえながら立ち上がる。

「大丈夫？　すりむいたりしてない？」

「へ、平気です……って、せんせー！　せんせーこそ、寝てなくていいんですか！　か、風邪は……風邪はどうなったんですか！」

「もう大丈夫だよ」

「嘘うそです、りすとらされて会社に行くフリしてるさらりーまんみたいにベンチで寂しく座ってたじゃないですか！　私、見ました！」

「くー、その中年サラリーマンの悲哀のイメージは古いと思うよ」

「と、とにかく、せんせー、無理をしちゃいけないです！　私でも怒りますよ！」

「耳が痛いけど、くーこそ無む茶ちやをしないで。くーが家出していいのは、僕ん家ちに来るときだけだよ。それ以外は──許さない」

「…………っ、ご、ごめんなさ……い」

　くーが素直にぺこりと頭を下げる。

「うん、ちゃんと謝れるのがくーのいいところだよ」

「……前は、そうじゃなかったです。おとーさんは怒らないし、おかーさんとは喧けん嘩かしてもどっちも謝らなかったし。でも、せんせーが謝り方も教えてくれたんです」

「そうだったかな……偉そうだよね、僕は」

　頭の下げ方を教えるとか、おまえはくーのなんなんだって感じ。

「しかし、えらく近くにいたね」

「ねこらにゃまで来たのはよかったんですが……お金がなくなりました。バスも電車も乗れないので、近くの公園くらいしか……」

「……うん、そりゃそうだよね」

　くーのお小遣いの額も知ってるけど、小学五年生の平均的金額だ。

　そんなにぽんぽん交通機関に乗れないよね。

　ねこらにゃのすぐ近くで、腰を下ろせるこの公園にいたのは当然といえば当然か。

「帰ろう、くー。美み春はるも心配してるよ」

　僕が、かごめが入ってるキャリーバッグを持ち上げようとすると、くーは首を振った。

　くーはバッグを持ち、僕の前に立つ。

「それと……ごめんね、くー。その、変なとこ見せちゃって……」

　コーコ先生に責められたってしょうがない。

　いや、真ま香か先生とのことで誤解されたことだけじゃなくて……。

「くーに告白されたのに、きちんと応えずに逃げてたのが悪いんだよね。ごめん、くー」

　思えば、ＳＩＤシドの中でも、くーの好意はそれほど疑ってはいなかった。

　ただ、あくまで〝お兄ちゃん〟を好きになるような感覚だと思っていて……。




「ごめん、くー。僕もくーのことは好きだよ。でもそれは……妹への〝好き〟みたいなものなんだ。本当に……ごめん」




「……せんせーが謝ることなんてないです。たぶん、私が子供すぎるんです」

　くーは一瞬だけ目を大きく見開いて、それから視線をさまよわせてから言った。

　その瞳には、確かにきらっと光るものがあった。

「くーはなにも悪くないよ。くーは子供だけど、僕は君を子供扱いするべきじゃなかった。くーがラブレターをくれたんだから、返事をしなきゃいけなかったよ」

「いいえ、いきなり告白されても困っちゃいますよね。それも、私みたいな子供に。せんせーには、私は小さい子供のままだってこと、わかってたのに。でも、返事をしてくれてありがとう、せんせー……」

　くーは、潤んだ目をごしごしとこすってから──

　ぎゅっと僕の手を握ってきた。

「子供だから……知らないこと、たくさんです。せんせーと真ま香かちゃんのこと、よくわからないです。わからなくて──せんせーの顔を見る自信がなくなっちゃって。だから、せんせーのお家うちにいられなくなったんです」

「…………」

　くーの目には僕だって大人に見えるんだろう。

　真香先生のこと、僕と真香先生の関係のことなんて、わからないよね。

　そもそも、僕自身だってよく理解できてないんだし……。

「また偉そうなことを言うけど……わからなかったら考えて、それでもわからなかったら、人に聞いて、それを繰り返していったら──そのうち大人になってるんじゃないかな」

「……せんせーは大人ですか？」

「まだだね。わからなくても素直に訊きけないせいかもだけど」

「せんせーは、もう少し素直になってください……」

「努力はしようかな」

　ひねくれた彩さい木ぎくんのまま十数年生きてきたので、なかなか変えられそうにないけど。

「ねこらにゃに戻ろう、くー」

　僕は、くーの手を引いて歩き出す。

「……私がなにもできないとき、せんせーが私の手を引っ張ってくれますよね……」
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「初等部に上がったときのことを言ってるの？」

　登校拒否になってたくーを、僕が手を引いて初等部まで連れて行ってたっけ。

　いくら忘れっぽい僕でも、このくらいはすぐに思い出せる。

「私、あの頃からなにも変わってないです。ずっと、迷子みたいにせんせーに手を引いてもらわないとなにもできなくて……」

「そんなことはないよ。僕はただ、くーと一緒に学校に行ってただけだよ」

「せんせーは……私から見たらなんでも知ってますけど、自分が誰かのためになにをやったのかは──知らないみたいですね」

「……最近、それを痛感することが増えてるよ」

　真ま香か先生や縫ぬいが僕を好きになったきっかけの事件も、忘れてたからなあ。

　コーコ先生との一件はずるずる引きずってるくせに、他の過去を忘れすぎだ。

　いや、コーコ先生の過去を引きずっちゃったせいで、過去を振り返らない性格になったのかな？

「かごめちゃん、大丈夫かな……この子にも悪いことしました。こんな狭いところに入れられて……窮屈ですよね」

「ふてぶてしい顔してるよ、こいつ。『運んでもらえて楽です』みたいな。いつも猫カフェにいるし、たまには気分を変えたいのかもね」

「猫の気持ちはわかりませんね。せんせー、これは覚えてますか？　私、前は猫が苦手だったんです」

「え？　そうだっけ……あ、いや、そうだった気がする」

　公園で野の良ら猫に寄ってこられて、泣いている──くーのそんな姿が記憶にある。

　小学校に行けなかった頃のくーを連れて、よく散歩に出かけてたな。

　くーは、その辺で出くわす猫にも怯おびえてたっけ……。

「もしかして、前に言ってた、猫の可愛かわいさを教えたとかってそれのこと？」

「はい。せんせーは猫が好きだから、私の猫嫌いだけは許してくれませんでした」

「そっ、そうだったかな……？」

　どうやら昔の僕は、くーを甘やかすばかりではなかったらしい。

　今のくーほどじゃなくても、僕は昔から猫大好きだったからなあ……。

「せんせーは、私に──くーに、猫との遊び方を教えてくれて。くーも、すぐに猫が好きになって。学校に行くのを嫌がってたくーに、猫を探しながら登校すれば学校に行くのも少しは嫌じゃなくなるって裏技を教えてくれたんだよ……」

「……もっとマシなことを教えればいいのにね、昔の僕」

　さすがに、それは覚えてない。

　それがくーの登校拒否を解消する一手になるとは、夢にも思わなかったのでは。

「大事なことをたくさん教えてくれて、くーが学校に行けるようにしてくれて……これで、好きになるなっていうほうが無理だよ、せんせー」

「…………くー」

　真ま香か先生や縫ぬいと同じように、くーも僕を好きになってくれたのには理由がある。

　当たり前のことだけど、僕はそれを知らないままだったんだな……。

「やっぱりね、くーはまだ子供だよ。せんせーを好きだって気持ちはホントだけど、美み春はるおねーちゃん、縫おねーさん、会長おねーさんと同じ気持ちかはわかんない。真香ちゃんとも……同じかどうか」

「真香先生やＳＩＤシドのみんなと比べる必要はないよ、くー。君の気持ちは、君だけのものなんだから」

「はい、せんせー。この気持ち……大事にしてもいい？」

「うん、もちろん。もちろんだよ、くー」

「このまま、手を繋つないで……もう少しだけ一緒に歩いてもらってもいい？」

「うん、そうしようか」

　僕は頷うなずいて、くーの手を握り直す。

　これって、くーを振っちゃったことになるんだろうか。

　コーコ先生の言うような酷ひどい振り方になってないかな……？

　くーは、少しだけ笑ってる。だから──大丈夫だと思っていいかな。







「あっ、彩さい木ぎくん、無む垢くさん！」

　公園を出て、少し歩いたところで、真香先生が道の向こうから駆け寄ってきた。

　真香先生は公園の外を捜していたらしい。

　周りを見ると、フィアットを置いた駐車場のすぐそばだ。ここまで戻ってたのか。

「あ、真香ちゃん！　むう、せんせー、また真香ちゃんと一緒だったんですね！　猫は好きですけど、どろぼー猫は嫌いです！」

「完全にちゃん付けになってるわね！　彩木くん、この子に年上への口の利き方を教えてあげなさい！　ＡＳＡＰなる早で！」

「いきなり揉もめないでくださいよ……」

　しかも相手は幼女だよ、そこの二十四歳さい。

「……ん？　無垢さん、もしかして泣いてたの？」

「泣いてないもん」

「明らかに涙の跡があるでしょ……彩木くん、女の子を泣かせるなんて、すっかりワルイオトコになったわね。いつの間にか成長したのね……」

「成長なんですかね、それ」

　真ま香か先生、呆あきれてるのか喜んでるのか、よくわからん。

　とりあえず、くーはライバル登場でいつもの調子に戻ったみたいだ。

　真香先生の子供っぽさもたまには役に立つな。

「まあ、見つかったのならよかったわ。じゃあ、帰るわよ。美み春はるさんも心配してるでしょうし。無む垢くさん、そのバッグとリュック、預かるわよ。重いでしょう」

　くーが、素直に真香先生にバッグとリュックを差し出した。

　先生はフィアットのところまで戻り、後部座席にその二つを載せる。

「ああ、この猫はどうするの？　ねこらにゃに寄ったほうがいい？」

「……あー、そうですね」

　答えつつ、後部座席に置かれたキャリーバッグを確認。

　かごめは、どうでもよさそうにドーム形の窓から外を見てる。

　そうだよな、くーが家出したそもそものきっかけは、この猫なんだよな。

「あのさ、くー。相談なんだけど──」

「無垢っ……！」

　僕が言いかけたそのとき、突然えらく切羽詰まった声がして。

「よかった、いたっ！　あー、慎まことくんが見つけてくれたの！　ホントによかった！」

「おかーさん……？」

　凄すごい勢いでダッシュしてきて──くーに抱きついたのは、コーコ先生だった。

「もうっ、慎くんも見つけたのなら連絡してくれたらいいのに！」

「す、すいません……つい、うっかり」

「いいえ、連絡しなくてよかったです……」

　ぼそりとつぶやく幼女。

　まあ、僕が気を利かせてさっさと連絡してたら、告白の返事どころじゃなかったよね。

「……なに、無垢。言いたいことがあるの？　慎くんの家まで出て……あなた、心配ばかりかけすぎよ」

「ごめんなさい……で、でも……」

　くーが、コーコ先生になにか言いかけて、もじもじしてる。

「そうだね、くー。僕ん家ちに転がり込んでくるのは全然いいけど、コーコ先生とケンカばかりじゃよくないよ。ちょうどいい機会だから、言いたいことを言っておけば」

　僕は、くーの小さな背中をぽんと叩たたく。

「は、はい、せんせー……」

　くーは、こくんと頷うなずいてコーコ先生に向き直る。

「お、おかーさん……せんせーにごめんなさいして」

「は？　僕に？」

「慎まことくんに？　確かに娘が迷惑かけてるけど、美み春はるちゃんには慎くんの分までスイーツおごったりしてるのに」

「そんなことしてたんですか!?　ていうか美春、いつの間に！」

　初耳だよ、その話！　あいつ、僕の分まで迷惑料をもらってたの!?

「おっと、これは内緒だったわ。で、なにを謝るの？」

「昔、せんせーを騙だまくらかしたことです。せんせーは気にしてないって言ってても、謝らないと終わらないと思うんです。せんせーをかいほーしてあげてください！」

「あの、くー？　僕は別に……」

　繰り返し言ってるけど、僕はもうコーコ先生は恨うらんでない。

　確かに区切りがついたとは言えないけど……。

「嫌よ。私、謝らない」

「お、おかーさん？　ぺらぺらデタラメは言うのに、なんでこんなときは口先だけでも謝れないんですか！」

「さらっと母親に凄すごいこと言うわね、この小学生……」

　蚊か帳やの外に置かれてた真ま香か先生が、ぼそっとつぶやく。

「無む垢く、あなたに言われて言うことじゃないの。慎くんとお母さんの問題なんだから」

「うっ……で、でも……このままだと私はずっと、せんせーを騙した女の娘です！　そうじゃなくて、神しん樹じゆ香こう子この娘じゃなくて、ただのくーとして見てほしいんです！」

「わがままな子ねえ。そのわがままは初めてだけど」

「だ、大丈夫だよ、くー。そんなこと気にしなくても。僕は──」

「待って、彩さい木ぎくん」

　いつの間にか真香先生は、フィアットにもたれかかって腕組みしている。

　凛り々りしい美女と赤い車、なんだか絵になる光景だ。

「無垢さんの言うとおりよ。君は、ここで決着をつけておいたほうがいいわ。無垢さんのためにも、自分のためにも」

「いえ、ですから僕は気にしてな──」

「今のうちに、言いたいことを言っておくべきよ。子供なのも悪いことじゃない。大人になったら、言いたくても言えないことが増えすぎるんだから」

「……いい台詞せりふのような気もしますけど、真香先生が言ってもいまいち説得力が」

　少なくとも、僕の前では発言をセーブしてるとは思えませんよ？

「そこの人に真剣になにかを言うのは怖いかもしれないけど──大丈夫、今ならわたしがいるわ」

「…………」

　真ま香か先生の説得力はともかく──

　確かに僕は、コーコ先生と真面目まじめに向き合うことを恐れてたかもしれない。

　もう一度裏切られることが怖くて。

　くーという存在をクッションにしないと、話もできなかったかも──

「言っておきなさい、ここで本当のことを。どんな結果になっても大丈夫よ」

　真香先生は、腕組みをやめて前に一歩出て──僕の背中をバンと叩たたいた。




「先生わたしが教え子キミを守るから」




　真香先生に叩かれた背中、けっこう痛い。あんまり手加減しなかったよね。

　でも──そうか。

　僕はくーを間に置いて、コーコ先生と接してきた。

　コーコ先生と向き合ってない──いや、コーコ先生から逃げていたのかも。

　このままじゃ、僕はくーともきちんと向き合えない気がする。

　僕のためにも、くーのためにも──今ここでケリをつけないと。

「僕は──コーコ先生のことは、今でも好きですよ」
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「がーんっ！　せっ、せんせー!?」

「まっ、待って、彩さい木ぎくん！　そっちに話を持って行くの!?　わたしのほうが全然若いわよ!?　ぴちぴちよ!?」

「えっ、堂々と人妻略奪？　そりゃ、禁断の関係に憧れなくもないけど」

　くーと真ま香か先生があたふた、コーコ先生がにやにやしてるけど、それはともかく。

「でも、今は、くーの母親で──大事な女の子の母親だから好きってだけです」

「せ、せんせー……！」

　くーが、小走りに寄ってきて、がしっと抱きついてくる。

　ふわっと柔らかい感触と、子供らしいミルクみたいな香りが伝わってきて──

「大事！　くーのこと、大事なんだよね！」

「うん、くーのことは大事だし、だからくーのお母さんのことも大事。あまり喧けん嘩かしないでくれると、僕も嬉うれしい」

「……くっ、こんな往来で抱きつける幼女が羨ましい。幼女に戻りたいわ……」

　そういえば、ＪＫ真香ちゃんとは会ったけどＪＣ、ＪＳ真香ちゃんはまだ見てないな。

「どうも、藤ふじ城きさんの反応が引っかかるけど……まあ、いいや。私、大人だし、お母さんだし。ここで言っておこうか。慎まことくん、ごめんなさい。私のこと、許してくれる？」

「許すもなにも。だから、昔のことはとっくに忘れたんですって」

「じゃあ、思い出して。その上で、私を許して」

「そんな無む茶ちやな」

　さすがくーの母親、おっとりしてるようで強引だ。

　この子にして、この母有り……いや、逆かな？

「実は私も、けっこう気にしてたのよね。慎くん、聖せい華か台だいじゃずっと教師嫌いで通ってるんでしょ。美み春はるちゃんから事こと細こまかに聞いてるよ」

「あいつ、本当にあちこちで情報源になってるなあ……」

　ウチの妹、ぼーっとしてるようで、暗躍しまくってるよね。

　そろそろマジ説教しておこう。

「僕の教師嫌いは否定しません。でも、コーコ先生が僕を騙だましたからじゃないですよ」

「他に……理由があるの？」

「くーのこともあります」

　まだがっしりと抱きついたままの、くーの頭にぽんと手を置く。

「ふぇ？　せんせー、私のことって？」

「くーが学校に行けなかったときに、初等部の先生はなにもできなかった。いや、デリケートな問題だから迂う闊かつに手出しできなかったのかもだけど……」

「まあ、無む垢くの登校拒否のときに担任の先生が役に立たなかったのは事実ね」

　コーコ先生、容赦ない物言いだなあ。

「他にも、あるんですよ。たとえば、天あま無なし縫ぬいって同級生がいるんですけど」

「あー、あのエログラビアやってるエロ女子高生ね。なんかの雑誌で見たことある」

「えらい言われようだなあ、縫……」

　脳裏に、嬉うれしそうにピースサインしてる縫の姿が浮かんだ。

　エロ女子高生と言われても喜んじゃいそうだよね、あいつ。

「縫は、グラビアやる前に教師に芸能界デビューを潰されそうになったんです。教師が生徒のデビューを面倒くさがったって理由で」

「あー、そういう先生、いそう。幼稚園の先生じゃほとんど関係ないけど、教え子に余計なことしてほしくない先生っているのよね。仕事が増えるだけって」

　さすがに、この人もカテゴリー的には〝教師〟だっただけあってご理解が早い。

「僕の教師嫌いにコーコ先生が関係ないとは言いません。でも、初等部からここまでで出会った先生たちの印象が悪かったっていうのが大きいでしょうね」

　学校に通っていれば、教師を嫌いになる理由なんていくらでもできる。

　僕じゃなくても、割と誰でもそうなるんじゃないか。

　ただ、僕が執念深くて疑うたぐり深ぶかいから、筋金入りの教師嫌いになったってだけで──

「ああ、疑り深くなったのはコーコ先生のせいかも？」

「やっぱり私をワルモノにしてる！　本当に慎まことくんは、たまに意地悪になるよね！」

「わーるもの、わーるものっ♪」

　くーがあらためて僕にくっついて、母親を煽あおってる。

「コーコ先生がワルモノかどうかは、くーの判断に任せますよ。ただ……まあ、日曜にもわざわざ付き合ってくれるような、物好きな先生もいるので」

　僕は、ちらりと真ま香か先生に目を向ける。

「僕だって、まだ大人じゃない。でも、守ってくれる先生もいるから……教師嫌いもだいぶマシになりましたよ。だから、今でもコーコ先生が好きだって言えるんです」

「……複雑な気分ね」

　ぼそっと真香先生がつぶやいた。

　自分のおかげと言われても、僕の口からコーコ先生が好きと言われるのは面白くないのかな。

「ふぅーん…………」

　コーコ先生は、ジト目で僕と真香先生を見てから。

「今の私は、無む垢くの母親だものね。慎くんの〝先生〟は、そこの人に任せましょう」

「ええ、わたしだけが彩さい木ぎくんの先生よ。任せてもらうわ。彩木くんが傷つくことがあっても、わたしが守る。教え子を守れなきゃ──先生じゃないわ！」

　真ま香か先生は、ふくよかな胸にぱんと手を置いて偉そうに言い切った。

　一応、突っ込んでおくけど、恋れん紅く先生や教頭先生だって僕の先生ですよ。

「……ちょっとかっこいいかも、真香ちゃん」

　くーは、真香先生に警戒心ばかり見せていたのに、ちょっと感心してるみたいだ。

　うん、たまにだけど、めっちゃかっこよくなるんだよ、この人。

「真香ちゃんなんて呼ぶのはよくないかもです……」

「あら、無む垢くさん。やっとわかってくれたのね」

「はい、それじゃこれからは──真香ちゃんせんせーって呼びますね」

「ちゃん付けは変わってないじゃないの!?」

「あはは」

　うーん、コーコ先生が予言したとおり、くーは近いうちに僕の手に負えなくなるかも。

　それはそれで、成長だと前向きに受け止めることにしよう。

「ねえ、慎まことくん。この先生なら、私にはできなかったことができそうね。慎くんのために、できなかったことが」

「……どうですかね。僕としては、真香先生にしてほしいことも、してほしくないこともあるんですよ。僕もだいぶわがままですけど」

　真香先生は、コーコ先生のように僕を騙だまくらかすことはないかな。

　今、一つだけわかることがあるとしたら──

　僕がくーの背中を押して、その僕の背中は真香先生が押して前に進ませてくれた。

　たぶん、誰かを前に進ませる人を──〝先生〟って言うんだろう。







　ひとまず、くーはコーコ先生と家に戻ることになり──

　神しん樹じゆ母娘おやこはねこらにゃへ向かい、その足で家に帰るらしい。

　で、僕と真香先生は駐車場に残されたわけだけど──

「ふふーん……ふふふ、にやにや～♪」

「な、なんですか、真香先生？」

「わたしのおかげで、教師嫌いもマシになったのよね。ふふふ、さっさとわたしのことが大好きだって言っちゃえばいいのに」

「……それとこれとは話が別でしょ」

　真香先生、忘れてるんじゃないか？

　僕と両りよう想おもいになったら、教師を辞めるって言ったことを。

　たぶん本気だろうし、真香先生の性格を考えると間違いなく実行する。

　それでも、真香先生は僕に好きだと言ってほしいらしい。

　カノジョ先生──

　本当にそんなものになられちゃ困るんだよ、僕としても。

　見守ってくれる先生にいなくなられたら、僕の教師嫌いはどうなるか。

「神しん樹じゆさんのおかげでいいことを聞けたわ。君を〝慎まことくん〟とか親しげに呼んでるのはやっぱり許せないけど」

「いろいろ解決したと思ったら、変なことを根に持ってますね……」

「……でも、よかった」

「え？　今度はなんですか？」

「君の教師嫌いが少しでもマシになって。わたしの気持ちはともかく、自分の職業が好きな人に嫌われてるのって、やっぱりキツいから」

「……気にしすぎですよ」

　僕の先生嫌いなんて、子供じみたものなのに。

　よっぽど、縫ぬいのほうが深刻だったくらいだ。

　くーだって、一つ間違えばそうなってたんだよね。

　でも登校拒否は長引かなかったし、通い始めてからは学校も楽しいみたいだし。

「実はわたし、気に入ってるのよ。先生ってお仕事をね」

「天職ってやつですね、たぶん」

「医者になっておくべきだったかも、なんて思ったけど。教師になって正解だったみたい。君に会えて、君も先生を好きになってくれそうだから」

「好きになれるかどうかまでは……」

　いやだから、好きって言いにくいんだって……！

　真ま香か先生がわかってないわけないのに、肝心の本人がおかまいなしだからなあ。

「いつものことながら素直じゃないわね……あっ、そうだったわ！　風邪がぶり返したらまずいわよね！　急いで帰りましょう！」

「そんなに焦らなくても。別に死にやしませ──」

　言いかけて、僕は気づいた。

　真香先生と一緒に帰るってことは──つまり！

　あ、悪夢の赤いフィアット、三み度たび来たる……！

「え、えーと……僕は電車で帰ろうかな」

「なにを馬鹿を言ってるの。どんな交通機関よりも早く、君をベッドに送り届けるわ」

「それが怖いんですって！」

　あああああ、万事解決かと思ったら、こんなオチが──

　教師嫌いがマシになっても、今度はドライブがトラウマになるんじゃないか……！
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　お久しぶりの生徒会室。

　いつものことながら、放課後になっても役員の姿は見当たらない。

「さあ、キリキリ吐いてもらおうか、彩さい木ぎ慎まこと」

「また吊つるし上あげですかーっ!?」

　唯一いらっしゃる役員は、生徒会長の陣じん所しよカレン先輩。

　そのカレン会長は、生徒会室の長机の上に堂々と立っている。

　僕は、長机の下、床に座らされてる。

　会長は縫ぬいよりスカート長いけど、高低差のせいでパンツが見えそうだよ……。

「風邪を引いてたそうだな。彩木美み春はるによると、もうすっかりいいらしいじゃないか」

「お、おかげさまで……」

　くーが家出先から家出した日曜から、もう三日。

　月曜は念のために休んだけど、すっかり元気だ。

「これで心置きなく拷問──じゃない、尋問できるな。今、校内で流れている噂うわさのことだ。彩木慎、いつからおまえはロリコンに堕おちたんだ？」

「堕ちてません、堕ちてません！」

「じゃあ、私が好きか？」

「それとこれとは話が違います！」

「ちっ……黒髪ロング巨乳生徒会長のなにに不満があるんだ？」

「いきなり話が逸それてますよ、会長！」

　彩木慎ロリコン疑惑。

　今、聖せい華か台だい学院高等部でもっともホットな話題だ。

　なんで僕ごとき平凡な生徒の噂が、いちいち校内を騒がすんだろ……。

「彩木慎、おまえは神しん樹じゆ無む垢くらしき幼女の手を引いてどこかへ連れ去ったらしいな」

「手を繋つないで歩いてた、と言ってください！」

　連れ去ったっていうと、犯罪臭が凄すごい！

「しかも、幼女は泣いてたという話もあるそうだな」

「事情はもう説明しましたよ！　誤解とか家出とか、いろいろあったんです！」

　くーの手を引いて公園を歩いてたときに、高等部の誰かに見られたらしい。

　写真も撮られていて、ＳＮＳで出回っているとか。おいおい。

　目撃者は、歩き去る僕らを見ただけで、追いかけてはこなかったみたいだけど……。

「だが、私だってまだおまえと手を繋いで歩いたこともないのに」

「くーと会長じゃ全然違うでしょ。子供と手を繋つないで歩くのは、まったく不自然じゃないですよ」

「私とおまえは同じ高校生なんだから、子供と手を繋ぐより自然だろう」

「なんか、また話が逸それてるような……いえ、会長みたいな美人と僕が手を繋いでるなんて、間違いなく不釣り合いですよ」

「たとえ神が許さずとも、私が許す」

「神が許さないってほどのことでもないですけど」

　僕は、美人と手を繋いだだけで神様に逆らうことになるんかい。

「生徒会長の任期は九月までだ。生徒会長というアドバンテージを活いかせる今が勝負なんだ、なぜそれがわからん！」

「わかるかーっ！」

　聖せい華か台だい高等部の生徒会の任期は九月の終わりまでだ。

　とはいえ、八月は丸々夏休みだし、確かに残りは少ない。

　いや、生徒会長って恋愛のアドバンテージになるの……？

「……あっ」

「なんだ、ＬＩＮＥか。いいぞ、見ても」

「は、はぁ……」

　嫌な予感がしつつ、振動したスマホを取り出してメッセージを確認。

《せんせーの家なうです！　さっそくかごめちゃんに会いにきました！》

　メッセージとともに、白猫のかごめを抱いているくーの写真も届いた。

　くーが座っているのは、彩さい木ぎ家リビングのソファだ。

　ソファには、美み春はるも座っていてぼんやりした顔でピースしてる。

　そう、白猫のかごめを彩木家で引き取ったのだ。昨日からウチの家族になってる。

　これなら、くーもかごめに会いに行きやすくなるだろう。

　小学生が、そうそう猫カフェに通い詰めるわけにもいかないよね。

　もちろん、かごめの世話をするのは僕の役目。大変だけど、頑張る。

「……私は流行には疎いが、〝なう〟は古くないか？」

「思いっきり人のスマホ覗のぞいてますね。いえ、そのツッコミはどうでもいいです」

「そうか……確かにもっと大きな問題があるな。猫をエサに猫好きの幼女を家に引きずり込むとはいい度胸だ。神に代わって、私が罰を下そう」

「なんて人聞きの悪いことを！」

「まったく、猫バカにも困ったものだ。それ以上に、ロリコンは始末に負えないがな」

「だから、違いますって！」

　春からこっち、いわれのない誤解を受ける機会が増えすぎだ。

　僕なんて、本当になにもかもが健全な男子高校生なのに。

　むしろ、教師嫌いという個性が薄まって、普通になりつつあるくらいだよ。







「確かに、教師嫌いじゃなくなっても、ロリコンは困るわね。犯罪性がある以上、余計に手に負えないというか」

「真ま香か先生まで、そんなことを！」

　あと、ロリコン自体は別に悪くないです。

　頭の中の趣味に止とどめてる限りはね。ノータッチ、大事。

　と、こんな感じでカレン会長から逃れたと思ったら、次は真香先生から呼び出し。

　生徒会室から英語科準備室のハシゴをしてる生徒なんて、聖せい華か台だい学院の創立以来、僕だけじゃないか？

「実は、初等部の制服も手配してみたのよ。でも、さすがにわたしのサイズに合う制服はなかったわ」

「そりゃないでしょ……」

　なにを考えてんねん、この人。

　女性にしては長身だし、Ｅカップのおっぱいが収まる小学生用の制服があるの？

「ただ、今回は証拠写真もあるし、彩さい木ぎくんの真性ロリコン認定待ったなしよね。これで、わたしとの関係を疑われることもまずないでしょう。結果オーライ♡」

「全っ然オーライじゃないです！」

　まだたっぷり残ってる高校生活を、ロリコンとして過ごせというのか。

「もちろん、わたしに抜かりはないわ。ロリコン疑惑はよくても、本物のロリコンになられては困るもの。無む垢くさんは、たとえ彩木くんにその趣味がなくても、道を踏み外させるに充分なロリ魅力を持ってるしね」

「ロリ魅力ってなに……」

　くーが並外れた美幼女なのは認めるけどさ。

「これからの〝教育〟は、彩木くんをロリコンにしないためにも厳しくしていくわ！」

「き、厳しく……!?」

「そう、今までは見せるだけ、脱ぐだけだったけど、さらに先のステップに進むべきときが来たのよ」

　真香先生は、真面目まじめな顔でアホみたいなことを言うと。

「キスよりも先──って言えばわかるかしら？」

　少し屈かがんで、僕の顔を上目遣いで見上げてくる。

　髪からふわっと甘い香りが漂ってきて。

　いつの間にか外していたブラウスのボタンから、胸の谷間が見えてる。

「君は教師嫌いだから、好かれなくてもしょうがない。もう、その言い訳は使えないから。彩さい木ぎくんが思い出の先生のことを振り切って──嬉うれしいけど、少し不安ね」

「……真ま香か先生でも不安になることなんてあるんですか」

　僕との噂うわさが校内で流れても、気にも留とめなくて。

　教頭先生に目をつけられても、あれだけ図太かったのに。

「だって、わたしは完璧からはほど遠い人間だもの」

「それは知ってますよ」

「……可愛かわいくない。そういえば、最近は幼女だの猫だのばかりで、全然わたしにかまってくれなかったわね」

「大人が〝かまってくれない〟とか拗すねるのはどうかと」

「大人だから、かまってほしいのよ。意外と、大人になるほど孤独になったりするものだから。だから、家族をつくるのかもしれないわね」

「……そんな人生の奥深さみたいな話はいいんですけど」

「そうね、ところで──さっきからずっと待ってるのよ？」

「待ってる？」

　確かに、真香先生は僕を上目遣いで見上げたままだ。疲れないのかな。

[image: ]

「わたしに、触って」

「さ、触る!?」

「驚くことはないわ。次のステップなんて、それしかないでしょう。どこを触ればいいのか、もちろんわたしが教えてあげる」

「せ、先生、ちょっと待って……」

「もう待たない。教頭だの幼女だの昔の女だの、続けていろいろ登場しすぎなのよ。君の彼女が誰なのか思い知らせてあげる。ここから──真ま香か先生の逆襲開始よ！」

「ぼ、僕の逆襲はいつ始めればいいんですかね……」

「彩さい木ぎくんは、そうやってワタワタしてるのが可愛かわいいの。変に逆襲とかしないで。今の君ならよくわかるでしょ？」

「それは、どういう……？」

「無む垢くさんにも、今の可愛いままでいてほしいって思うでしょ？　それと同じことよ」

「…………」

　しまった、わかるような気がしちゃった。

　くーは可愛いし、猫と一緒に笑ってる無邪気さが好きだ。

　でも、くーだっていつまでも子供じゃないし、無邪気なままでもいられない。

　それがわかっていても、今のままでいてほしいって気持ちは確かにある。

　ああ、やましい気持ちじゃないよ？　本当に。

「よーくわかったみたいね。さあ、あとは先生が全部教えてあげる♡」

「その教えは、まだ早すぎますよっ！」

　いや、早い遅いの問題じゃないけど！

　そんなことを言いながらも、真香先生が僕に見せつけるように突き出している、たわわなふくらみへと手が伸びてしまう──

　先生嫌いを克服してしまった僕は、踏み込むことができるようになった？

　ああ、手が──手が止められない。

　僕は、ふわりと柔らかい真香先生のふくらみに触れて。

　そのまま、片手で先生の背中を抱き寄せた。

　ヤ、ヤバい。手どころか──自分が止められない。

　もう待てないのは真香先生じゃなくて、僕のほうなのかもしれない。





あとがき




　どうもこんにちは、鏡かがみ遊ゆうです。

　というわけで、『僕のカノジョ小学生』──じゃない、『僕のカノジョ先生』３巻です。

　３巻もあまり間あいだを空けずに発売できて、これまたほっとしています。そこそこ長いこと書いてるのに、未いまだに本が発売されるたびに、本気で安あん堵どしてる小心者です。

　読者の皆様のおかげで、『僕のカノジョ先生』は何度か重版もかかって、無事に３巻まで発売できました。本当にありがたいです！

　これからも応援していただければ嬉うれしいです！　よろしくお願いします！




　これであとがきを終わりにすると怒られるので、もう少しお話を続けてみます。

　今巻も真ま香か先生を中心にしつつ、小学生ヒロインのくーちゃん編とも言えますね。

　大人ヒロインがメインの作品ですけど、その真逆ともいえる小学生ヒロインの話も上う手まくハマってくれたかなーと。

　暴走機関車の真香先生がお話を引っかき回し、おっとり幼女のくーちゃんが和なごませる。完かん璧ぺきなコンボと言えましょう。３巻ってそんな展開だっけ？　とお思いかもですが、そういう意図で書き始めたお話でした。既にキャラは勝手に動いてくれてます。

　でも、くーちゃん可愛かわいいですよね。癒やされます。ご要望が多ければスピンオフ『僕のカノジョ小学生』も不可能ではないはず……！




　それは半分冗談として、実は──『僕のカノジョ先生』コミカライズが進行中です！

　是非是非、楽しみにお待ちいただければ！　僕もめっちゃ楽しみです！




　おりょう先生、今巻のイラストも素晴らしかったです。特に表紙の〝愛車にお誘いしてくる真香先生〟最高でした……！　大人ヒロイン時代の到来を告げる一枚だと思いました、ええマジで。もちろん、幼女のくーちゃんイラストも可愛すぎました！

　担当さん、今回もいろいろご迷惑をおかけしました。今巻から新たに一人加わっていただいて、かけるご迷惑も二倍に！　冗談です、頑張ります。

　この本の制作・販売に関わってくださったすべての皆様、ありがとうございます！

　そして、読者の皆様に最大限の感謝を！

　それでは、またお会いできたら嬉しいです。


２０１９年冬　鏡遊







電子書籍特典　書き下ろし短編

『天国へのドライブ』





　土曜日──うちの学校は半日だけ授業があって、今日はちょっとした用で居残りさせられてしまった。

　たまたまなのか、今日は部活や委員会で残ってる生徒もほとんど見かけない。

　なんだか、学校に僕一人しかいないような気さえする。

　まだ明るいのに人気のない校舎……ちょっと新鮮でいいなあ。

「あら、彩木くん」

「…………っ！」

　後ろから声をかけてきたのは──言うまでもなく、我が担任にして高嶺の花の真香先生。

「今、帰り？　実はわたしも、今日はもう上がりなのよね」

「そ、そうなんですか。早めに帰れるのはいいことですね」

「ああ、彩木くん……そのカバン、重そうね」

「え？　いえ、別に……土曜ですし、普段より軽いくらいで」

「そんな重い荷物を担いで帰らせるのは可哀想だわ。それなら──」

　真香先生は窓の外を指差して、僕の前を歩き始める。

　靴を履き替えて校舎の外へ出て、職員用の駐車場へと向かう。

「実はね、彩木くん。今日はわたし、愛車で出勤してきたの」

「…………」

　ああ、僕の目からハイライトが消えていくのが自覚できる。

　確かに駐車場には、真香先生の愛車──赤いフィアットが駐車してある。

　真香先生、普段は車通勤じゃないのに……なぜよりによって今日だけ！

「ふふん♪　というわけで──乗ってく？」

　真香先生はポケットから車のキーを取り出し、ちょいちょいっと手招きしてくる。

「……そのキーホルダー、なんですか？」

　車のキーには、聖華台学院の男子制服を着た、デフォルメ人形がくっついてる。

「いいでしょう、わたしのお手製よ♪」

「でしょうね！　そのマスコット、僕に似てません!?」

「大丈夫、先生方や生徒には見られないようにしてるから」

「やっぱり僕の人形じゃないですか！　なんでそんなものを……！」

「そんなことより、さあ行くわよ。問題ないわ、重い荷物を持ってる生徒を家まで送るくらい、教頭先生だって見逃してくれるでしょう」

「むしろ見とがめてほしいですよ！」

　ああ、赤いフィアットの暴走で昇天しかけた記憶がよみがえる！

　僕は生きて日曜日を迎えられるんだろうか……！
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